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第 1 章

Cisco ASR 1001-Xルータの概要

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータは、新しいコストパフォーマンス
クラスとして企業とサービスプロバイダーの両方にメリットをもたらす、ミッドレンジのエッ

ジルータです。Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータ製品のベースと
なっているのは、大規模なスケールでサービスを集約するように特別に設計された、Quantum
Flow Processorと呼ばれる革新的な ASICです。

Cisco ASR 1001-Xルータは、Cisco ASR 1000シリーズの一環であり、ラック内の占有スペース
も消費電力も抑えたコンパクトなフォームファクタでありながらも、20 Gbpsの転送スルー
プットを提供します。また、CiscoASR 1001-Xルータは、CiscoASR 1000シリーズアグリゲー
ションサービスルータの汎用ルーティング機能およびセキュリティ機能をすべてサポートし

ています。

• Cisco ASR 1001-Xルータのハードウェア機能（1ページ）
• Cisco ASR 1001-Xルータの現場交換可能ユニット（6ページ）
•シスコ製品の識別規格（6ページ）
• SPAスロットの番号付け（8ページ）
•シリアル番号および PID/VIDラベルの位置（8ページ）

Cisco ASR 1001-Xルータのハードウェア機能
Cisco ASR 1001-Xルータでは次のものがサポートされます。

•最大 16 GB（基本構成では 8 GB）の DDR3エラー修正コード保護機能を備えた現場交換
可能メモリ。シングルビットエラー修正およびマルチビットエラー検出に対応します。

•非モジュラ型の固定エンベデッドサービスプロセッサ（ESP）。デフォルトのスループッ
トは2.5Gbpsですが、ソフトウェアで有効化するライセンスを使用して、パフォーマンス
を 5 Gbps、10 Gbps、または 20 Gbpsにアップグレードできます。

•専用のセキュリティプロセッサによる最大 8 Gbpsのセキュリティおよび暗号化処理。
• RJ-45コンソールポートと補助ポート、および小型 USBコンソールポート。
•銅線イーサネット 10/100/1000 Mbpsネットワーク管理ポート 1つ。
• 8GBの不揮発性フラッシュストレージをサポートする組み込みUSB（eUSB）フラッシュ
モジュール。

Cisco ASR 1001-Xルータハードウェア設置ガイド
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• USBフラッシュメモリスティックまたは USBセキュアトークン（セキュアキー配布）
用 USB 2.0ポート 2つ。

• GR-1244-CORE準拠のStratum3Eネットワーククロッキング。タイミングソースとして、
1588、10GE、GE、SPA、またはネットワークインターフェイスモジュール（NIM）を使
用します。

• 6つの組み込み 1 GE SFP専用インターフェイス（SFP+はサポートされません）、および
2つの SyncE対応組み込み 10 GE SFP+インターフェイス（10-GEのみをサポート）。

•ハーフハイト SPAベイ 1つ。
•デュアル IOSを使用したソフトウェア冗長性。これは、Cisco ASR 1000シリーズアグリ
ゲーションサービスルータファミリの他のすべての非ハードウェア冗長ルータと同様で

す。

•イーサネットおよびコンソールのステータスを示す LEDインジケータ、ならびにシステ
ム状態の視覚的表示。

•コマンドラインインターフェイス（CLI）、アラーム、ネットワーク管理、ロギング、統
計集約、およびオンボード障害ロギング（OBFL）。

•環境シャーシ管理。
• 10 MBの Ternary Content Addressable Memory（TCAM）。
•シャーシを介した最大 20 Gbpsの持続的データ転送トラフィック。
•ネットワークインターフェイスモジュール（NIM）ベイ 1つ。

NIMベイは、T1/E1 NIMおよびソリッドステートデバイス（SSD）NIMアセンブリとドライ
ブをサポートします。

（注）

•活性挿抜（OIR）機能を備えた、現場交換可能ユニット（FRU）。

Cisco ASR 1001-Xシャーシ全体の前面図
次の図は、Cisco ASR 1001-Xルータの正面を示します。

図 1 : Cisco ASR 1001-Xルータの前面図

共有ポートアダプタスロット7NIMスロット1

USBポート 08CON：小型 eUSBポート x 12

Cisco ASR 1001-Xルータハードウェア設置ガイド
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USBポート 19PWR：電源 LED3

CON：RJ-45/RS-232対応コンソール
ポート x 1

10組み込み 1 GE SFP専用インターフェイス（SFP+
はサポートされません）x 6、および組み込み 10
GE SFP+インターフェイス（10-GEのみをサポー
ト）x 2。

4

CRIT LED：クリティカルアラーム
インジケータ

MAJ LED：メジャーアラームイン
ジケータ

MIN LED：マイナーアラームイン
ジケータ

11AUX：RJ-45/RS-232対応補助ポート x 15

STAT -ステータス LED12MGMT：RJ-45 10/100/1000イーサネット管理ポー
ト x 1管理ポートには Lと Sの 2つの LEDがあり
ます。Lの緑色はリンク動作を示します。Sはネゴ
シエートされたイーサネット速度を点滅で示しま

す（1回点滅は 10 Mbps、2回点滅は 100 Mbps、3
回点滅は 1000 Mbpsを示します）。

6

Cisco ASR 1001-Xルータの LED
次の図は、Cisco ASR 1001-HXルータの正面を示します。

図 2 : Cisco ASR 1001-Xルータの共通 LED

電源が入った状態の動作色LEDLEDのラベルNo.

すべての電源が動作限度内です。緑電源PWR1

メジャーアラームインジケータ。赤MAJORMAJ2

Cisco ASR 1001-Xルータハードウェア設置ガイド
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電源が入った状態の動作色LEDLEDのラベルNo.

クリティカルアラームインジケータ。ルータ

が最初に電源投入されて、設定されているす

べてのコンポーネントが使用可能になると消

灯します。

赤クリティカルCRIT3

マイナーアラームインジケータオレンジMINORMIN4

Cisco IOSが正常に起動されました。グリーンSTATUSSTAT5

システムは ROMMON状態です。黄色

システム障害。ルータに電源が投入されると

消灯します。

赤

小型eUSBコネクタがコンソールとして使用さ
れていることを示します。

グリーンUSBコンソール
使用可能

EN6

RJ-45コネクタがコンソールとして使用されて
いることを示します。

消灯

Cisco ASR 1001-Xの管理ストレージ接続
次の図には、Cisco ASR1001-Xルータの管理ストレージ接続を示しています。

図 3 : Cisco ASR 1001-Xルータの管理ストレージ接続

USBポート 14AUX：RJ-45/RS-232対応補助ポート x 11

CON：RJ-45/RS-232対応
コンソールポート x 1

5MGMT：RJ-45 10/100/1000イーサネット管理ポート x 1管理
ポートには、Lと Sの 2つの LEDがあります。Lの緑色はリ
ンク操作を示します。Sはネゴシエートされたイーサネット
速度を点滅で示します（1回点滅は 10 Mbps、2回点滅は 100
Mbps、3回点滅は 1000 Mbpsを示します）。

2

—USBポート 03
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Cisco ASR 1001-Xシャーシの背面図
次の図に、4台のファンおよび 2台の ACまたは DC電源モジュールを搭載した Cisco ASR
1001-Xルータの背面図を示します。

4台の内蔵ファンによって冷気がシャーシに取り入れられ、内部コンポーネントに通気されて、
動作温度が許容範囲に保たれます。ファンは、シャーシの中央に設置されています。ファンに

は右から左の順に、0～ 3の番号が付けられています。

2つの電源モジュール（2つの AC電源モジュールまたは 2つの DC電源モジュールのいずれ
か）はルータの背面側で取り扱います。これらのモジュールはホットスワップ可能です。

Cisco ASR 1001-Xルータは 2つの AC電源モジュールまたは 2つの DC電源モジュールをサ
ポートできます。同じシャーシに AC電源モジュールと DC電源モジュールを組み合わせて取
り付けないでください。

（注）

Cisco ASR 1001-X SPA GEおよび TEポート
正面カバーでは、10 GE SFP+ポートがオレンジ、GE SFPポートが黄色で表示されます。次の
図は、10個の GE SFP+および GE SFPポートのポート番号を示しています。

GE SFPポート 0/0/2510 GE SFP+ポート 0/0/01

GE SFPポート 0/0/3610 GE SFP+ポート 0/0/12

GE SFPポート 0/0/47GE SFPポート 0/0/03

GE SFPポート 0/0/58GE SFPポート 0/0/14

Cisco ASR 1001-Xルータハードウェア設置ガイド
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Cisco ASR 1001-Xルータの現場交換可能ユニット
Cisco ASR 1001-Xルータには、多数の FRUがあります。次の作業を行います。

• SPA
•デュアルインラインメモリモジュール（DIMM）
• NIM
• SSDおよび SSD NIMアセンブリ
• USBフラッシュまたはセキュアトークンメモリスティック
• ACおよび DC電源モジュール

詳細については、「Cisco ASR 1001-Xルータからの FRUの取り外しと取り付け」を参照して
ください。

シスコ製品の識別規格
ここでは、シスコ製品およびサービス製品の識別規格について説明します。この機能によっ

て、ネットワークおよび業務にシスコ製品を有効に統合して管理できます。

UDI
Unique Device Identifier（UDI;固有デバイス識別情報）は、ハードウェア製品に対応するシス
コ製品識別規格です。製品識別規格によって、エンタープライズオートメーションの障害が取

り除かれ、運用コストを削減できます。

UDIは、一貫性のある電子、物理、および関連ビジネス間情報を特徴とする製品識別規格で
す。

UDIは、5つのデータ要素を組み合わせたものです。次の表に UDI要素を示します。

表 1 : UDI要素

説明物理視認性電子視認性UDIデータ要素

製品 ID。製品名、モデル名、製品番号ともいう対応対応PID

バージョン ID対応対応VID

シリアル番号、固有の PIDインスタンス対応対応SN

シャーシ、スロット、電源モジュールなどのタイプ—対応エンティティ名

補足的な製品情報—対応製品の説明

シリアル番号と製品 ID（PID）の組み合わせは、すべてのシスコ製品どうしで一意で一貫性が
あります。ハードウェアにコーディングされた PIDを基本製品識別情報といいます。

Cisco ASR 1001-Xルータハードウェア設置ガイド
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追加発注可能なPIDを基本PIDに関連付けることができます。たとえば、発注可能なPIDで、
製品または一緒に販売、テスト、および出荷された製品グループバンドルのパッケージ構成を

記述できます。固有な UDIの利点は次のとおりです。

•次の点を特定できる

•ネットワークにある個々のシスコ製品
•サービスおよび交換可能製品の PIDとシリアル番号
•製品バージョンを特定するためのバージョン ID（VID）

•リコールまたはアップグレード対象の製品を容易に特定できる
•シスコ製品目録の自動作成機能が強化される

シスコ製品識別規格は、次の機能を提供します。

•バージョンの視認性：シスコでは機能の追加によって、たえず製品を改良しています。製
品に変更があると、VIDが増加します。これによりバージョンを確認できるので、製品変
更の把握や管理に役立ちます。VIDにより、製品間の変更を一貫した方法で管理できま
す。

•運用コストの削減：Cisco UDIによって正確で詳細なネットワークインベントリ情報が得
られるので、標準インターフェイスを通じて、ネットワーク要素内の各シスコ製品を識別

できます。シスコのオペレーティングシステムでこのデータを表示したり使用したりでき

るので、電子目録の自動作成が可能です。

•製品階層間の一貫性：UDIはハードウェア製品に内蔵されていて、上書きできません。オ
ペレーティングシステムおよび管理システムは、標準インターフェイスを通じて UDIを
検出し、標準出力に UDIを表示します。標準インターフェイスには IETFの標準
ENTITY-MIBが含まれます。

show diag subslot eepromコマンド

show diag subslot eepromコマンドで PID、VID、PCBのシリアル番号、ハードウェアリビジョ
ン、その他の情報を表示できます。

次に、show diag subslot eepromコマンドの出力例を示します。

Router# show diag subslot 0/0 eeprom
MIDPLANE EEPROM data:

Product Identifier (PID) : ASR1001-X
Version Identifier (VID) : V00
PCB Serial Number : JAE17450EUV
Top Assy. Part Number : 68-4703-06
Hardware Revision : 0.1
Asset ID :
CLEI Code : CMMP410DRA

Common Language Equipment Identifier（CLEI）コードは、特定の製品を特定する 10桁の文字
コードです。お客様に配送する製品の製造中にプログラミングされる CLEIコードは、Cisco
ASR1001-Xルータを構成する各パーツに適用されます。

（注）

show license udiコマンド
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show license udi コマンドでは、ライセンス UDI情報が表示されます。

次に、 show license udiコマンドの出力例を示します。

Router# show license udi
SlotID PID SN UDI
--------------------------------------------------------------------------------
*6 ASR1001-X JAE17190302 ASR1001-X:JAE17190302

製品識別規格の詳細については、http://www.cisco.com/go/udi/ [英語]を参照してください。（注）

SPAスロットの番号付け
共有ポートアダプタ（SPA）はモジュラタイプのポートアダプタであり、これをサブスロッ
トに挿入することで、ネットワークと接続してインターフェイスポート密度を高めることがで

きます。Cisco ASR 1001-Xルータは、柔軟に統合できる 1つの NIMスロットと 1つのハーフ
ハイト SPAベイをサポートします。

次の図は、Cisco ASR 1001-Xルータのスロット番号を示します。

図 4 : Cisco ASR 1001-Xルータのスロット番号

シリアル番号および PID/VIDラベルの位置
次の図に、CiscoASR1001-Xルータのシャーシに貼付されたシリアル番号およびPID/VIDラベ
ルの位置を示します。

Cisco ASR 1001-Xルータハードウェア設置ガイド
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図 5 : Cisco ASR 1001-Xルータのシリアル番号および PID/VIDラベルの位置
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第 2 章

Cisco ASR 1001-Xルータでサポートされる
ハードウェアコンポーネント

この章では、Cisco ASR 1001-Xルータでサポートされるハードウェアコンポーネントについ
て説明します。次のセクションで構成されています。

•サポートされるハードウェアコンポーネント（11ページ）
•サポートされているハーフハイト SPA（12ページ）
•サポートされている小型フォームファクタ（SFPおよび SFP+）トランシーバ（14ペー
ジ）

•サポートされる NIM（15ページ）
• Cisco ASR 1001-Xルータの電源モジュール（16ページ）

サポートされるハードウェアコンポーネント
次の表に、CiscoASR1001-Xルータでサポートされているハードウェアコンポーネントを示し
ます。

表 2 :サポートされるハードウェアコンポーネント

説明コンポーネント

1 RUのフォームファクタシャーシ

6個の内蔵ギガビットイーサネットポートおよび 2個の内蔵 10ギガ
ビットイーサネットポート

イーサネットポート

デフォルトスループットが2.5Gbpsの非モジュラ固定ESP。ソフトウェ
アで有効化するパフォーマンスアップグレードライセンス（5 Gbps、
10 Gbps、または 20 Gbps）でアップグレード可能。

ESP

シングル統合ルートプロセッサルートプロセッサ

統合 SIPSIP

Cisco ASR 1001-Xルータハードウェア設置ガイド
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説明コンポーネント

ハーフハイト（HH）SPAベイ x 1SPAスロット

1NIMスロット

2USBスロット

サポートされているハーフハイト SPA
次の表には、Cisco ASR 1001-Xルータでサポートされているハーフハイト SPAを示します。
サポートされているハーフハイト SPA

表 3 :サポートされているハーフハイト SPA

説明PID

Cisco 1ポート 10GE LAN-PHYSPA-1X10GE-L-V2

1ポートチャネライズド STM-1/OC-3c（DS0）SPA-1XCHSTM1/OC3

1ポート OC12/STM4 POSSPA-1XOC12-POS

2ポート OC12/STM4 POSSPA-2XOC12-POS

4ポート OC-12/STM-4 POSSPA-4XOC12-POS

8ポート OC12/STM4SPA-8XOC12-POS

1ポート OC-3c/STM-1 ATMSPA-1XOC3-ATM-V2

Cisco 2ポートギガビットイーサネットSPA-2X1GE-V2

2ポートチャネライズド T3（DS0）SPA-2XCT3/DS0

2ポート OC3/STM1 POSSPA-2XOC3-POS

8ポート OC-3/STM-1 POSSPA-8XOC3-POS

1ポート OC48/STM16 POS/RPRSPA-1XOC48POS/RPR

2ポート OC48/STM16 POS/RPRSPA-2XOC48POS/RPR

2ポートクリアチャネル T3/E3SPA-2XT3/E3

3ポート OC-3c/STM-1 ATMSPA-3XOC3-ATM-V2

Cisco 4ポートファストイーサネット（TX）SPA-4X1FE-TX-V2

4ポートチャネライズド T3（DS0）SPA-4XCT3/DS0

Cisco ASR 1001-Xルータハードウェア設置ガイド
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説明PID

4ポート OC3/STM1 POSSPA-4XOC3-POS

4ポート OC48/STM16 POS/RPR共有ポートアダプタSPA-4XOC48POS/RPR

1ポート OC192/STM64 POS/RPR XFP光ファイバSPA-OC192POS-XFP

4ポートシリアル SPASPA-4XT-SERIAL

4ポートクリアチャネル T3/E3SPA-4XT3/E3

Cisco 5ポートギガビットイーサネットSPA-5X1GE-V2

Cisco 8ポートファストイーサネット（TX）SPA-8X1FE-TX-V2

Cisco 8ポートギガビットイーサネットSPA-8X1GE-V2

8ポートチャネライズド T1/E1（DS0）SPA-8XCHT1/E1

1ポート OC12 STMSPA-1XOC12-ATM-V2

デジタルシグナルプロセッサ（SPA）SPA-DSP

Cisco 1ポート 10GE LAN/WAN-PHYSPA-1X10GE-WL-V2

2ポートチャネライズドT3/E3ATMおよび回線エミュレーションSPASPA-2CHT3-CE-ATM

4ポート OC-3/STM-1 POSSPA-4XOC3-POS-V2

Cisco同期イーサネット SPASPA-2X1GE-SYNCE1

Cisco 8ポートクリアチャネル T3/E3共有ポートアダプタSPA-8XT3/E3

Cisco 24ポート T1/E1/J1回線エミュレーション SPASPA-24CHT1-CE-ATM

1ポートチャネル化 OC-3/STM-1 SPA、バージョン 2SPA-1CHSTM1/OC3V2

1ポート OC-12C/STM-4 Multirate POS SPA（ライセンス）SPA-1XOC12-POS-V2

2ポート OC-3C/STM-1 POS SPA（ライセンス）SPA-2XOC3-POS-V2

2ポートチャネル化 T3 SPA、バージョン 2SPA-2XCT3/DS0-V2

4ポートチャネル化 T3 SPA、バージョン 2SPA-4XCT3/DS0-V2

2ポートクリアチャネル T3/E3 SPA、バージョン 2SPA-2XT3/E3-V2

4ポートクリアチャネル T3/E3 SPA、バージョン 2SPA-4XT3/E3-V2

8ポートチャネル化 T1/E1 SPA、バージョン 2SPA-8XCHT1/E1-V2

Cisco ASR 1001-Xルータハードウェア設置ガイド
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1 Cisco ASR1001-Xルータの組み込みポートと SPA-2X1GE-SYNCEの間のクロックスイッ
チオーバーシナリオには制限があります。SPA-2X1GE-SYNCEの他のすべての機能がサ
ポートされています。

サポートされている小型フォームファクタ（SFPおよび
SFP+）トランシーバ

次の図には、Cisco ASR 1001-Xルータでサポートされている SFP光インターフェイスおよび
SFP銅線インターフェイスを示します。

表 4 :サポートされている 1 GE SFP光および SFP銅線インターフェイス

説明PID

1000BASE-SX SFP（DOM）SFP-GE-S

1000BASE-SX SFPトランシーバモジュール、MMF、850nm、DOMGLC-SX-MMD

1000BASE-LX/LH SFP（DOM）SFP-GE-L

1000BASE-LX/LHSFPトランシーバモジュール、MMF/SMF、1310nm、DOMGLC-LH-SMD

1000BASE-ZXギガビットイーサネット SFP（DOM）SFP-GE-Z

1000BASE-T SFP（NEBS 3 ESD）SFP-GE-T

1000BASE-BX SFP、1310NMGLC-BX-U

1000BASE-BX SFP、1490NMGLC-BX-D

カテゴリ 5銅線用 1000BASE-T SFPトランシーバモジュールGLC-TE

GE SFP、LCコネクタ、EXトランシーバGLC-EX-SMD

1000BASE-ZX SFPトランシーバモジュール、SMF、1550nm、DOMGLC-ZX-SMD

1000BASE DWDMDWDM-SFP

1000BASE CWDMCWDM-SFP

1000BASE BX40-DGLC-BX40-D-I

1000BASE BX40-DAGLC-BX40-DA-I

1000BASE BX40-UGLC-BX40-U-I

1000BASE BX80-DGLC-BX80-D-I

1000BASE BX80-UGLC-BX80-U-I
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説明PID

100BASE-FXGLC-GE-100FX

ASR1001-Xは GLC-SX-MMおよび GLC-LH-SMをサポートしません。GLC-SX-MMの代わり
に GLC-SX-MMD、GLC-LH-SMの代わりに GLC-LH-SMDを使用できます。

（注）

表 5 :サポートされている 10 GE SFP光および SFP銅線インターフェイス

説明PID

MMF用 10GBASE-SR SFP+モジュールSFP-10G-SR

拡張温度範囲対応 10GBASE-SR SFPモジュールSFP-10G-SR-X

SMF用 10GBASE-LR SFP+モジュールSFP-10G-LR

拡張温度範囲対応 10GBASE-LR SFPモジュールSFP-10G-LR-X

SMF用 10GBASE-ER SFP+モジュールSFP-10G-ER

サポートされる NIM
Cisco ASR 1001-Xルータは、次の NIMフォームファクタをサポートしています。

NIM-SSD
次の表に、Cisco ASR 1001-Xルータでサポートされているソリッドステートディスク（SSD）
を備えた NIMを示します。

表 6 :サポートされている NIM SSD

説明製品番号

SSDドライブ用 NIMキャリアカードNIM-SSD

200 GB、SATAソリッドステートディスクSSD-SATA-200G

400 GB、SATAソリッドステートディスクSSD-SATA-400G

NIM-T1/E1
次の表に、Cisco ASR1001-Xルータでサポートされている T/E1 NIMを示します。

Cisco ASR 1001-Xルータハードウェア設置ガイド
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表 7 :サポートされている NIM-T1/E1

チャネライズ

ドデータ

非構造化 E1
（G.703）サポー
ト

MFTパケット音
声

Clear-Channel
データ

ポート数部品番号

不可不可非対応対応1NIM-1MFT-T1/E1

不可不可非対応対応2NIM-2MFT-T1/E1

不可不可非対応対応4NIM-4MFT-T1/E1

不可不可非対応対応8NIM-8MFT-T1/E1

対応対応不可対応1NIM-1CE1T1-PRI

対応対応不可対応2NIM-2CE1T1-PRI

対応対応不可対応8NIM-8CE1T1-PRI

NIM-8CE1T1-PRIの各ポートは、15のチャネルグループのみをサポートします。追加のチャネ
ルグループが作成されると、次のエラーが表示されます。

チャネルグループを作成するためのリソースが不足しています。

（注）

Cisco ASR 1001-Xルータの電源モジュール
Cisco ASR 1001-Xルータでは、ACおよび DC電源モジュールオプションがサポートされてい
ます。モジュラシャーシ構成では、冗長性のために電源モジュールを2つ搭載できます。外部
電源モジュールが故障すると、または取り外されると、もう一方の電源モジュールがシャーシ

に必要な電力を供給します。これにより、ルータの動作に影響を与えることなく、電源モジュー

ルをホットスワップできます。

Cisco ASR 1001-Xルータの電源
各 Cisco ASR 1001-Xルータの電源モジュールは、出力電力 250 Wを供給します。電源は 1 + 1
冗長構成に使用されます。電源モジュールの前面プレートに入力スイッチはありません。電源

は、システムシャーシのSTANDBY/ONスイッチによって、スタンバイからオンに切り替えら
れます。シャーシの背面に向かって、電源スロット 0（PS0）が左側（電源スタンバイスイッ
チの隣）、電源スロット 1（PS1）が右側です。

Cisco ASR 1001-Xルータは、次の電源モジュールをサポートしています。

Cisco ASR 1001-Xルータハードウェア設置ガイド
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• Cisco ASR 1001-Xルータ AC電源装置：+12Vの DC電圧出力で 250Wの出力電力を提供
します。AC電源装置は+85〜+264VACで動作します。AC電源の電流は 12Vを共有し、
デュアルホットプラグ可能な設定に使用されます。

• Cisco ASR 1001-Xルータ DC電源装置：+12Vの DC電圧出力で 242Wの出力電力を提供し
ます。電源装置は –40〜 –72 VDCで動作します。DC電源の電流は 12 Vを共有し、デュ
アルホットプラグ可能な設定に使用されます。

Cisco ASR 1001-Xルータは 2つの AC電源モジュールまたは 2つの DC電源モジュールをサ
ポートできます。同じシャーシに AC電源モジュールと DC電源モジュールを組み合わせて取
り付けないでください。

（注）

次の図は、Cisco ASR1001-Xルータの DC電源と AC電源の両方を示しています。

図 6 : Cisco ASR 1001-Xルータの DC電源モジュールと AC電源モジュール

Cisco ASR 1001-X電源ファン
CiscoASR1001-Xルータの電源モジュールのファンは、電源モジュール自体を冷却するために
使用されます。システム全体は、シャーシ内部の 4台のファンにより冷却されます。電源モ
ジュールの冷却は、システム全体用のファンには依存しません。ファンの障害はファン回転セ

ンサーが判断します。

スタンバイスイッチがスタンバイの位置にあっても、電源モジュールが接続されると直ちに電

源モジュール内のファンが動作します。

（注）
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Cisco ASR 1001-Xルータの AC電源モジュール
Cisco ASR 1001-Xルータには、シャーシ背面に AC電源モジュールが 2つあります。入力レセ
プタクルは、フィルタされた ACインレット IEC60320 C14タイプです。コネクタの定格電流
は 10Aです。次の図は、Cisco ASR1001-Xルータの AC電源装置を示しています。

図 7 : Cisco ASR 1001-Xルータの AC電源モジュール

AC電源コネクタ3ハンドル1

固定ラッチ4FAIL LEDおよび OK LED2

Cisco ASR 1001-Xルータの DC電源
Cisco ASR 1001-Xルータの DC入力コネクタは、接続の極性が（装置に向かって）左から右に
負（-）、正（+）の 2線式コネクタです。

電源には、挿抜に使用するハンドルがあります。モジュールは、その長さからいって片手で支

える必要があります。次の図に、Cisco ASR 1001-Xルータの DC電源を示します。

Cisco ASR 1001-Xルータハードウェア設置ガイド
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図 8 : Cisco ASR 1001-Xルータの DC電源

DC電源コネクタ3ハンドル1

固定ラッチFAIL LEDおよび OK LED2

Cisco ASR 1001ルータの AC/DC電源システムの入力範囲および電圧
電源のDC入力範囲は –40～ –72VDC、AC入力範囲は+85～+264VACです。次の表に、Cisco
ASR 1001-Xルータの電源 LEDについて説明します。

表 8 : Cisco ASR 1001-Xルータ：ACおよび DC電源 LED

説明LEDのカラーと状態

入力電源はオンであり、通常の動作範囲内にあります。AC
装置では、システムの電源がオンになると LEDがグリーン
に点灯します。システムの電源をオフにすると、AC電源モ
ジュールが取り外されるまで LEDが点滅します。

OK：（グリーンに点灯）

通常の動作範囲内にある入力電力は供給されていますが、

Standbyスイッチは、Standby位置にあります（Onの位置に
はありません）。

OK：（1秒に 1回の点滅速度で
グリーンで点滅）

電源出力に問題があります。失敗：（赤色）

電源がシャットダウンします。消灯

Cisco ASR 1001-Xルータハードウェア設置ガイド
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Cisco ASR 1001-Xルータでサポートされている電源コード
次の表に、Cisco ASR 1001-Xルータでサポートされている電源コードを示します。

表 9 : Cisco ASR 1001-Xルータでサポートされている電源コード

説明電源コードの品目番号

電源コード、110 VCAB-AC

電源コード、オーストラリア、10 ACAB-ACAプラグ

電源コード、中国CAB-ACC

電源コード、ヨーロッパ、C13、CEE 7、1.5 mCAB-ACE AC

電源コード、イタリア、C13、CEI 23-16、2.5 mCAB-ACI AC

電源コード、アルゼンチン、C13、EL 219（IRAM
2073）、2.5 m

CAB-ACR AC

電源コード、スイス、C13、IEC 60884-1、2.5 mCAB-ACS AC

電源コード、英国、C13、BS 1363、2.5 mCAB-ACU AC

電源コード（インド）CAB-IND AC

電源コード、日本、C13、JIS C 8303、2.5 mCAB-JPN AC

電源コード、250 VAC、15 A、NEMA L6-20～ C13、米
国

CAB-L620P-C13-US

電源コード、250 VAC、15 A、NEMA L6-20～ C13、日
本

CAB-L620P-C13-JPN

電源コード、250 VAC 10 A、C14-C13コネクタCAB-C13-CBNキャビネットジャン
パ

電源コード、250 VAC 13 A、C14-C15コネクタCAB-C13-C14-JMPRキャビネット
ジャンパ

電源コードジャンパ、C13-C14コネクタ、長さ 2 mCAB-C13-C14-2M

電源コードジャンパ、C13-C14コネクタ、長さ 3 mCAB-C13-C14-AC

Cisco ASR 1001-Xルータハードウェア設置ガイド
20

Cisco ASR 1001-Xルータでサポートされるハードウェアコンポーネント

Cisco ASR 1001-Xルータでサポートされている電源コード



第 3 章

設置場所の準備

この章では、CiscoASR1001-Xルータで作業する前に、理解しておくべき重要な安全情報を提
示するとともに、ルータを設置できるように設置場所を準備する手順について、順を追って説

明します。

この章は、次の項で構成されています。

•前提条件と準備 （21ページ）
•安全に関する注意事項 （22ページ）
•準拠要件（24ページ）
• NEBSに関する注意および規格準拠宣言 （25ページ）
•標準の警告文（26ページ）
•設置場所の計画（30ページ）
•静電破壊の防止（39ページ）
•電気を扱う場合の安全上の注意（40ページ）
•シャーシを持ち運ぶ際の注意事項（41ページ）
•工具および機器（41ページ）
•梱包内容の確認（42ページ）
• Cisco ASR 1001-Xルータの設置チェックリスト（43ページ）

前提条件と準備
ここで説明する手順を実行する前に、次の内容を実行することを推奨します。

•次の項にある安全に関する注意事項を読み、このマニュアルにある電気を扱う場合の安全
上の注意および静電気防止策ガイドを確認してください。

•必要な工具および機器がすべて揃っていることを確認します（「工具および機器」のセク
ションを参照してください）。

•設置作業中は、『Cisco ASR 1000 Series Aggregation Services Routers Software Configuration
Guide』（Cisco.comから参照とダウンロードが可能なオンラインマニュアル）を参照でき
るようにしておきます。

•電源およびケーブル要件が設置場所で満たされていることを確認します。
•ルータの設置に必要な機器が使用できることを確認します。

Cisco ASR 1001-Xルータハードウェア設置ガイド
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•設置場所で正常な運用を維持するための環境条件が満たされていることを確認します。

CiscoASR1001-Xルータを設置する前に、設置場所の電源およびケーブル要件、ルータを設置
するための特別な機器、および正常な運用を維持するための設置場所の環境条件について検討

する必要があります。

ルータは、輸送中の通常の取り扱いによって製品が損傷する可能性を低減するように梱包され

ています。

•ルータは必ず梱包内で直立状態になるように輸送または保管する必要があります。
•設置場所が決定するまで、ルータは輸送用の箱に入れておきます。

出荷時の損傷がないかどうか、すべての項目を調べます。破損しているものがあれば、シスコ

カスタマーサービス担当者にただちに連絡してください。

（注）

設置環境のチェックリスト

この章で説明するすべての設置場所の準備作業を実行して確認するには、次のチェックリスト

を使用してください。

•設置場所の空調システムで、Cisco ASR 1001-Xルータの熱放散を補うことができる。
•設置場所の供給電力が要件に適合している。
• Cisco ASR 1001-Xルータを作動させる電気回路が要件に適合している。
• TIA/EIA-232Fに従って、コンソールポートの配線および関係するケーブル接続の制限事
項が配慮されている。

• Cisco ASR 1001-Xルータのイーサネットケーブル長が制限の範囲内である。
• CiscoASR1001-Xルータシャーシの設置を予定している装置ラックが、要件に適合してい
る。ラック位置の選択において、安全性、メンテナンスの容易さ、適切なエアーフローが

十分に考慮されている。

安全に関する注意事項
設置または交換手順を開始する前に、人身事故または機器の損傷を防ぐため、ここで説明する

安全に関する注意事項を確認してください。

この項の情報は注意事項であり、危険な状況をすべて網羅しているわけではありません。ルー

タを設置するときは、常に常識を働かせ、注意して作業してください。

（注）
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安全上の警告

誤って行うと危険が生じる可能性のある操作については、安全上の警告が記載されています。

各警告文に、警告を表す記号が記されています。

ルータの設置、設定、メンテナンス作業の前に、このマニュアルで実行しようとしている手順

を確認し、安全上の警告に特に注意を払うようにします。

設置準備が整うまでは、システムを開梱しないでください。設置場所が確定するまでは、偶発

的な損傷を防ぐために、シャーシを梱包から出さないでください。システムに付属している、

開梱に関する資料を使用してください。

（注）

このマニュアルの設置手順を読んでから、システムを電源に接続してください。これらの注意

事項に従わないと、製品を正しく設置できず、システムおよびコンポーネントが破損するおそ

れがあります。

安全に関する推奨事項

次の注意事項に従って安全を確保し、シスコ製の機器を保護してください。このリストには、

起こりうる危険な状況がすべて網羅されているわけではありません。常に注意が必要です。

•シスコの安全方針では、すべてのルータが、最低限、IEC60950の要件を満たすとともに、
使用国の要件を満たすことが義務付けられています。シスコ製ルータはさらに、他の標準

に関する資料（規格、技術仕様、法律、規制など）の要件も満たさなければなりません。

•ルータの設置、設定、または保守の前に、Cisco ASR 1000-Xルータに付属の『Regulatory
Compliance and Safety Information for the Cisco ASR 1001 Series Aggregation Services Routers』
に記載されている安全に関する警告を確認してください。

•一人で持ち上げるには重すぎる可能性があるものを、持ち上げようとしてはなりません。
•シャーシを開ける前に、必ず、すべての電源を切り、すべての電源コードを外してくださ
い。

•必ず、電源コードを外した後に、シャーシの取り付けまたは取り外しを行ってください。
•取り付け作業中および取り付け後、シャーシの周辺は、できるだけ埃のない清潔な状態に
保ってください。

•工具およびシャーシ部品が通行の妨げにならないようにしてください。
•ゆったりした衣服、装身具（指輪、ネックレスを含む）、その他、シャーシに引っ掛かる
ようなものは着用しないでください。タイ、スカーフ、袖は固定してください。

• CiscoASR1001-Xルータは、指定された電気定格および製品使用手順に従って使用した場
合に、安全に運用できます。

Cisco ASR 1001-Xルータハードウェア設置ガイド
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準拠要件
ここでは、安全準拠性およびNEBS規格について説明します。Cisco ASR 1001-Xルータは、下
の表に示す国内および国際規格に準拠しています。

電源または電話配線に接続する機器を取り扱う際には、安全のために次のガイドラインに従っ

てください。ガイドラインに従うことによって、けがや機器の損傷を防止できます。

NEBS情報は参照用です。Cisco ASR 1001-Xルータは NEBS認定ではありません。（注）

表 10 :準拠要件

EMC/Safetyコンプライア
ンスおよび NEBS要件

説明仕様

Cisco ASR 1000シャーシ内の 8ポートチャネライズド
T1/E1 SPAインターフェイスには、シールド付きツイス
トペア T1/E1ケーブルを使用する必要があります。これ
は、EMCのクラス A放射要件の順守に不可欠です。

注意

Cisco ASR 1000シャーシ内の T1/E1 NIMインターフェイ
スには、シールド付きツイストペア T1/E1ケーブルを使
用する必要があります。これは、EMCのクラス A放射
要件の順守に不可欠です。

注意

EMC/Safety

イーサネット RJ-45ポートの電磁適合性および安全性に
ついて、Telecordia GR-1089 NEBS規格に適合するため
に、必ず、両端でアースされたシールド付きイーサネッ

トケーブルを使用します。NEBSインストレーションで
は、すべてのイーサネットポートは建物内部の配線に限

定されます。

注意Telcordia NEBS GR-1089-
コアステートメント

このマニュアルの英語による警告には、宣言番号が続いています。他の言語に翻訳された警告

を参照するには、『Regulatory, Compliance, and Safety Information for the Cisco Aggregation Services
Router 1000 Series』で対応する宣言番号を探してください。

（注）
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NEBSに関する注意および規格準拠宣言
Telcordia電磁適合性および電気安全性とは、Telcordia Technologies Generic Requirements
（GR-1089-CORE）で規定されているネットワーク通信機器（LSSGR（文書番号 FR-64）、
TSGR（文書番号 FR-440）、および NEBSFR（文書番号 FR-2063）に該当するモジュール）に
関する一般基準で、下の表に、この基準に基づくNEBS認定に関する注意、規格準拠宣言、お
よび要件の一覧を示します。

静電気防止用リストストラップを手首に巻き、ストラップの機器側を塗装されていない金属

面に取り付けます。

イーサネットRJ-45ポートの電磁適合性および安全性について、Telecordia GR-1089
NEBS規格に適合するために、必ず、両端でアースされたシールド付きイーサネッ
トケーブルを使用します。NEBSインストレーションでは、すべてのイーサネット
ポートは建物内部の配線に限定されます。

注意

建物内部の装置ポートまたはサブアセンブリポートは、建物内接続もしくは露出し

ていない配線またはケーブルへの接続以外には適していません。建物内部の装置

ポートまたはサブアセンブリポートを、OSPまたはその配線に接続しているイン
ターフェイスに金属的に接続しないでください。これらのインターフェイスは、イ

ントラビルディングインターフェイス（GR-1089-COREに記載されているタイプ 2
またはタイプ4のポート）での使用のみを目的に設計されており、露出OSP配線か
ら分離する必要があります。これらのインターフェイスを金属的にOSP配線と接続
する場合、プライマリプロテクタを追加するだけでは、十分に保護されません。

注意

AC電源に接続する製品は、米国電気工事規程（NEC）が定義しているように、AC電源供給
装置の外部にサージ保護デバイス（SPD）が備わっている環境で使用することを前提として
います。

この製品は共通ボンディング網（CBN）導入を前提に設計されています。

この製品は NECが適用されるネットワーク通信施設または場所に設置できます。

電導経路を必ず本製品のシャーシと製品を搭載するラックまたは筺体の金属面との間に設置

するか、またはアース導体に接続するようにしてください。ネジ山を形成するタイプの取り

付けネジを使用して塗料または非導電コートを除去し、金属間接点を作ることにより必ず電

気的導通を確保してください。取り付け金具と筺体またはラックとの接触面の塗料または非

導電コートはすべて除去してください。設置する前に必ず表面の汚れを除去し、腐食防止剤

を塗布してください。

この製品の接地アーキテクチャは、DC絶縁（DC-I）です。

DC電源製品の公称動作 DC電圧は 48 VDCです。最小安定動作 DC電圧は 40.5 VDCです。
American National Standards Institute（ANSI）T1.315、Table 1を参照。
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標準の警告文
ここでは、警告の定義について説明し、重要な安全上の警告をトピック別に示します。

この警告マークは「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されていま

す。機器の取り扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に

留意してください。各警告の最後にある宣言番号を使用して、この装置に付属している各国語

の安全上の警告で、対応する翻訳を見つけてください。（（注）これらの注意事項を保存して

おいてください。ステートメント 1071）

危険

一般的な安全上の警告

設置の手順を読んでから、システムを電源に接続してください。ステートメント 1004危険

本製品の最終処分は、各国のすべての法律および規制に従って行ってください。ステートメン

ト 1040
危険

内部にユーザが保守できる部品はありません。開けないでください。ステートメント 1040危険

装置は地域および国の電気規則に従って設置する必要があります。ステートメント 1074危険

Cisco ASR 1000シャーシ内の 8ポートチャネライズド T1/E1 SPAインターフェイスには、シー
ルド付きツイストペア T1/E1ケーブルを使用する必要があります。これは、EMCのクラス A
放射要件の順守に不可欠です。

危険

Cisco ASR 1000シャーシ内の T1/E1 NIMインターフェイスには、シールド付きツイストペア
T1/E1ケーブルを使用する必要があります。これは、EMCのクラス A放射要件の順守に不可
欠です。

危険
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クラスA放射要件を順守するために、CiscoASR1001-Xルータの管理イーサネットケーブル、
CONケーブル、および AUXケーブルは必ずシールドされたものを使用してください。

危険

電源コードと ACアダプタ：製品を設置するときには、付属のまたは指定された接続ケーブ
ル、電源コード、およびACアダプタを使用してください。他のケーブルまたはアダプタを使
用すると、誤動作や発火を引き起こすおそれがあります。ElectricalAppliance andMaterial Safety
Lawにより、シスコが指定した製品以外の電気機器に認定ケーブル（コードに「UL」と表示）
を使用することは禁止されています。Electrical Appliance and Material Safety Lawによって認定
されたケーブル（コードに「PSE」と表示）の使用は、シスコ指定の製品に限定されません。
ステートメント 371

危険

この装置の設置または交換は、訓練を受けた相応の資格のある人が行ってください。ステート

メント 1030
危険

この製品は、設置する建物にショート（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計さ

れています。保護装置の定格が次の値を超えないようにしてください。CiscoASR1001-Xルー
タの AC電源：120 VAC、最大 30 A（米国）Cisco ASR 1001-Xルータの DC電源：最大 30 A
（米国）ステートメント 1005

危険

この製品は、設置する建物に回路短絡（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計さ

れています。一般および地域の電気規格に準拠するように設置する必要があります。ステート

メント 1045

危険

この装置には複数の電源コードが取り付けられている場合があります。すべての接続を取り外

し、装置の電源を遮断する必要があります。ステートメント 1028
危険

この装置は、立ち入りが制限された場所への設置を前提としています。立ち入りが制限された

場所とは、特殊なツール、ロックおよびキー、または他のセキュリティ手段を使用しないと入

室できない場所を意味します。ステートメント 1017

危険
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いつでも装置の電源を切断できるように、プラグおよびソケットにすぐ手が届く状態にしてお

いてください。ステートメント 1019
危険

DC電源端子には、危険な電圧またはエネルギーが存在している可能性があります。端子が使
用されていない場合は必ずカバーを取り付けてください。カバーを取り付ける際には、絶縁さ

れていない伝導体に触れないようにしてください。ステートメント 1075

危険

必ず銅の導体を使用してください。ステートメント 1025危険

この装置は、接地させる必要があります。絶対にアース導体を破損させたり、アース線が正し

く取り付けられていない装置を稼働させたりしないでください。アースが適切かどうかはっき

りしない場合には、電気検査機関または電気技術者に確認してください。ステートメント1024

危険

システムの稼働中は、バックプレーンに危険な電圧またはエネルギーが生じています。作業を

行うときは注意してください。ステートメント 1034
危険

クラス 1レーザー製品です。ステートメント 1008危険

クラス 1 LED製品です。ステートメント 1027危険

システムの開口部からは、レーザー光が放射されています。ステートメント 1009危険

レーザー光線を見つめないでください。ステートメント 1010危険

クラス I（CDRH）およびクラス 1M（IEC）レーザー製品です。ステートメント 1055危険
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未終端の光ファイバの末端またはコネクタから、目に見えないレーザー光が放射されている可

能性があります。光学機器で直接見ないでください。ある種の光学機器（ルーペ、拡大鏡、顕

微鏡など）を使用し、100 mm以内の距離でレーザー出力を見ると、目を傷めるおそれがあり
ます。ステートメント 1056

危険

バッテリが適正に交換されなかった場合、爆発の危険があります。Replace the battery only with
the same or equivalent type recommended by the manufacturer. Dispose of used batteries according to
the manufacturer’s instructions.ステートメント 1015

危険

バッテリの金属製接点に触れたり、ブリッジしたりしないでください。想定外のバッテリ放電

によって、深刻な火災を引き起こすおそれがあります。ステートメント 341
危険

怪我またはシャーシの破損を防ぐために、モジュール（電源装置、ファン、またはカードな

ど）のハンドルを持ってシャーシを持ち上げたり、傾けたりすることは絶対に避けてくださ

い。これらのハンドルは、シャーシの重さを支えるようには設計されていません。ステートメ

ント 1032

危険

システムの過熱を防止するために、周辺温度が推奨されている最高温度の 40°Cを超える環境
では使用しないでください。ステートメント 1047

危険

本機器は、電力を供給する前に、お客様が準備した地線を使用して外部接地する必要がありま

す。アースが適切かどうかはっきりしない場合には、電気検査機関または電気技術者に確認し

てください。ステートメント 366

危険

ブランクの前面プレートおよびカバーパネルには、3つの重要な機能があります。シャーシ内
の危険な電圧および電流による感電を防ぐこと、他の装置への電磁干渉（EMI）の影響を防ぐ
こと、およびシャーシ内の冷気の流れを適切な状態に保つことです。システムは、必ずすべて

のカード、前面プレート、前面カバー、および背面カバーを正しく取り付けた状態で運用して

ください。ステートメント 1029

危険
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設置場所の計画
ここでは、設置環境に関する情報を扱います。CiscoASR1001-Xルータの設置準備に活用して
ください。

一般的な注意事項

CiscoASR1001-Xルータの使用または操作時には、次の一般的な注意事項に従ってください。

•システムコンポーネントをラジエータや熱源から離し、冷却ベントを妨げないようにして
ください。

•システムコンポーネントに食べ物や飲み物をこぼさないようにしてください。また、濡れ
た環境で製品を動作させてはなりません。

•システムコンポーネントの開口部には、何も押し込まないでください。内部コンポーネン
トがショートして火災や感電の原因となる可能性があります。

•システムケーブルおよび電源コードの位置に注意してください。踏みつけたり、つまずい
たりすることがないように、システムケーブルおよび電源コードを引き回して接続する必

要があります。システムコンポーネントのケーブルや電源コードの上に、何も載っていな

いようにする必要があります。

•電源ケーブルとプラグを改造しないでください。場所を変更する場合は、ライセンスを待
つ電気技術者または電力会社にお問い合わせください。必ず、地域および国の配線規則に

従ってください。

•システム電源の切断後、再投入する場合は、システムコンポーネントの損傷を防ぐため
に、30秒以上の間隔を置いてください。

設置場所の選択に関する注意事項

CiscoASR1001-Xルータには、特定の環境動作条件があります。温度、湿度、高度、および振
動がルータのパフォーマンスおよび信頼性を左右する可能性があります。以降のセクションで

は、適切な動作環境を準備するための特定の情報を提供します。

Cisco ASR 1001-Xルータは、『Regulatory, Safety, and Compliance Information for Cisco ASR 1000
SeriesAggregation Services Routers』に記載されている産業用EMC、安全性、および環境規格に
適合するように設計されています。

設置環境の条件

環境モニタリングは、過電圧や過熱状態による損傷からシステムおよびコンポーネントを保護

します。正常なシステム動作を維持し、不要なメンテナンスの手間を省くには、設置作業を行

う前に、設置環境の条件を整えておく必要があります。設置後は、次の表に示す環境特性が設

置場所で維持されるようにしてください。
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表 11 : Cisco ASR 1001-Xルータの環境耐性

最大最小環境特性

40 °C

（40 °C、10,000フィート以
下）

0 °C動作温度（公称）

50 °C0 °C動作温度（短期間）

+70 °C–20 °C保管温度

90 %10 %動作湿度（公称）（相対湿度）

90 %5 %動作湿度（短期間）

95 %5 %保管湿度（相対湿度）

10,000フィート-500フィート動作時の高度：許容温度範囲（0～ 50 °C）内

50,000フィート-1000フィート非動作時の高度：許容温度範囲内

+70 °C–25 °C3分間の熱衝撃：非動作時

+50 °C0 °C熱衝撃：動作時、1分間に 2.5 °C

寸法および重量

適切な場所にシステムを配置できるように、CiscoASR1001-Xルータの物理特性を理解してお
いてください。

CiscoASR1001-Xルータに対してサポートされるラック幅については、次のセクションを参照
してください。

次の表に、Cisco ASR 1001-Xルータの重量および寸法を示します。

表 12 : Cisco ASR 1001-Xルータの物理特性

Cisco ASR 1001-X特

性

1.71インチ（43.43 mm）：EIA RS-310に基づく 1RUラックマウント高

さ

17.3インチ（439.42 mm）幅

22.50インチ（571.5mm）奥行にはケーブル管理ブラケットを含みます。600mmの閉鎖
型キャビネットにマウントする場合のカードハンドル、電源モジュールハンドルを含み

ます。

奥

行
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Cisco ASR 1001-X特

性

25ポンド（11.35 kg）（フル搭載時）重

量

Cisco ASR 1001-Xルータのその他の特性は、次のとおりです。

•シャーシの高さは EIA-310ラックスペースの 1 RU（43.43 mm = 1.71インチ）、ユニバー
サルラックマウントに対応します。

•シャーシの幅は EIA-310 19インチ（439.42 mm = 17.3インチ）幅、ラックブラケット使用
に対応します。

•ケーブル管理ブラケットは、各種ケーブルの38.1mm（1.5インチ）曲げ半径が可能です。
•出荷時に前方ラックマウントブラケットは取り付け済み、追加セットをアクセサリキッ
トに同梱

設置場所の電源に関する注意事項

CiscoASR1001-Xルータには、特定の電源および電気配線要件があります。これらの要件を満
たすことによって、信頼できるシステム動作が保証されます。CiscoASR1001-Xルータのため
に設置場所を準備するときには、次の注意事項および推奨事項に従ってください。

•冗長電源オプションでは、同一の第2電源モジュールを用意し、一方の電源モジュールが
故障した場合、またはあるラインで入力電源障害が発生した場合に、電力がシャーシに途

切れることなく、連続して供給されるようにします。

•冗長電源オプションが含まれるシステム構成では、2台の電源モジュールをそれぞれ独立
した入力電源に接続します。別の電源に接続しないと、外部配線に不具合があったり、回

路ブレーカーが落ちたりした場合、システム全体の電力が失われることになります。

•入力パワー損失を防止するために、電源モジュールに供給する各回路の合計最大負荷が配
線およびブレーカーの電流定格の範囲内に収まるようにする必要があります。

•設置前に設置場所の電源を確認し、設置後も定期的に確認して、クリーン電力が供給され
るようにしてください。必要に応じて、電力調整器を取り付けてください。

•電力線への落雷や電力サージを原因とするけがや機器の損傷を防ぐために、適切なアース
を施してください。シャーシアースは、セントラルオフィスまたはその他の内部アース

システムに接続する必要があります。

この製品は、設置する建物に回路短絡（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計さ

れています。一般および地域の電気規格に準拠するように設置する必要があります。

注意
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CiscoASR1001-Xルータの設置は、該当する規格に準拠する必要があります。また、使用が認
められるのは、銅の導体と組み合わせた場合に限られます。金具を固定するアースボンドは、

適合性のある材料にする必要があります。また、金具や結合材料の緩み、劣化、電食が起きな

いものにする必要があります。シャーシアースとセントラルオフィスまたはその他の内部アー

スシステムとの結合は、最低限、AWG 6番ゲージのワイヤ、銅のアース導体を使用して行う
必要があります。

（注）

電気回路の要件

CiscoASR1001-Xルータごとに専用の電気回路が必要です。二重化電源にする場合は、電源モ
ジュールごとに別々の回路を用意し、電源冗長機能が損なわれないようにする必要がありま

す。

Cisco ASR 1001-Xルータは、DCまたは AC電源で動作します。機器がアースされていて、電
源ストリップ定格に従っていることを確認してください。電源ストリップに接続する全製品の

合計アンペア定格が、定格の 80%を超えないようにしてください。

Cisco ASR 1001-Xルータは 2つの AC電源モジュールまたは 2つの DC電源モジュールをサ
ポートできます。同じシャーシに AC電源モジュールと DC電源モジュールを組み合わせて取
り付けないでください。

（注）

次の表に、Cisco ASR 1001-Xルータ用の DC電源システムの仕様を示します。

表 13 : Cisco ASR 1001-Xルータの DC電源システム入力要件

導線

径

回路ブレーカー（A）システムの入力定格（A）

最

大

最

小

最大最小

1418302015

Cisco ASR 1001-Xルータの AC電源モジュールには 20 Aの回路ブレーカーが必要です。（注）

次の表に、Cisco ASR 1001-Xルータに必要な ACおよび DC電源システムの定格要件を示しま
す。

Cisco ASR 1001-Xルータハードウェア設置ガイド
33

設置場所の準備

電気回路の要件



表 14 : Cisco ASR 1001-Xルータの ACおよび DC電源システム定格仕様

仕様説明

AC = 85～ 264 VAC

DC = –40～ 72 VDC

Power supply declared ratings

AC電源の場合は 50/60 HzLine frequency rating

設置場所のケーブル配線に関する注意事項

ここでは、設置場所の配線およびケーブル接続に関する注意事項を取り上げます。Cisco ASR
1001-Xルータをネットワークに接続できるように設置場所を準備するときには、各コンポー
ネントに必要なケーブルのタイプとともに、ケーブルの制限事項を考慮してください。シグナ

リングの距離制限、EMI、およびコネクタの適合性を検討します。使用可能なケーブルタイプ
は光ファイバ、太いまたは細い同軸、ホイルツイストペア、シールドなしツイストペアです。

さらに、トランシーバ、ハブ、スイッチ、モデム、CSU（チャネルサービスユニット）、DSU
（データサービスユニット）など、必要なその他のインターフェイス機器も検討してくださ

い。

作業を開始する前に、ケーブル配線に関する次の重要事項をお読みください。

Cisco 8ポートチャネライズドT1/E1SPAインターフェイスのE1インターフェイスでは、RJ-45
コネクタ付きのE1（120Ω）ケーブル用のRJ-48cレセプタクルが使用されます。すべてのポー
トを同時に使用できます。各 E1接続は、G.703規格に適合したインターフェイスをサポート
します。RJ-45接続には、外部トランシーバは必要ありません。E1ポートは、120 Ωの STP
（シールド付きツイストペア）ケーブルを使用する E1インターフェイスです。

Cisco ASR 1000シャーシ内の 8ポートチャネライズド T1/E1 SPAインターフェイスには、シー
ルド付きツイストペア T1/E1ケーブルを使用する必要があります。これは、EMCのクラス A
放射要件の順守に不可欠です。

危険

Cisco ASR 1000シャーシ内の T1/E1 NIMインターフェイスには、シールド付きツイストペア
T1/E1ケーブルを使用する必要があります。これは、EMCのクラス A放射要件の順守に不可
欠です。

危険

CiscoASR1001-Xルータを設置する前に、そのすべての外部機器とケーブルを用意します。発
注については、シスコのカスタマーサービス担当者にお問い合わせください。

ネットワークの規模およびネットワークインターフェイス接続間の距離は、次の要因にも左右

されます。

•信号タイプ
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•信号速度
•伝送メディア

次の項に示す距離および速度制限は、シグナリング目的の場合に IEEEが推奨する最大速度お
よび距離です。この情報は、CiscoASR1001-Xルータを設置する前のネットワーク接続の計画
段階で参照してください。

推奨距離を超えた場合、または複数の建物にまたがって配線する場合は、施設付近における落

雷の影響を十分に考慮する必要があります。雷などの高エネルギー現象で発生する電磁波パル

スにより、電子装置を破壊するほどのエネルギーが非シールド導体に発生することがありま

す。過去にこのような問題が発生した場合は、電力サージ抑止やシールドの専門家に相談して

ください。

コンソールポート接続

Cisco ASR 1001-Xルータは、ローカルコンソールアクセス用の端末またはコンピュータを接
続するコンソールポートと補助ポートを備えています。

どちらのポートもRJ-45コネクタを使用し、RS-232非同期データをサポートします。推奨距離
は、IEEE-RS-232規格で指定されています。

USBシリアルコンソール

USBシリアルコンソールポートは、USBタイプ A to 5ピンミニ USBタイプ Bケーブルを使
用して、PCの USBコネクタに直接接続します。USBコンソールはフルスピード（12 Mbps）
の動作をサポートしています。コンソールポートはハードウェアフロー制御をサポートして

いません。

必ず適切な終端のシールドUSBケーブルを使用してください。USBシリアルコンソールイン
ターフェイスケーブルの長さは 3 m以下にする必要があります。

（注）

•同時にアクティブにできるのは 1個のコンソールポートだけです。ケーブルを USBコン
ソールポートに接続すると、RJ-45ポートは非アクティブになります。反対に、USBケー
ブルを USBポートから外すと、RJ-45ポートはアクティブになります。

• 4ピンミニUSBタイプ Bコネクタは、5ピンミニUSBタイプ Bコネクタと混同しやすい
コネクタです。5ピンミニ USBタイプ Bだけがサポートされます。

干渉に関する考慮事項

ある程度の距離にわたって配線する場合は、干渉として遊離信号が配線に誘導されるリスクが

あります。干渉信号が強い場合、データエラーや機器の損傷を引き起こすことがあります。

次に、干渉の原因および Cisco ASR 1001-Xルータへの影響を最小限に抑える方法について説
明します。
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EMI

AC電流を動力とするすべての機器は、EMI（電磁干渉）を引き起こす可能性のある電気エネ
ルギーを伝達し、他の機器の動作に影響を与えることがあります。EMIの代表的な発生源は、
機器の電源コードおよび電力会社からの電力供給ケーブルです。

強力な EMIは、Cisco ASR 1001-Xルータの信号ドライバおよびレシーバを破壊し、電力線を
通じて設置機器に電力サージを発生させることにより、電気事故を引き起こすこともありま

す。このような問題が起きることはめったにありませんが、いったん起きると深刻な事態にな

ります。

これらの問題を解決するには、専門知識および特殊な機器が必要であり、時間もコストも相当

かかる場合があります。しかし、電気環境のアースおよびシールドが適切であることを確認

し、電力サージを抑制する必要性に十分配慮することは必要です。

表 15 : EMCおよび安全規格 （36ページ）に、Cisco ASR 1001-Xルータの電極磁気に関する
準拠規格を示します。

表 15 : EMCおよび安全規格

FCC 47 CFR Part 15クラス AEMC Standards

VCCIクラス A

AS/NSZクラス A

ICES-003クラス A

EN55022/CISPR22情報処理機器（エミッション）

EN55024/CISPR24情報処理機器（イミュニティ）

EN300 386電気通信ネットワーク機器（EMC）

EN50082-1/EN61000-6-1一般イミュニティ規格

UL60950-1Safety
Standards

CSA C22.2 No. 60950-1-03

EN 60950-1

IEC 60950-1

AS/NZS 60950.1

無線周波数干渉

電磁場が長距離に及ぶ場合、RFI（無線周波数干渉）が伝達される可能性があります。建物の
配線がしばしばアンテナの役割を果たし、RFI信号を受信して、配線上でEMIをさらに増やし
ます。
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アース用導体を確実に施設してプラント配線にツイストペアケーブルを使用すると、プラント

配線から無線干渉が発生することはほとんどありません。推奨距離を超える場合は、データ信

号ごとにアース導体を1つずつ使用し、高品質のツイストペアケーブルを使用してください。

雷および AC電源障害の干渉

信号線が推奨ケーブル距離を超える場合、または信号線が複数の建物にまたがる場合は、施設

付近への落雷が Cisco ASR 1001-Xルータに与える影響を検討する必要があります。

雷またはその他の高エネルギー現象がもたらすEMP（電磁パルス）は、電子機器を損傷または
破壊できるだけのエネルギーをシールドなしの導体に結合する可能性があります。過去にこの

種の問題を経験している場合は、RFI/EMIの専門家に相談し、Cisco ASR 1001-Xルータの運用
環境において、適切な電力サージ抑制および信号ケーブルのシールドを確保する必要がありま

す。

ラックに設置する場合の注意事項

ここでは、ラックマウント作業の注意事項について説明します。

ラックマウントに関する注意事項

安全を確保するために、ラックマウントに関する次の注意事項を守ってください。

•一人で大型ラックを移動させてはなりません。ラックは高さと重量があるので、最低でも
二人で移動作業を行う必要があります。

•ラックからコンポーネントを引き出す前に、ラックが水平で安定していることを確認して
ください。

•ラック内のコンポーネントに適切なエアーフローが確保されていることを確認してくださ
い。

•ラック内のシステムまたはコンポーネントを保守するときに、他のコンポーネントまたは
システムの上に足をかけたり、乗ったりしてはなりません。

•空きがあるラックにCiscoASR1001-Xルータを設置する場合は、最も重い装置を一番下に
設置して、ラックの下から順番に取り付けます。

•ラックにスタビライザが付いている場合は、スタビライザを取り付けてから、ラックに装
置を設置したり、ラック内の装置を保守したりしてください。

一般的なラック選択ガイドライン

Cisco ASR 1001-Xルータは、米国電子工業会（EIA）の装置ラックに関する規格（EIA-310-D
19インチ）に適合する 2支柱または 4支柱の 19インチ装置ラックに搭載できます。ラックは
最低 2支柱で、シャーシをマウントするための取り付けフランジを備えている必要がありま
す。

いずれのタイプであっても、ラック装置にシャーシをマウントするときには、シャーシに取り

入れる空気が 131 °F（55 °C）を超えないようにする必要があります。
注意
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2つの支柱にある取り付け穴の中心線間の距離は、46.50 cm ± 0.15 cm（18.31インチ ± 0.06イ
ンチ）でなければなりません。シャーシに付属しているラックマウント金具は、大部分の 19
インチ（48.3 cm）装置ラックに適しています。

Cisco ASR 1001-Xルータは、次の特性を備えたラックに設置することを検討してください。

• NEBSに準拠した 19インチ（48.3 cm）幅のラック。
•取り付けレールのEIAまたはETSI穴パターン。必要な取り付け金具は、CiscoASR1001-X
ルータに付属しています。システムの設置を予定しているラックに、メートルネジ用の

レールがある場合は、独自にメートル取り付け金具を用意する必要があります。

•過熱防止の換気用に穴が空いた天板と開放型の底面。
•安定性を確保するための水平調節脚。

CiscoASR1001-Xルータを閉鎖型ラックに設置してはなりません。内蔵コンポーネントの動作
温度を許容範囲内で維持するために、シャーシの冷気の流れが妨げられないようにする必要が

あるからです。前後の扉を取り外したとしても、閉鎖型ラックにルータを設置した場合は、空

気の流れが妨げられ、シャーシの横に熱がこもり、ルータ内部が過熱状態になるおそれがあり

ます。閉鎖型ラックを使用する場合は、ラックのすべての側面にエアーベントがあり、十分な

換気が行われることを確認してください。

（注）

23インチラック（Telcoラック）を使用する場合のガイドライン

必要に応じて、Cisco ASR 1001-X Routerルータを 23インチ（Telco）ラックにも設置できま
す。23インチラック用のアダプタについては、Newton Instrument Companyにお問い合わせく
ださい。

http://www.enewton.com

111 East A Street, Butner NC, USA, 27509

919 575-6426

装置ラックに関する注意事項

ラックの配置は、人の安全、システムのメンテナンス、およびシステムが上記の表に記載され

た環境特性の範囲内で動作できるかどうかを左右します。次のガイドラインに従って、Cisco
ASR 1001-Xルータに適した場所を選択してください。

安全な場所の選択

CiscoASR1001-Xルータがラック内で最も重量がある場合、または唯一の装置の場合は、最下
部または最下部近くに設置し、ラックの重心をできるだけ低くしてください。

電子機器の適切な配置の詳細については、『GR-63-CORE, Network Equipment Building System
(NEBS) Requirements: Physical Protection』を参照してください。
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メンテナンスが容易な場所の選択

ラックの前後に3フィート以上のスペースを確保してください。このスペースによって、Cisco
ASR 1001-Xルータコンポーネントを取り外し、日常の保守またはアップグレードを容易に行
うことができます。

混み合ったラックには Cisco ASR 1001-Xルータを設置しないでください。また、同じラック
内の他の装置から引き回されたケーブルが、ルータカードのアクセスにどのように影響するか

を検討してください。

十分なエアーフローを確保し、シャーシ内部の過熱を防止するために、シャーシの前面および

上部を遮るものがないようにしておく必要があります。

通常のシステムメンテナンスに必要なスペースは、次のとおりです。

•シャーシ上部：3インチ（7.6 cm）以上
•シャーシ前面：3～ 4フィート（91.44～ 121.92 cm）

設置時および動作時に問題が起きないように、機器の位置および接続を考えるときには、次の

一般的な注意事項に従ってください。

• show environment all および show facility-alarm status コマンドを使用して、システム内
部の状態を定期的に確認してください。環境モニタがシャーシ内部の環境をたえず確認

し、高温になった場合は警告を出し、その都度リポートを作成します。警告メッセージが

表示された場合は、ただちに問題の原因を突き止めて解消してください。これらのコマン

ドの詳細については、5〜 15ページにある「Environmental Monitoring and Reporting
Functions」のセクションを参照してください。

• CiscoASR1001-Xルータは、床から離し、ほこりのたまりやすい場所に設置しないでくだ
さい。

•静電気防止手順に従い、機器が損傷しないようにしてください。静電放電による損傷に
よって、即時または断続的な機器障害が発生する可能性があります。

十分なエアーフローを確保できる場所の選択

システム動作が環境特性の範囲内で維持されるように、また、システムの熱放散を補える温度

の空気が得られるように、CiscoASR1001-Xルータには十分なエアーフローを確保してくださ
い。

シャーシの空気取り入れ口に隣接機器の排気が流れ込むような場所には、Cisco ASR 1001-X
ルータを配置しないでください。ルータを通るエアーフローを考慮してください。エアーフ

ローの方向は前方から後方であり、シャーシ前方側面の取り入れ口から周囲の空気が取り込ま

れます。

静電破壊の防止
静電放電（ESD）破壊は、電子カードまたはコンポーネントの取り扱いが不適切な場合に発生
し、完全なまたは間欠的な故障を引き起こします。静電気がシステム内部の敏感なコンポーネ

ントを傷めることがあります。静電気による損傷を防止するために、マイクロプロセッサなど
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のシステムコンポーネントを扱うときには、その前に体内の静電気を放電してください。作業

中も定期的に、コンピュータシャーシの塗装されていない金属面に触れてください。

静電破壊を防ぐために、次の注意事項に従ってください。

•静電気防止用リストまたはアンクルストラップを肌に密着させて着用します。シャーシか
らカードを取り外す前に、ストラップの装置側をシャーシ最下部、電源入力モジュールの

下にある ESDプラグに接続してください。
•ラインカードは前面プレートとフレームの端だけを持ち、カードコンポーネントまたはコ
ネクタピンには決して触れないでください。

•取り外したカードは、モジュールのコンポーネント側を上にして、静電気防止用シートの
上に置くか、または静電気防止用袋に入れてください。モジュール IDを工場に返却する
場合は、すばやく静電気防止用袋に入れてください。

•モジュールと衣服が接触しないように注意してください。リストストラップは身体の静電
気からカードを保護するだけです。衣服の静電気が、静電破壊の原因になることがありま

す。

•静電気の影響を受けやすいコンポーネントを輸送する場合は、静電気防止用の容器または
包装材に入れます。

•精密なコンポーネントは必ず耐静電気の安全な区域で処理します。可能な限り、静電気防
止のフロアパッドおよび作業台を使用します。

安全のために、静電気防止用ストラップの抵抗値を定期的にチェックしてください。抵抗値は

1～ 10 Ωでなければなりません。
注意

システムコンポーネントを取り付けるときには、すべてのシステムコンポーネントで、非脱

落型ネジを締めてください。非脱落型ネジはモジュールの脱落を防ぐだけではなく、システム

に適切なアースを提供し、バックプレーンにバスコネクタを確実に固定させるために必要で

す。

注意

電気を扱う場合の安全上の注意
すべてのシステムコンポーネントがホットスワップ可能です。システムの動作中に取り外しお

よび取り付けを行っても、電気的事故やシステムの故障を引き起こさない設計になっていま

す。

電気機器を取り扱う際には、次の基本的な注意事項に従ってください。

•シャーシ内部の作業を行う前に、室内の緊急電源遮断スイッチの場所を確認しておきま
す。

•シャーシの取り付けや取り外しを行う前に、すべての電源コードおよび外部ケーブルを外
してください。

•危険を伴う作業は、一人では行わないでください。

Cisco ASR 1001-Xルータハードウェア設置ガイド
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•回路の電源が切断されていると思い込まず、必ず確認してください。
•人身事故や装置障害を引き起こす可能性のある作業は行わないでください。故障している
と思われる機器は取り付けないでください。

•床が濡れていないか、アースされていない電源延長コードや保護アースの不備などがない
かどうか、作業場所の安全を十分に確認してください。

さらに、電源から切断されていても、電話回線または他のネットワーク配線に接続されている

装置を扱う場合には、次の注意事項に従ってください。

•雷が発生しているときには、電話線の接続を行わないでください。
•防水設計されていない電話ジャックは、湿気の多い場所に取り付けないでください。
•電話回線がネットワークインターフェイスから切り離されている場合以外、絶縁されてい
ない電話ケーブルや端子には、触れないでください。

•電話回線の設置または変更は、十分注意して行ってください。

雷が発生しているときには、システムに手を加えたり、ケーブルの接続や取り外しを行ったり

しないでください。ステートメント 1006
危険

シャーシを持ち運ぶ際の注意事項
シャーシの頻繁な移動は想定されていません。電源やネットワーク接続の都合で、後からシャー

シを移動させなくてもすむように、システムを設置する前に、設置場所の準備を適切に整えて

おいてください。

シャーシまたはその他の重量物を運ぶときには、必ず、次の注意事項に従ってください。

•足下を安定させ、両足の間でバランスを取って、シャーシの重量を支えます。
•シャーシはゆっくり持ち上げます。持ち上げるときに、決して突然動いたり、身体をひ
ねったりしないでください。

•背中をまっすぐに保ち、背中ではなく脚で持ち上げます。シャーシを持ち上げるためにか
がまなければならない場合は、腰ではなく、ひざからかがんで、背筋の負荷を軽減してく

ださい。

•搭載されているコンポーネントをシャーシから取り外さないでください。
•シャーシを持ち運ぶ前に、必ずすべての外部ケーブルを取り外してください。

工具および機器
Cisco ASR 1001-Xルータの設置に最低限必要なものとして、次の工具および備品を推奨しま
す。関連機器やケーブルの取り付けに、他の工具や部品が必要になることもあります。また、

電気信号、光信号、パワーレベル、通信リンクのチェックに、テスト機器も必要になる可能性

があります。

•プラスドライバ

Cisco ASR 1001-Xルータハードウェア設置ガイド
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• 3.5 mmマイナスドライバ
•巻き尺（任意）
•水準器（任意）
•電気ドリル
• 8ゲージのケーブル
•ラックマウントブラケット
•ケーブル管理ブラケット

開梱および梱包内容の確認

シャーシが届いたら、次の手順に従ってください。また、梱包内容の確認（42ページ）の梱
包内容チェックリストを使用してください。

手順の概要

1. 輸送中の損傷がないか、箱を点検します（損傷が見つかった場合は、シスコのサービス担

当者に連絡してください）。

2. Cisco ASR 1001-Xルータを開梱します。
3. 目で見て、シャーシを点検します。

4. システムを開梱したら、アクセサリ品目を含めて、必要なすべてのコンポーネントが揃っ

ていることを確認します。梱包リストをガイドとして使用して、注文書に記載されたすべ

ての機器が届いており、設定が梱包リストと一致することを確認します。

手順の詳細

ステップ 1 輸送中の損傷がないか、箱を点検します（損傷が見つかった場合は、シスコのサービス担当者に連絡して
ください）。

ステップ 2 Cisco ASR 1001-Xルータを開梱します。

ステップ 3 目で見て、シャーシを点検します。

ステップ 4 システムを開梱したら、アクセサリ品目を含めて、必要なすべてのコンポーネントが揃っていることを確
認します。梱包リストをガイドとして使用して、注文書に記載されたすべての機器が届いており、設定が

梱包リストと一致することを確認します。

梱包内容の確認
表 16 : Cisco ASR 1001-Xルータの梱包内容 （43ページ）のコンポーネントリストを使用し
て、CiscoASR1001-Xルータの梱包内容を確認します。梱包用の箱は廃棄しないでください。
将来、Cisco ASR 1001-Xルータを移動または発送する場合にこの箱が必要です。
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表 16 : Cisco ASR 1001-Xルータの梱包内容

説明コンポーネント

共有ポートアダプタまたは NIMが注文されなかった場合、Cisco
ASR 1001-Xルータは、デュアル AC電源またはデュアル DC電源
と、共有ポートアダプタおよび NIMブランクパネルで構成され
ます。

シャーシ

シャーシに取り付ける前面および背面シャーシラックマウントブ

ラケット、対応するネジ

アクセサリキット

予備として
Cisco ASR
1001-Xルータ
シャーシを注文

した場合は、ア

クセサリキッ

トを別途注文す

る必要がありま

す。

（注）

ネジは次の 3セットが用意されています。

•前面ラックマウントブラケット（ブラックのネジを使用）
•背面ラックマウントブラケット（ネジが 5本入ったパッケー
ジを使用）

•ケーブル管理ブラケット（ネジが 4本入ったパッケージを使
用）

U字型金具が取り付けられた 2本のケーブル管理ブラケット

RJ-45/RJ-45クロスケーブル X 1

RJ-45/DB-9（メス）アダプタ X 1

使い捨てリストストラップ X 1静電気防止用リストスト

ラップ（使い捨て）

Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータの適合
規格および安全性に関する情報

マニュアル

AC電源モジュールが出荷された場合は、電源コード。DC電源ユ
ニットの場合はなし

オプション品

Cisco ASR 1001-Xルータの設置チェックリスト
表 3-8に示すCisco ASR 1001-Xルータの設置チェックリストをコピーして、設置者と設置内容
を記録し、設置作業に役立ててください。各手順および確認作業の完了時刻を記入します。

チェックリストが完成したら、新しいルータの他の記録とともにサイトログに保管します。

表 17 : Cisco ASR 1001-Xルータの設置チェックリスト

日

付

確認

者

タスク

シャーシの受領日
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日

付

確認

者

タスク

シャーシおよびすべてのアクセサリの開梱

インターフェイスのタイプおよび個数の確認

安全に関する注意および注意事項の確認

インストレーションチェックリストのコピー

サイトログの作成およびバックグラウンド情報の記入

設置場所の電源電圧の確認

設置場所の環境仕様の確認

必要なパスワード、IPアドレス、デバイス名などの準備

必要な工具の準備

ネットワーク接続機器の準備

ケーブル管理ブラケットの取り付け（任意であるが推奨）

AC電源コードを AC電源およびルータに接続

DC電源コードを DC電源およびルータに接続

ネットワークインターフェイスケーブルおよびデバイスを接続

システム電源を投入

システムブートが完了（STATUS LEDが点灯）

共有ポートアダプタと NIM（必要に応じて）がいつでも使用できる

システムバナーの表示後に、正しいハードウェア構成が表示されることを確認

適切なライセンスがルータにインストールされている
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第 4 章

Cisco ASR 1001-Xルータの起動と初期設定

この章を参考にすることにより、ルータの基本設定を理解し、ネットワークにアクセスするこ

とができます。複雑な設定手順はこのマニュアルの対象外です。ご使用のシスコハードウェア

製品にインストールされているソフトウェアのリリースに対応した Cisco IOSソフトウェアコ
ンフィギュレーションマニュアルセットのモジュラコンフィギュレーションガイドおよびモ

ジュラコマンドリファレンスを参照してください。

この章は、次の項で構成されています。

•システム起動前の確認（45ページ）
• Cisco ASR 1001-Xルータの電源投入（46ページ）
•ルータの初期設定の実行（48ページ）
•ルータ設定の保存（59ページ）
•初期設定の確認（60ページ）
• Cisco ASR 1001-Xルータの安全な電源オフ（61ページ）
•環境モニタおよびリポート機能（62ページ）

システム起動前の確認
すべてのカードスロットと収納部が塞がっていることを確認してください。空のスロットには

ブランクの前面プレートを取り付けます。電源スロットは空の状態にしておかないでくださ

い。電源スロットにカバーが付いていない場合、ミッドプレーンの電源ピンの危険電圧に晒さ

れる危険があります。

ブランクの前面プレートおよびカバーパネルには、3つの重要な機能があります。シャーシ内
の危険な電圧および電流による感電を防ぐこと、他の装置への電磁干渉（EMI）の影響を防ぐ
こと、およびシャーシ内の冷気の流れを適切な状態に保つことです。システムは、必ずすべて

のカード、前面プレート、前面カバー、および背面カバーを正しく取り付けた状態で運用して

ください。ステートメント 1029

危険
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起動シーケンスを確認するには、CiscoASR1001-Xルータを起動する前にコンソールを接続し
ておく必要があります。

（注）

ルータを起動する前に、次の条件に適合していることを確認します。

•ネットワークインターフェイスケーブルまたはオプションのファストイーサネット管理
ポートのケーブルが接続されている。

•シャーシが確実に設置されていて、アースされている。
•電源コードおよびインターフェイスケーブルが接続されている。
•ターミナルエミュレーションプログラム（hyperTerminalまたは同等のプログラム）がイ
ンストールされた PCがコンソールポートに接続され、電源投入されている。また、9600
ボー、8データビット、1ストップビット、パリティなし、フロー制御なしに設定されて
いる。

•アクセスコントロールのためにパスワードが選択されている。
•取り外し可能なコンポーネントの固定ネジがすべてしっかりと締められていること
•コンソール端末がオンになっている。
•ネットワークインターフェイスの IPアドレスを判別済みである。
•共有ポートアダプタおよび NIMがそれぞれのスロットに挿入されている（該当する場
合）。

•空のカードスロットにブランクの正面プレートが取り付けられている。これにより、シャー
シ内部の空気流を確保でき、適切な電磁適合性（EMC）を得ることもできます。

Cisco ASR 1001-Xルータの電源投入
前提条件

電源を入れる前に、次のことを確認してください。

•電源コードが電源差し込み口に接続されていること
•すべてのケーブルが接続されていること
•コンピュータが起動され、接続されていること

システムに初めて電源を入れる準備ができました。次の手順を実行します。

電源スイッチをオンの位置に動かします。ファンの音を聞きます。すぐに作動音が聞こえるは

ずです。電源の LED OKが緑色に点灯していて、FAIL LEDが点灯してないことを確認しま
す。

前面パネルのインジケータ LEDでは、起動中の電源、動作、ステータスに関する有益な情報
が得られます。LEDの詳細については、「Cisco ASR 1001-X Router LED」のセクションを参照
してください。

初期化プロセスを確認します。システムブートが完了すると（ブートプロセスには数秒かかり

ます）は、Cisco ASR 1001-Xルータが初期設定を開始します。
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以下に、システムブートプロセス中に表示される出力例を示します。

ブートフラッシュのシステムイメージを使用したROMMONからのロード

Initializing Hardware ...
System integrity status: 00000610
System Bootstrap, Version 15.4(2r)S, RELEASE SOFTWARE (fc1)
Copyright (c) 1994-2014 by cisco Systems, Inc.
Current image running: Boot ROM0
Last reset cause: PowerOn
ASR1001-X platform with 8388608 Kbytes of main memory
File size is 0x1c103d44
Located
asr1001x-universalk9.BLD_V154_2_S0A_XE3120A_THROTTLE_LATEST_20140427_042227-std.SPA.bin
Image size 470826308 inode num 81931, bks cnt 114948 blk size 8*512
####################################################################################################
####################################################################################################
Validating dev_mode signature
done
Boot image size = 470826308 (0x1c103d44) bytes
ROM:RSA Self Test Passed
ROM:Sha512 Self Test Passed
Self Tests Latency: 58 mSec
Package header rev 1 structure detected
Calculating SHA-1 hash...done
validate_package_cs: SHA-1 hash:

calculated ef1e9e3f:519cec63:1f14c20f:c3b39303:dbb4c3c5
expected ef1e9e3f:519cec63:1f14c20f:c3b39303:dbb4c3c5

RSA Signed RELEASE Image Signature Verification Successful.
Package Load Test Latency : 5070 mSec
Image validated
Validating dev_mode signature
done

Restricted Rights Legend
Use, duplication, or disclosure by the Government is
subject to restrictions as set forth in subparagraph
(c) of the Commercial Computer Software - Restricted
Rights clause at FAR sec. 52.227-19 and subparagraph
(c) (1) (ii) of the Rights in Technical Data and Computer
Software clause at DFARS sec. 252.227-7013.

cisco Systems, Inc.
170 West Tasman Drive
San Jose, California 95134-1706

Cisco IOS Software, ASR1000 Software (X86_64_LINUX_IOSD-UNIVERSALK9-M), Experimental
Version 15.4(20140427:063816)
[v154_2_s0a_xe3120a_throttle-BLD-BLD_V154_2_S0A_XE3120A_THROTTLE_LATEST_20140427_042227-ios
106]
Copyright (c) 1986-2014 by Cisco Systems, Inc.
Compiled Sun 27-Apr-14 00:02 by mcpre
cisco ASR1001-X (1NG) processor with 3765392K/6147K bytes of memory.
Processor board ID P4A-17
6 Gigabit Ethernet interfaces
3 Ten Gigabit Ethernet interfaces
32768K bytes of non-volatile configuration memory.
8388608K bytes of physical memory.
6684671K bytes of eUSB flash at bootflash:.
Press RETURN to get started!
*May 13 15:17:59.791: %SMART_LIC-6-AGENT_READY: Smart Agent for Licensing is initialized
*May 13 15:18:00.810: %IOS_LICENSE_IMAGE_APPLICATION-6-LICENSE_LEVEL: Module name =
asr1001x Next reboot level = adventerprise and License = adventerprise
*May 13 15:18:03.504: %IOSXE_THROUGHPUT-6-LEVEL: Throughput level has been set to 20000000
kbps
*May 13 15:18:14.767: %SPANTREE-5-EXTENDED_SYSID: Extended SysId enabled for type vlan

Cisco ASR 1001-Xルータハードウェア設置ガイド
47

Cisco ASR 1001-Xルータの起動と初期設定

Cisco ASR 1001-Xルータの電源投入



*May 13 15:18:17.981: VOIPHA: removing default handlers
*May 13 15:18:18.838: %LINK-3-UPDOWN: Interface Lsmpi0, changed state to up
*May 13 15:18:18.838: %LINK-3-UPDOWN: Interface EOBC0, changed state to up
*May 13 15:18:18.839: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface VoIP-Null0, changed
state to up
*May 13 15:18:18.839: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface LI-Null0, changed
state to up
*May 13 15:18:18.839: %LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet0, changed state to down
.
.
.

ルータの初期設定の実行
以降の項で説明する手順に従って、ルータの初期設定を行うことができます。

Cisco setupコマンド機能の使い方
setupコマンド機能を使用すると、ルータを迅速に設定するために必要な情報を入力するよう
にプロンプトが表示されます。また、LANおよびWANインターフェイスなどの初期設定を順
番に実行できます。

起動した際に Cisco IOS XEルータに何も設定がない場合には、この setupコマンド機能が自動
的に入力されます。

（注）

設定の作成後に設定を変更する方法については、『Cisco IOS XE Configuration Guide』および
『Cisco IOS XE Command References』を参照してください。

ここでは、ルータのホスト名とパスワードを設定し、管理ネットワークと通信するためのイン

ターフェイスを設定する方法について説明します。

setupコマンド機能を間違って使用した場合は、setupコマンド機能を終了し、再度実行してく
ださい。Ctrl-Cを押し、特権 EXECモード（Router#）に setupコマンドを入力します。

（注）

手順の概要

1. Cisco IOS-XE CLIから、特権 EXECモードで setupコマンドを次のように入力します。

2. setupコマンド機能を引き続き使用する場合は、 yesを入力します。

3. 基本の管理設定で、必要な接続だけを設定します。

4. ルータのホスト名を入力します（例では myrouter）。
5. イネーブルシークレットパスワードを入力します。このパスワードは暗号化される（安

全性が高い）ので、設定を表示してもパスワードは表示されません。
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6. イネーブルシークレットパスワードとは異なるイネーブルパスワードを入力します。

このパスワードは暗号化されない（安全性が低い）ので、設定を表示するとパスワード

も表示されます。

7. 仮想端末パスワードを入力します。このパスワードによって、コンソールポート以外の

ポートからの不正アクセスを防止できます。

8. 次のプロンプトに対して、使用するネットワークに適した応答を入力します。

9. 次のプロンプトに対して、使用するネットワークに適した応答を入力します。

10. 次のプロンプトに応答します。[2]を選択して、初期設定を保存します。

手順の詳細

ステップ 1 Cisco IOS-XE CLIから、特権 EXECモードで setupコマンドを次のように入力します。

例：

Router> enable

Password: <password>

Router# setup

--- System Configuration Dialog ---
Continue with configuration dialog? [yes/no]:

setupコマンド機能のプロンプトは、ルータのモデル、組み込まれているインターフェイスモジュール、
さらにソフトウェアイメージによって異なります。次の手順およびユーザ入力（太字の部分）は、あく

までも例です。

ステップ 2 setupコマンド機能を引き続き使用する場合は、 yesを入力します。

例：

Continue with configuration dialog? [yes/no]:
At any point you may enter a question mark '?' for help.
Use ctrl-c to abort configuration dialog at any prompt.
Default settings are in square brackets '[]'.

ステップ 3 基本の管理設定で、必要な接続だけを設定します。

例：

Would you like to enter basic management setup? [yes/no]: yes

ステップ 4 ルータのホスト名を入力します（例では myrouter）。

例：

Configuring global parameters:
Enter host name [Router]: myrouter

ステップ 5 イネーブルシークレットパスワードを入力します。このパスワードは暗号化される（安全性が高い）の

で、設定を表示してもパスワードは表示されません。
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例：

The enable secret is a password used to protect access to
privileged EXEC and configuration modes. This password, after
entered, becomes encrypted in the configuration.
Enter enable secret: cisco

ステップ 6 イネーブルシークレットパスワードとは異なるイネーブルパスワードを入力します。このパスワードは

暗号化されない（安全性が低い）ので、設定を表示するとパスワードも表示されます。

例：

The enable password is used when you do not specify an
enable secret password, with some older software versions, and
some boot images.
Enter enable password: cisco123

ステップ 7 仮想端末パスワードを入力します。このパスワードによって、コンソールポート以外のポートからの不

正アクセスを防止できます。

例：

The virtual terminal password is used to protect
access to the router over a network interface.
Enter virtual terminal password: cisco

ステップ 8 次のプロンプトに対して、使用するネットワークに適した応答を入力します。

例：

Configure SNMP Network Management? [no]: yes
Community string [public]:

使用可能なインターフェイスの要約が表示されます。インターフェイスの概要には、インターフェイス

のナンバリングが含まれます。これはルータモデルおよびインストールされているモジュールとインター

フェイスカードによって変わります。

例：

Current interface summary
Interface IP-Address OK? Method Status Protocol
Te0/0/0 20.1.1.1 YES NVRAM administratively down down
Te0/0/1 21.1.1.1 YES NVRAM administratively down down
GigabitEthernet0/0/0 11.1.1.1 YES NVRAM down down
GigabitEthernet0/0/1 12.1.1.1 YES NVRAM administratively down down
GigabitEthernet0/0/2 13.1.1.1 YES NVRAM administratively down down
GigabitEthernet0/0/3 14.1.1.1 YES NVRAM administratively down down
GigabitEthernet0/0/4 15.1.1.1 YES NVRAM administratively down down
GigabitEthernet0/0/5 200.1.1.1 YES NVRAM administratively down down
Te0/1/0 22.1.1.1 YES NVRAM administratively down down
GigabitEthernet0 2.1.12.233 YES NVRAM up up
Any interface listed with OK? value "NO" does not have a valid configuration

ステップ 9 次のプロンプトに対して、使用するネットワークに適した応答を入力します。

例：

Configuring interface GigabitEthernet0/0/1
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:
Configure IP on this interface? [yes]: yes
IP address for this interface [10.10.10.12

]:
Subnet mask for this interface [255.0.0.0] : 255.255.255.0
Class A network is 10.0.0.0, 24 subnet bits; mask is /24

次のコンフィギュレーションコマンドスクリプトが作成されます。

例：

hostname myrouter
enable secret 5 $1$t/Dj$yAeGKviLLZNOBX0b9eifO0
enable password cisco123
line vty 0 4 password cisco snmp-server community public !
no ip routing
!
interface GigabitEthernet0/0/0
shutdown
no ip address
!
interface GigabitEthernet0/0/1
no shutdown
ip address 10.10.10.12 255.255.255.0
!
interface GigabitEthernet0/0/2
shutdown
no ip address
!
.
.
.
end

ステップ 10 次のプロンプトに応答します。[2]を選択して、初期設定を保存します。

例：

[0] Go to the IOS command prompt without saving this config.
[1] Return back to the setup without saving this config.
[2] Save this configuration to nvram and exit.
Enter your selection [2]: 2
Building configuration...
Use the enabled mode 'configure' command to modify this configuration.
Press RETURN to get started! RETURN

次のユーザプロンプトが表示されます。

例：

myrouter>

設定の完了

シスコの setupコマンド機能を使用する場合、機能が要求する情報を Cisco setupコマンド機能
の使い方（48ページ）の説明に従ってすべて入力すると、最終的な設定が表示されます。
ルータ設定を完了するには、次の手順を実行します。
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手順の概要

1. 設定を保存するようにプロンプトが表示されます。

2. 画面にメッセージが表示されなくなったら、Returnを押して Router>プロンプトを表示し
ます。

3. Router>プロンプトは、コマンドラインインターフェイス（CLI）を実行中で、ルータの初
期設定を完了したことを示します。この時点では、設定はまだ完了していないことに注意

してください。この時点で 2つの選択肢があります。

手順の詳細

ステップ 1 設定を保存するようにプロンプトが表示されます。

• noと答えると、入力した設定情報は保存されません。また、ルータイネーブルプロンプト（Router#）
に戻ります。setupと入力すると、システム設定ダイアログボックスに戻ります。

• yesと答えると、設定は保存され、ユーザ EXECプロンプト（Router>）に戻ります。

例：

Use this configuration? {yes/no} : yes
Building configuration...
Use the enabled mode 'configure' command to modify this configuration.
%LINK-3-UPDOWN: Interface GigabitEthernet0/1/0, changed state to up
%LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface GigabitEthernet0/1/0, changed state to up
<Additional messages omitted.>

ステップ 2 画面にメッセージが表示されなくなったら、Returnを押して Router>プロンプトを表示します。

ステップ 3 Router>プロンプトは、コマンドラインインターフェイス（CLI）を実行中で、ルータの初期設定を完了し
たことを示します。この時点では、設定はまだ完了していないことに注意してください。この時点で 2つ
の選択肢があります。

•もう一度 setupコマンド機能を実行し、別の設定を作成します。

例：

Router> enable
Password: password
Router# setup

• CLIを使用して、既存の設定を変更するか、追加の機能を設定します。

例：

Router> enable
Password: password
Router# configure terminal
Router(config)#
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Cisco IOS-XE CLIの使い方（手動設定）
ここでは、ルータの初期設定を行うために CLIにアクセスする方法を示します。

システム設定メッセージが表示されない場合、デフォルトの設定ファイルは出荷前にルータに

インストールされています。ルータを設定する手順は、次のとおりです。

手順の概要

1. 次のシステムメッセージがルータに表示されたら、noと入力します。
2. Returnを押して、手動設定を続行します。
3. Returnを押すと Router>プロンプトが表示されます。
4. enableと入力して特権 EXECモードを開始します。

手順の詳細

ステップ 1 次のシステムメッセージがルータに表示されたら、noと入力します。

例：

--- System Configuration Dialog ---
Would you like to enter the initial configuration dialog? [yes/no]: no

ステップ 2 Returnを押して、手動設定を続行します。

複数のログメッセージが表示されます。

ステップ 3 Returnを押すと Router>プロンプトが表示されます。

ステップ 4 enableと入力して特権 EXECモードを開始します。

例：

Router> enable

Router#

ルータのホスト名の設定

ホスト名はCLIプロンプトとデフォルトの設定ファイル名に使用されます。ルータのホスト名
を設定しない場合、出荷時のデフォルトのホスト名である「Router」が使用されます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. hostname name

4. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

ネットワークサーバのホスト名を指定または修正し

ます。

hostname name

例：

ステップ 3

Router(config)# hostname myrouter

（任意）特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

myrouter# end

イネーブルおよびイネーブルシークレットパスワードの設定

セキュリティのレイヤを追加するには、特にネットワークを経由するパスワードまたは TFTP
サーバに保存されるパスワードの場合、enable passwordコマンドまたは enable secretコマン
ドを使用します。どちらのコマンドも同じ結果を達成します。つまり、特権EXEC（イネーブ
ル）モードにアクセスするために入力する必要がある、暗号化されたパスワードを設定できま

す。

より高度な暗号化アルゴリズムが使用されるので、 enable secretコマンドを使用することを推
奨します。

詳細については、『Cisco IOS Security Configuration Guide』の「Configuring Passwords and
Privileges」を参照してください。また、『Cisco IOS Password Encryption Facts』テクニカルノー
トと『Improving Security on Cisco Routers』テクニカルノートも参照してください。

enable secretコマンドを設定した場合、このコマンドは enable passwordコマンドよりも優先
されます。同時に 2つのコマンドを有効にはできません。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
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3. enable secret password

4. end
5. enable
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

enable passwordコマンドよりも強化したセキュリ
ティレイヤを指定します。

enable secret password

例：

ステップ 3

Router(config)# enable secret greentree

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 4

Router(config)# end

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 5

新しいイネーブルまたはイネーブルシークレット

パスワードが機能していることを確認します。
Router> enable

（任意）特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 6

Router(config)# end

コンソールのアイドル特権 EXECタイムアウトの設定

ここでは、コンソール回線のアイドル特権EXECタイムアウトを設定する方法について説明し
ます。デフォルトでは、特権 EXECコマンドインタープリタは、ユーザ入力の検出を 10分間
待ってからタイムアウトします。

コンソール回線を設定するとき、通信パラメータの設定、自動ボー接続の指定、および使用し

ている端末の端末操作パラメータの設定を行うこともできます。コンソール回線の設定の詳細

については、『Cisco IOSConfiguration Fundamentals andNetworkManagement ConfigurationGuide』
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を参照してください。とくに「Configuring Operating Characteristics for Terminals」および
「Troubleshooting and Fault Management」の章を参照してください。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. line console 0
4. exec-timeout minutes [seconds]
5. end
6. show running-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

コンソール回線を設定し、回線コンフィギュレー

ションコマンドのコレクションモードを開始しま

す。

line console 0

例：

Router(config)# line console 0

ステップ 3

アイドル特権EXECタイムアウトを設定します。こ
れは特権EXECコマンドインタープリタがユーザの
入力が検出されるまで待つ間隔です。

exec-timeout minutes [seconds]

例：

Router(config-line)# exec-timeout 0 0

ステップ 4

次に、タイムアウトなしを指定する例を示します。

exec-timeout値を 0に設定すると、ルータへのログ
イン後にタイムアウトでログアウトすることがなく

なります。この場合、disableコマンドを使用して手
動でログアウトしないでコンソールを離れると、セ

キュリティ上の問題が発生する可能性があります。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

Router(config)# end
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目的コマンドまたはアクション

実行コンフィギュレーションファイルを表示しま

す。

show running-config

例：

ステップ 6

アイドル特権EXECタイムアウトを適切に設定した
ことを確認します。

Router# show running-config

例

次に、コンソールのアイドル特権 EXECタイムアウトを 2分 30秒に設定する例を示します。

line console
exec-timeout 2 30

次に、コンソールのアイドル特権 EXECタイムアウトを 30秒に設定する例を示します。

line console
exec-timeout 0 30

ギガビットイーサネット管理インターフェイスの概要

ルータには、GigabitEthernet0という名前のイーサネット管理ポートがあります。

このインターフェイスの目的は、ユーザがルータ上で管理タスクを実行できるようにすること

です。これは、ネットワークトラフィックを転送すべきでないか、多くの場合は転送できない

インターフェイスですが、TelnetおよびSSHを介してルータにアクセスしてルータ上の管理タ
スクを実行するために使用できます。このインターフェイスは、ルータがルーティングを開始

する前か、またはその他の転送インターフェイスが非アクティブ時にトラブルシューティング

を行う場合に有用な機能を提供します。

管理イーサネットインターフェイスでは、次の点に注意してください。

•ルータには、GigabitEthernet0という名前の管理イーサネットインターフェイスが 1つあ
ります。

•インターフェイスでサポートされるルーテッドプロトコルは、IPv4、IPv6、および ARP
だけです。

•このインターフェイスは、転送インターフェイスが機能していないか、Cisco IOSがダウ
ンしていても、ルータにアクセスする手段となります。

•管理イーサネットインターフェイスは、自身の VPNルーティングおよび転送（VRF）の
一部となっています。詳細については、『CiscoASR1000 SeriesAggregation Services Routers
Software Configuration Guide』を参照してください。

ギガビットイーサネットのデフォルト構成

デフォルトでは、転送 VRFは、Mgmt-intfという特殊なグループ名を持つインターフェイス用
に設定されます。この設定を変更することはできません。これは、管理インターフェイスのト

ラフィックをフォワーディングプレーンから分離します。そうしないと、ほとんどの機能に対
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して、インターフェイスが他のギガビットイーサネットインターフェイスと同じように設定

できてしまいます。

たとえば、デフォルト設定は次のようになります

interface GigabitEthernet0
vrf forwarding Mgmt-intf
ip address 172.18.77.212 255.255.255.240
negotiation auto

ギガビットイーサネットインターフェイスの設定

ここでは、IPアドレスおよびインターフェイスの説明をルータのイーサネットインターフェ
イスに割り当てる方法について説明します。

ギガビットイーサネットインターフェイスに関する総合的な設定情報については、『Cisco
IOS Interface and Hardware Component Configuration Guide』の「Configuring LAN Interfaces」を参
照してください。

インターフェイス番号の詳細については、ご使用のルータに関連するソフトウェアコンフィ

ギュレーションガイドを参照してください。

手順の概要

1. enable
2. show ip interface brief
3. configure terminal
4. interface gigabitethernet 0
5. ip address ip-address mask

6. no shutdown
7. end
8. show ip interface brief

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

IPに設定されているインターフェイスの簡単なス
テータスを表示します。

show ip interface brief

例：

ステップ 2

ルータ上にあるイーサネットインターフェイスの種

類がわかります。
Router# show ip interface brief

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

Router# configure terminal

イーサネットインターフェイスを指定し、インター

フェイスコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

interface gigabitethernet 0

例：

Router(config)# interface gigabitethernet 0

ステップ 4

インターフェイスのプライマリ IPアドレスを設定し
ます。

ip address ip-address mask

例：

ステップ 5

Router(config-if)# ip address 172.16.74.3
255.255.255.0

インターフェイスをイネーブルにします。no shutdown

例：

ステップ 6

Router(config-if)# no shutdown

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 7

Router(config)# end

IPに設定されているインターフェイスの簡単なス
テータスを表示します。

show ip interface brief

例：

ステップ 8

イーサネットインターフェイスが起動していて、正

しく設定されていることを確認します。
Router# show ip interface brief

次のタスク

IPルーティングおよび IPルーティングプロトコルに関する総合的な設定情報については、
Cisco.comの『Configuring IP Routing Protocol-Independent Feature』を参照してください。

（注）

ルータ設定の保存
ここでは、実行コンフィギュレーションを NVRAMのスタートアップコンフィギュレーショ
ンに保存することで、次のシステムリロード時、または電源の再投入時に設定を失わない方法

について説明します。NVRAMには、ルータ上に 32 MBのストレージがあります。
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手順の概要

1. enable
2. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

実行中の設定をスタートアップコンフィギュレー

ションに保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 2

Router# copy running-config startup-config

次のタスク

ファイルの破損時にファイルの回復を補助し、ダウンタイムを最小限に抑えるために、スター

トアップコンフィギュレーションファイルおよびCisco IOS-XEソフトウェアシステムイメー
ジファイルのバックアップコピーをサーバに保存することを推奨します。

（注）

完了した作業内容を失わないために、進行に合わせてときどき設定を保存してください。copy
running-config startup-configコマンドを入力し、NVRAMに設定を保存します。

（注）

初期設定の確認
Cisco IOS-XEで次のコマンドを入力することで、ルータの初期設定を確認できます。

• show version：システムのハードウェアバージョン、インストールされているソフトウェ
アバージョン、コンフィギュレーションファイルの名前とソース、ブートイメージ、お

よび使用されているDRAM、NVRAM、およびフラッシュメモリの合計サイズを表示しま
す。

• showdiag：インストールされているコントローラ、インターフェイスプロセッサ、および
ポートアダプタに関する診断情報を一覧表示します。

• show interfaces：インターフェイスが正常に機能しているかどうか、およびインターフェ
イスと回線プロトコルが正しい状態（アップまたはダウンのいずれかの状態）にあるどう

かを示します。
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• show ip interface brief：IPプロトコルに設定されているインターフェイスの概要を表示し
ます。

• show configuration：正しいホスト名とパスワードが設定されているかどうかを確認する場
合に役立ちます。

初期設定を完了および確認した後、特定の特性と機能を設定できます。『Cisco ASR 1000シ
リーズアグリゲーションサービスルータソフトウェアコンフィギュレーションガイド』を

参照してください。

Cisco ASR 1001-Xルータの安全な電源オフ
ここでは、CiscoASR1001-Xルータのシャットダウン方法について説明します。シャーシのす
べての電源を切る前に、reloadコマンドを発行することを推奨します。これにより、オペレー
ティングシステムによってすべてのファイルシステムがクリーンアップされます。

Cisco ASR 1001-Xルータの電源を安全に切断する手順は、次のとおりです。

手順の概要

1. アクセサリキットに含まれている静電気防止用リストストラップを身に付けます。

2. reload コマンドを入力します。

3. reloadコマンドを確認します。

4. reloadコマンドを確認したあと、システムブートストラップメッセージが表示されるま
で、システムの電源を切らずに待機します。

5. スタンバイスイッチをスタンバイの位置にします。

手順の詳細

ステップ 1 アクセサリキットに含まれている静電気防止用リストストラップを身に付けます。

ステップ 2 reload コマンドを入力します。

ステップ 3 reloadコマンドを確認します。

例：

Router# reload
Proceed with reload? [confirm]
Apr 21 03:42:45.619 EDT: %SYS-5-RELOAD: Reload requested by console. Reload Reason: Reload Command.Apr
21 03:42:59.920 R0/0: %PMAN-5-EXITACTION: Process manager is exiting: process exit with reload
chassis code

ステップ 4 reloadコマンドを確認したあと、システムブートストラップメッセージが表示されるまで、システムの電
源を切らずに待機します。

例：

System Bootstrap, Version 15.4(2r)S, RELEASE SOFTWARE (fc1)
Copyright (c) 1994-2014 by cisco Systems, Inc.
Current image running: Boot ROM0
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Last reset cause: LocalSoft
ASR1001-X platform with 16777216 Kbytes of main memory
rommon 1 >

ステップ 5 スタンバイスイッチをスタンバイの位置にします。

スタンバイスイッチがスタンバイの位置にあっても、電源モジュールのファンは動作し続けま

す。

（注）

ルータの電源をオフにしたのち、再度電源をオンにするまで、30秒以上間隔をあけてください。（注）

環境モニタおよびリポート機能
環境モニタおよびリポート機能により、環境状態が悪化する前に状態を特定し、解決すること

ができるので、システムの正常な稼働を維持できます。

シャーシの過熱を防ぐために、システムに冷気が取り込まれていることを確認します。他の機

器からの排気がシステムに流入していると、過熱状態になることがあります。冷気がシャーシ

内を妨げられずに流れ、シャーシ内の排気が他の装置の空気取り入れ口に流れ込まれないよう

にするために、シャーシの周りに十分なスペースを設けてください。

注意

Cisco ASR1001-Xルータのアラームモニタ
Cisco ASR 1001-Xルータは、CRIT、MAJ、およびMINアラームインジケータ LEDを表示し
ます。Cisco ASR 1001-Xルータのこれら 3つのシステムアラーム LEDは、ルータのアラーム
状態を視覚的に示します。これらの LEDは常にルータの状態を表示しますが、これらの LED
がルータのアラーム条件を正しく感知できることをユーザが直接確認する必要があります。さ

らに、show facility-alarm statusコマンドを使用して、アラームを表示すこともできます。

Router# show facility-alarm status
System Totals Critical: 4 Major: 0 Minor: 0
Source Time Severity Description [Index]
------ ------ -------- -------------------
Power Supply Module 1 Mar 12 2014 09:05:21 CRITICAL Power Supply Failure [0]
xcvr container 0/0/0 Mar 12 2014 09:05:42 CRITICAL Transceiver Missing -
Link Down [1]
xcvr container 0/0/1 Mar 12 2014 09:05:42 INFO Transceiver Missing [0]
xcvr container 0/0/2 Mar 12 2014 09:05:42 CRITICAL Transceiver Missing -
Link Down [1]
xcvr container 0/0/3 Mar 12 2014 09:05:42 CRITICAL Transceiver Missing -
Link Down [1]
xcvr container 0/0/4 Mar 12 2014 09:05:42 INFO Transceiver Missing [0]
xcvr container 0/0/5 Mar 12 2014 09:05:42 INFO Transceiver Missing [0]
xcvr container 0/0/6 Mar 12 2014 09:05:42 INFO Transceiver Missing [0]
xcvr container 0/0/7 Mar 12 2014 09:05:42 INFO Transceiver Missing [0]
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Cisco ASR 1001-Xルータに、外部アラームのモニタリング機能はありません。（注）

視覚アラームを解除するには、アラーム条件を解決する必要があります。 clear facility-alarm
コマンドによって、Cisco ASR 1001-Xルータのアラーム LEDがクリアされることはありませ
ん。たとえば、SPAを正しく非アクティブ化せずに取り外したためにクリティカルアラーム
LEDが点灯した場合、このアラームは SPAを再度取り付けなければ解決できません。

環境モニタ

環境モニタ機能では、センサーを使用して、シャーシ内部を流れる冷却空気の温度を監視しま

す。

ローカル電源モジュールで監視できるものは、次のとおりです。

•入力および出力電圧
•出力電流
•コンセントの温度

Cisco ASR 1001-Xルータは次の環境動作条件を満たしている必要があります。

•動作温度（通常）：0°～ 40°C
•動作温度（短期間）：0°から +55°C
•動作湿度（公称）（相対湿度）：10～ 90%（相対）
•動作湿度（短期間）：5から 90%（相対）
•動作時の高度：– 500～ 10,000フィート
• DC入力電圧範囲：-40～ -72 VDC
• AC入力電圧範囲：85～ 264 VAC

さらに、電源モジュールが内部電源温度および電圧を監視します。電源モジュールの状態は、

許容範囲内（ノーマル）または許容範囲外（クリティカル）のどちらかです。内部電源モジュー

ルの温度または電圧がクリティカルレベルに達すると、電源モジュールはシステムプロセッ

サと相互作用することなくシャットダウンします。

環境モニタ機能は、次のレベルのステータスにより、システムをモニタします。

•ノーマル：モニタされたすべてのパラメータが通常の許容範囲内にあります。
•警告：システムが特定のしきい値を超えています。システムは稼働し続けますが、オペ
レータが操作してシステムをノーマルステートに戻すことを推奨します。

•クリティカル：温度または電圧条件が許容値を超えています。システムは稼働し続けます
が、そのうちにシャットダウンします。ただちにオペレータが操作する必要があります。

•シャットダウン：シャットダウンが行われる前に、モニタされたパラメータのステータス
が NVRAM（不揮発性 RAM）に記録されます。このログ情報は、あとで問題の原因を突
き止めるのに役立ちます。
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•電源モジュールのシャットダウン：電源モジュールが許容値を超える内部電圧、電流、ま
たは温度状態を検出し、シャットダウンしました。電源スイッチを切り替えるまで、すべ

ての DC電源はシャットダウンされたままです。

CiscoASR1001-Xルータは過熱状態でも自動的にシャットダウンしません。ルータは、周囲温
度に関係なくアクティブな状態を維持します。ルータが極度に高温の環境に長時間さらされる

場合でも、ハードウェア障害が発生するまでは稼働し続けます。

facility-alarm critical exceed-action shutdownコマンドは、Cisco ASR 1001-Xルータでは無効に
なっています。

facility-alarm critical exceed-action shutdownコマンドを実行すると、コンソール端末に次のエ
ラーメッセージが表示されます。

Router(config)# facility-alarm critical exceed-action shutdown

Router(config)#end

Router#

*Apr 22 15:27:26.939:%CMANRPCHAIN-6-NOSHUTWARN: Shutdown not supported on this platform

*Apr 22 15:27:27.974: %SYS-5-CONFIG_I: Configured from console by console

Router#

温度が規定のしきい値を超えると、システムコントローラによりコンソール端末に次の警告

メッセージが表示されます。

Router#

*Apr 22 15:30:37.749: %CMRP_ENVMON-3-TEMP_WARN_CRITICAL: R0/0: cmand: WARNING:
Temp: Inlet temperature sensor on R0 is in a critical state reading 81

Router#

show facility-alarm statusコマンドを実行すると、コンソール端末に次のエラーメッセージが表
示されます。

Router# show facility-alarm status

System Totals Critical: 2 Major: 0 Minor: 0

Source Time Severity Description [Index]

------ ------ -------- -------------------

xcvr container 0/0/1 Apr 22 2014 15:25:57 CRITICAL Transceiver Missing - Link Down [1]

Temp: Inlet R0/30 Apr 22 2014 15:30:37 CRITICAL Temp Above Normal (Shutdown) [1]

GigabitEthernet0 Apr 22 2014 15:25:42 INFO Physical Port Administrative State Down [2]

Router#

ファン障害

4台の内蔵ファンによって冷気がシャーシに取り入れられ、内部コンポーネントに通気されて、
動作温度が許容範囲に保たれます。ファンは、シャーシの中央に設置されています。ファンに
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は右から左の順に、0～ 3の番号が付けられています。システム電源を投入すると、すべての
ファンが作動します。ただし、ファンが作動しなくても、システムは稼働し続けます。

ファンの状態を表示するには、 show platform hardware slot <slot> fan status コマンドを使用
します。次に一例を示します。

Router# show platform hardware slot P2 fan status

Fan group 1 speed: 60%

Fan 0: Normal

Fan 1: Normal

Fan 2: Normal

Fan 3: Fail

リポート機能

FECPのシャーシマネージャがフォワーディングプロセッサのローカルリソースを管理しま
す。シャーシインターフェイスによりモニタされたパラメータがしきい値を超えると、Cisco
ASR 1001-X Routerはコンソールに警告メッセージを表示します。また、次のコマンドを使用
して、環境ステータスリポートを取得および表示できます。

• show environment all
• show version
• show inventory
• show platform
• show platform software status control-processor
• show diag

60秒ごとにパラメータが測定され、リポート機能が更新されます。上記コマンドの簡単な説明
を次に示します。

show environment allコマンドを実行すると、温度、電圧、ファン、電源の情報が表示されま
す。

次に、show environment allコマンドの出力例を示します。

show environment allコマンド

Router# show environment all
Sensor List: Environmental Monitoring
Sensor Location State Reading
PEM Iout P0 Normal 6 A
PEM Vout P0 Normal 12 V DC
PEM Vin P0 Normal 117 V AC
Temp: PEM In P0 Normal 35 Celsius
Temp: PEM Out P0 Normal 32 Celsius
Temp: PEM Int P0 Normal 37 Celsius
PEM Iout P1 Normal 6 A
PEM Vout P1 Normal 12 V DC
PEM Vin P1 Normal 117 V AC
Temp: PEM In P1 Normal 31 Celsius
Temp: PEM Out P1 Normal 27 Celsius
Temp: PEM Int P1 Normal 31 Celsius
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VVM 0: VX1 R0 Normal 1502 mV
VVM 0: VX2 R0 Normal 751 mV
VVM 0: VX3 R0 Normal 1004 mV
VVM 0: VX4 R0 Normal 1055 mV
VVM 0: VX5 R0 Normal 901 mV
VVM 0: VP1 R0 Normal 5096 mV
VVM 0: VP3 R0 Normal 1505 mV
VVM 0: VP4 R0 Normal 1792 mV
VVM 0: VH R0 Normal 11940 mV
VVM 1: VX1 R0 Normal 1203 mV
VVM 1: VX2 R0 Normal 859 mV
VVM 1: VX3 R0 Normal 857 mV
VVM 1: VX4 R0 Normal 999 mV
VVM 1: VX5 R0 Normal 950 mV
VVM 1: VP2 R0 Normal 3320 mV
VVM 1: VP3 R0 Normal 1787 mV
VVM 1: VP4 R0 Normal 997 mV
VVM 1: VH R0 Normal 11945 mV
VVM 2: VX1 R0 Normal 1112 mV
VVM 2: VX2 R0 Normal 1102 mV
VVM 2: VX3 R0 Normal 1216 mV
VVM 2: VX4 R0 Normal 2516 mV
VVM 2: VX5 R0 Normal 910 mV
VVM 2: VP2 R0 Normal 1526 mV
VVM 2: VP3 R0 Normal 1508 mV
VVM 2: VP4 R0 Normal 2481 mV
VVM 2: VH R0 Normal 11935 mV
VVM 2: AUX1 R0 Normal 747 mV
VVM 2: AUX2 R0 Normal 752 mV
Temp: sTCAM R0 Normal 31 Celsius
Temp: Inlet R0 Normal 22 Celsius
Temp: Outlet R0 Normal 36 Celsius
Temp: QFP Die R0 Normal 58 Celsius
Temp: Center R0 Normal 37 Celsius
Temp: Oct Die R0 Normal 41 Celsius
Temp: CPU Inlt R0 Normal 26 Celsius
Temp: CPU VRM R0 Normal 24 Celsius
Temp: CPU Die R0 Normal 37 Celsius
Temp: FC FANS R0 Fan Speed 60% 21 Celsius

show versionコマンドを実行すると、システムのハードウェア構成、ソフトウェアバージョ
ン、およびコンフィギュレーションファイルとブートイメージの名前とソースが表示されま

す。

次に、show versionコマンドの出力例を示します。

show versionコマンド

Router# show version
Cisco IOS XE Software, Version BLD_V154_2_S_XE312_THROTTLE_LATEST_20140709_150034-std
Cisco IOS Software, ASR1000 Software (X86_64_LINUX_IOSD-UNIVERSALK9-M), Experimental
Version 15.4(20140709:163658)
[v154_2_s_xe312_throttle-BLD-BLD_V154_2_S_XE312_THROTTLE_LATEST_20140709_150034-ios 159]
Copyright (c) 1986-2014 by Cisco Systems, Inc.
Compiled Wed 09-Jul-14 12:25 by mcpre
Cisco IOS-XE software, Copyright (c) 2005-2014 by cisco Systems, Inc.
All rights reserved. Certain components of Cisco IOS-XE software are
licensed under the GNU General Public License ("GPL") Version 2.0. The
software code licensed under GPL Version 2.0 is free software that comes
with ABSOLUTELY NO WARRANTY. You can redistribute and/or modify such
GPL code under the terms of GPL Version 2.0. For more details, see the
documentation or "License Notice" file accompanying the IOS-XE software,
or the applicable URL provided on the flyer accompanying the IOS-XE
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software.
ROM: IOS-XE ROMMON
Router uptime is 21 hours, 43 minutes
Uptime for this control processor is 21 hours, 44 minutes
System returned to ROM by reload
System image file is "tftp:images/rls_3_12_nightster/asr1001x-universalk9.BLD_V154_2_"
Last reload reason: Reload Command
This product contains cryptographic features and is subject to United
States and local country laws governing import, export, transfer and
use. Delivery of Cisco cryptographic products does not imply
third-party authority to import, export, distribute or use encryption.
Importers, exporters, distributors and users are responsible for
compliance with U.S. and local country laws. By using this product you
agree to comply with applicable laws and regulations. If you are unable
to comply with U.S. and local laws, return this product immediately.
A summary of U.S. laws governing Cisco cryptographic products may be found at:
http://www.cisco.com/wwl/export/crypto/tool/stqrg.html
If you require further assistance please contact us by sending email to
export@cisco.com.
License Level: adventerprise
License Type: Permanent
Next reload license Level: adventerprise
cisco ASR1001-X (1NG) processor with 6837243K/6147K bytes of memory.
Processor board ID JAE17460APT
6 Gigabit Ethernet interfaces
3 Ten Gigabit Ethernet interfaces
32768K bytes of non-volatile configuration memory.
16777216K bytes of physical memory.
6684671K bytes of eUSB flash at bootflash:.
Configuration register is 0x0
Router#

ow inventory コマンドを実行すると、ネットワーキングデバイスに組み込まれているすべての
シスコ製品をリストした製品目録を含む拡張レポートが表示されます。

次に、show inventoryコマンドの出力例を示します。

show inventoryコマンド

Router# show inventory
NAME: "Chassis", DESCR: "Cisco ASR1001-X Chassis"
PID: ASR1001-X , VID: V00, SN: P3A-9
NAME: "Power Supply Module 0", DESCR: "Cisco ASR1001-X AC Power Supply"
PID: ASR1001X-PWR-AC , VID: V00, SN: LIT171616HJ
NAME: "Power Supply Module 1", DESCR: "Cisco ASR1001-X AC Power Supply"
PID: ASR1001X-PWR-AC , VID: V00, SN: LIT171616GG
NAME: "Fan Tray 0", DESCR: "Cisco ASR1001-X Fan Tray"
PID: ASR1001-X-FANTRAY , VID: , SN:
NAME: "module 0", DESCR: "Cisco ASR1001-X SPA Interface Processor"
PID: ASR1001-X , VID: , SN:
NAME: "SPA subslot 0/1", DESCR: "4-port Serial Shared Port Adapter"
PID: SPA-4XT-SERIAL , VID: V01, SN: JAB111105M4
NAME: "NIM subslot 0/2", DESCR: "NIM SSD Module"
PID: NIM-SSD , VID: V01, SN: FOC18071SNN
NAME: "subslot 0/2 disk0", DESCR: "harddisk"
PID: Micron P400m-MTFDDAK400MAN , VID: 0225 , SN: MSA1802019A
NAME: "subslot 0/2 disk1", DESCR: "harddisk"
PID: UB88RTB400HE6-NTH-EID , VID: 5.2.4 , SN: 11000302418
NAME: "SPA subslot 0/0", DESCR: "8-port Built-in GE SPA"
PID: BUILT-IN-2T+6X1GE , VID: , SN:
NAME: "module R0", DESCR: "Cisco ASR1001-X Route Processor"
PID: ASR1001-X , VID: V00, SN: JAE1719030S
NAME: "module F0", DESCR: "Cisco ASR1001-X Embedded Services Processor"
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PID: ASR1001-X , VID: , SN:
Router#

ow platform コマンドは、プラットフォーム情報を示します。

次に、show platformコマンドの出力例を示します。

show platformコマンド

Router# show platform
Chassis type: ASR1001-X
Slot Type State Insert time (ago)
--------- ------------------- --------------------- -----------------
0 ASR1001-X ok 00:34:05
0/0 BUILT-IN-2T+6X1GE ok 00:33:14
0/1 SPA-4XT-SERIAL ok 00:33:14
0/2 NIM-SSD ok 00:33:11
R0 ASR1001-X ok 00:34:05
R0/0 ok, active 00:34:05
R0/1 ok, standby 00:32:47
F0 ASR1001-X ok, active 00:34:05
P0 ASR1001X-PWR-AC ps, fail 00:33:44
P1 ASR1001X-PWR-AC ok 00:33:42
P2 ASR1001-X-FANTRAY ok 00:33:47
Slot CPLD Version Firmware Version
--------- ------------------- ---------------------------------------
0 14041015 15.4(2r)S
R0 14041015 15.4(2r)S
F0 14041015 15.4(2r)S

show platform software status control-processorコマンドを実行すると、平均負荷、メモリ使用
量、ルータ動作中の CPU使用率レベルを表示します。また、出力はこれらのシステム状態パ
ラメータレベルが定義されたしきい値内であるかどうかを区別します。

出力には、モノリシックルータの SIP関連の情報は表示されません。（注）

次に、show platform software status control-processorコマンドの出力例を示します。

show platform software status control-processorコマンド

Router# show platform software status control-processor
RP0: online, statistics updated 1 seconds ago
Load Average: healthy
1-Min: 0.00, status: healthy, under 8.00
5-Min: 0.03, status: healthy, under 8.00
15-Min: 0.07, status: healthy, under 10.00

Memory (kb): healthy
Total: 8092776
Used: 3491556 (43%)
Free: 4601220 (57%)
Committed: 3566404 (44%), status: healthy, under 95%

Per-core Statistics
CPU0: CPU Utilization (percentage of time spent)
User: 0.00, System: 0.00, Nice: 0.00, Idle:100.00
IRQ: 0.00, SIRQ: 0.00, IOwait: 0.00

CPU1: CPU Utilization (percentage of time spent)
User: 1.30, System: 0.40, Nice: 0.00, Idle: 98.30
IRQ: 0.00, SIRQ: 0.00, IOwait: 0.00
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CPU2: CPU Utilization (percentage of time spent)
User: 0.49, System: 8.89, Nice: 0.00, Idle: 90.60
IRQ: 0.00, SIRQ: 0.00, IOwait: 0.00

CPU3: CPU Utilization (percentage of time spent)
User: 2.00, System: 0.40, Nice: 0.00, Idle: 97.60
IRQ: 0.00, SIRQ: 0.00, IOwait: 0.00

CPU4: CPU Utilization (percentage of time spent)
User: 0.00, System: 0.30, Nice: 0.00, Idle: 99.69
IRQ: 0.00, SIRQ: 0.00, IOwait: 0.00

CPU5: CPU Utilization (percentage of time spent)
User: 0.40, System: 0.10, Nice: 0.00, Idle: 99.50
IRQ: 0.00, SIRQ: 0.00, IOwait: 0.00

CPU6: CPU Utilization (percentage of time spent)
User: 0.40, System: 0.40, Nice: 0.00, Idle: 99.19
IRQ: 0.00, SIRQ: 0.00, IOwait: 0.00

CPU7: CPU Utilization (percentage of time spent)
User: 0.80, System: 1.30, Nice: 0.00, Idle: 97.90
IRQ: 0.00, SIRQ: 0.00, IOwait: 0.00

show diag chassis eeprom detail コマンドを実行すると、ラインカードの DRAMおよび SRAM
などの構成ハードウェア情報が表示されます。

次に、show diag chassis eeprom detail コマンドの出力例を示します。

show diag chassis eeprom detailコマンド

Router#: show diag chassis eeprom detail
MIDPLANE EEPROM data:

EEPROM version : 4
Compatible Type : 0xFF
Controller Type : 2030
Hardware Revision : 1.0
PCB Part Number : 73-14409-07
Board Revision : A0
Deviation Number : 0-0
Fab Version : 07
PCB Serial Number : JAE1817044D
RMA Test History : 00
RMA Number : 0-0-0-0
RMA History : 00
Top Assy. Part Number : 68-4703-07
CLEI Code : CMMP410DRA
Product Identifier (PID) : ASR1001-X
Version Identifier (VID) : V01
Manufacturing Test Data : 00 00 00 00 00 00 00 00
Field Diagnostics Data : 00 00 00 00 00 00 00 00
Chassis MAC Address : a80c.0dee.c600
MAC Address block size : 128
Chassis Serial Number : FXS1814Q2K0
Environment Monitor Data : 00 06 00 FA Asset ID :

Power/Fan Module P0 EEPROM data:
EEPROM version : 4
Compatible Type : 0xFF
Hardware Revision : 0.3
Version Identifier (VID) : V00
Product Identifier (PID) : ASR1001X-PWR-AC
PCB Serial Number : LIT171616GE
Top Assy. Part Number : 341-0608-01
Board Revision : 01
Deviation Number : 0
Power Supply Type : AC
RMA Test History : 00
RMA Number : 0-0-0-0
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RMA History : 00
CLEI Code : UNASSIGNED
Manufacturing Test Data : 00 00 00 00 00 00 00 00
Field Diagnostics Data : 00 00 00 00 00 00 00 00
Unknown Field (type 00DA): 00 00 00 00 00 00 00 00

00 00 00 00 00 00 00 00
Platform features : 00 01 01 DE 15 F4 07 C6

00 00 00 00 00 00 00 00
4A

Environment Monitor Data : 00 06 00 FA
Asset ID :

Power/Fan Module P1 EEPROM data:
EEPROM version : 4
Compatible Type : 0xFF
Hardware Revision : 0.3
Version Identifier (VID) : V00
Product Identifier (PID) : ASR1001X-PWR-AC
PCB Serial Number : LIT171616GX
Top Assy. Part Number : 341-0608-01
Board Revision : 01
Deviation Number : 0
Power Supply Type : AC
RMA Test History : 00
RMA Number : 0-0-0-0
RMA History : 00
CLEI Code : UNASSIGNED
Manufacturing Test Data : 00 00 00 00 00 00 00 00
Field Diagnostics Data : 00 00 00 00 00 00 00 00
Unknown Field (type 00DA): 00 00 00 00 00 00 00 00

00 00 00 00 00 00 00 00
Platform features : 00 01 01 DE 15 F4 07 C6

00 00 00 00 00 00 00 00
4A

Environment Monitor Data : 00 06 00 FA
Asset ID :

Power/Fan Module P2 EEPROM data is not initialized
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第 5 章

ROMMONおよび CPLDのアップグレード

この章では、CiscoASR 1001-XルータのROMMONをアップグレードする手順について説明し
ます。

この章は、次の項で構成されています。

• ROMMONのアップグレード（71ページ）
•互換性のある ROMMONリリース（76ページ）
•解決済みの問題（76ページ）
• CPLDのアップグレードが必要なハードウェア（76ページ）
•ハードウェアとソフトウェアの互換性の確認（77ページ）

ROMMONのアップグレード
ルータのシステムメッセージでROMMONのアップグレードが必要であると通知された場合、
またはシステムのテクニカルサポート担当者が ROMMONのアップグレードを推奨する場合
には、Cisco ASR 1001-Xルータの ROMMONをアップグレードする必要があります。

互換性要件

ROMMONリリースとCiscoASR1001-Xルータ間の互換性については、『CiscoASR1000Series
Aggregation Services Routers Release Notes』の「ROMMON Release Requirements」の項を参照し
てください。

（注）

ROMMONイメージをアップグレードするには、ルータの特権EXECモードのプロンプトまた
は診断モードのプロンプトへのアクセス権が必要です。

現在の ROMMONバージョンの確認
ROMMONのアップグレードが必要かどうかが不明な場合は、ここで説明する手順に従ってく
ださい。
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ルータで実行中の ROMMONのバージョンを表示するには、show rom-monitorコマンドまた
はshow platformコマンドを実行します。出力に、アップグレードしようとしているリリース
がすでにインストール済みであることが示されている場合、ROMMONをアップグレードする
必要はありません。

Cisco ASR 1001-Xルータなどの単一フォームファクタのプラットフォームでは、次のコマン
ドのすべてが同じ出力を表示します。

• show rom-monitor 0
• show rom-monitor F0
• show rom-monitor FP
• show rom-monitor R0
• show rom-monitor RP

次の例では、show rom-monitorコマンドの出力に、Release 15.4(2r)Sへのアップグレードが必
要ではないことが示されています。

Router# show rom-monitor 0
System Bootstrap, Version 15.4(2r)S, RELEASE SOFTWARE (fc1)
Copyright (c) 1994-2014 by cisco Systems, Inc.

Cisco ASR 1001-Xルータの ROMMONのアップグレード
Cisco ASR 1001-Xルータの ROMMONをアップグレードするには、以下の手順に従います。

手順の概要

1. （任意）ハードウェア上のROMmonの現在のリリース番号を表示するには、showplatform
コマンドまたは show rom-monitor slotコマンドを実行します。

2. ROMmonイメージがルータにコピー済みでない場合は、copy source-location
destination-locationコマンドを使用して、このROMMONリリースの一部として用意されて
いる PKGファイルを bootflash:または usb[0-1]:ファイルシステムにコピーします。たとえ
ば、Release 15.4(2r)Sにアップグレードする場合は、asr1000-rommon.154-2r.S.pkgファイル
をコピーします。

3. ROMMONファイルが指定のディレクトリにコピーされていることを確認するには、dir
file-systemコマンドを実行します。

4. upgrade rom-monitor filename location allコマンドを実行して、ROMmonイメージのアッ
プグレードを開始します。locationは、ROMMONファイルへのパスです。

5. アップグレードに関するメッセージがコンソールに表示されます。これらのメッセージの

表示が停止し、ルータプロンプトが使用可能になったら、reloadコマンドを実行してルー
タをリロードします。

6. config-register 0x2102コマンドを使用しても自動ブートがイネーブルにならない場合、
ROMMONプロンプトで boot filesystem:/file-locationコマンドを実行して Cisco IOS XEイ
メージをブートします。filesystem:/file-locationは、統合パッケージファイルへのパスです。
ROMMONのアップグレードは、Cisco IOS XEイメージが起動されるまで、いずれのハー
ドウェアにとっても永続的なものではありません。
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7. 起動が完了したら、ユーザプロンプトに enableコマンドを実行して特権 EXECモードを
開始します。

8. ROMMONがアップグレードされたかどうかを確認するには、show platform コマンドま

たは show rom-monitor slotコマンドを実行します。

手順の詳細

ステップ 1 （任意）ハードウェア上の ROMmonの現在のリリース番号を表示するには、show platformコマンドまた
は show rom-monitor slotコマンドを実行します。

ステップ 2 ROMmonイメージがルータにコピー済みでない場合は、copy source-location destination-locationコマンドを
使用して、このROMMONリリースの一部として用意されているPKGファイルを bootflash:または usb[0-1]:
ファイルシステムにコピーします。たとえば、Release 15.4(2r)Sにアップグレードする場合は、
asr1000-rommon.154-2r.S.pkgファイルをコピーします。

ステップ 3 ROMMONファイルが指定のディレクトリにコピーされていることを確認するには、dir file-systemコマン
ドを実行します。

ステップ 4 upgrade rom-monitor filename location allコマンドを実行して、ROMmonイメージのアップグレードを開
始します。locationは、ROMMONファイルへのパスです。

ROMMONのアップグレードが完了するまでは、ハードウェアの取り外し、電源オフ、ルータへ
の割り込みを行わないでください。ルータは、ROMMONアップグレード中のほとんどの割り込
みから回復できますが、条件によっては予想外の問題が発生する可能性があります。

注意

ステップ 5 アップグレードに関するメッセージがコンソールに表示されます。これらのメッセージの表示が停止し、
ルータプロンプトが使用可能になったら、reloadコマンドを実行してルータをリロードします。

ROMMONアップグレードを開始した後、ルータをリロードする前に Cisco IOSを使用してコン
フィギュレーションレジスタの設定を変更した場合、コンフィギュレーションレジスタの設定は

適用されません。Cisco IOSでコンフィギュレーションレジスタを変更する前に、ルータをリロー
ドして、ROMMONアップグレードが適用されるようにしてください。

（注）

ステップ 6 config-register 0x2102コマンドを使用しても自動ブートがイネーブルにならない場合、ROMMONプロンプ
トで boot filesystem:/file-locationコマンドを実行して Cisco IOS XEイメージをブートします。
filesystem:/file-locationは、統合パッケージファイルへのパスです。ROMMONのアップグレードは、Cisco
IOS XEイメージが起動されるまで、いずれのハードウェアにとっても永続的なものではありません。

ROMMONプロンプトから起動するときに、resetコマンドを 2回入力すると、ROMMONアップ
グレードは自動的に前の ROMMONイメージにフォールバックします。次のメッセージは、2回
目の resetコマンドを入力してROMMONイメージの以前のバージョンがインストールされるとき
に表示されます。Rommonのアップグレードが要求されました。アップグレードの最大試行回数
を超え、古い Rommonで続行しています...

（注）

ステップ 7 起動が完了したら、ユーザプロンプトに enableコマンドを実行して特権 EXECモードを開始します。

ステップ 8 ROMMONがアップグレードされたかどうかを確認するには、show platform コマンドまたは show
rom-monitor slotコマンドを実行します。
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例：ROMMONのアップグレード
次のコマンドシーケンスは、Cisco ASR 1001-Xルータの ROMMONをアップグレードする手
順を示す一例です。

Router# copy tftp boot
Address or name of remote host []? 2.0.0.2
Source filename []? images/nightster/asr1000-rommon.154-2r.S.pkg
Destination filename [asr1000-rommon.154-2r.S.pkg]?
Accessing tftp://2.0.0.2/images/nightster/asr1000-rommon.154-2r.S.pkg...
Loading images/nightster/asr1000-rommon.154-2r.S.pkg from 2.0.0.2 (via GigabitEthernet0):
!
[OK - 3832112 bytes]
3832112 bytes copied in 1.206 secs (3177539 bytes/sec)
Router# upgrade rom-monitor filename bootflash:asr1000-rommon.154-2r.S.pkg all
Chassis model ASR1001-X has a single rom-monitor.
Upgrade rom-monitor
Target copying rom-monitor image file
File size : //tmp/rommon_upgrade/latest.bin
File size is : 3211264
FIPS File size is : 3211264
ROMMON Image Type : X86
File /tmp/rommon_upgrade/latest.bin is a FIPS ROMMON image
FIPS-140-3 Load Test on /tmp/rommon_upgrade/latest.bin has PASSED.
Authenticity of the image has been verified.
4259840+0 records in
4259840+0 records out
131072+0 records in
131072+0 records out
655360+0 records in
655360+0 records out
Checking upgrade image...
3211264+0 records in
6272+0 records out
Upgrade image MD5 signature is b806b4bffb47e9be24d26ecd976212e8
Burning upgrade partition...
3211264+0 records in
3211264+0 records out
Checking upgrade partition...
3211264+0 records in
3211264+0 records out
Copying ROMMON environment
4259840+0 records in
4259840+0 records out
131072+0 records in
131072+0 records out
131072+0 records in
131072+0 records out
655360+0 records in
655360+0 records out
Upgrade flash partition MD5 signature is b806b4bffb47e9be24d26ecd976212e8
ROMMON upgrade complete.
To make the new ROMMON permanent, you must restart the RP.
Router# reload
Proceed with reload? [confirm]
*Mar 24 17:39:33.712 EDT: %SYS-5-RELOAD: Reload requested by console. Reload Reason:
Reload Command.Mar 24 17:39:48.058 R0/0: %PMAN-5-EXITACTION: P rocess manager is exiting:
process exit with reload chassis code
Initializing Hardware ...
System integrity status: 00000610
System Bootstrap, Version 12.2(20140222:162915) [rommon_release_1_49 101], DEVELOPMENT
SOFTWARE
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Copyright (c) 1994-2014 by cisco Systems, Inc.
Compiled Sat 02/22/2014 9:10:52.81
Current image running: Boot ROM1
Last reset cause: LocalSoft
ASR1001-X platform with 8388608 Kbytes of main memory
Rommon upgrade requested
Flash upgrade reset 1 in progress
.......
Initializing Hardware ...
System integrity status: 00000610
System Bootstrap, Version 15.4(2r)S, RELEASE SOFTWARE (fc1)
Copyright (c) 1994-2014 by cisco Systems, Inc.
Current image running: *Upgrade in progress* Boot ROM0
Last reset cause: BootRomUpgrade
*** Incorrect BIOS parameters ***
*** Correcting the BIOS parameters and rebooting ***
Initializing Hardware ...
System integrity status: 00000610
System Bootstrap, Version 12.2(20140222:162915) [rommon_release_1_49 101], DEVELOPMENT
SOFTWARE
Copyright (c) 1994-2014 by cisco Systems, Inc.
Compiled Sat 02/22/2014 9:10:52.81
Current image running: Boot ROM1
Last reset cause: LocalSoft
ASR1001-X platform with 8388608 Kbytes of main memory
Rommon upgrade requested
Flash upgrade reset 2 in progress
.......
Initializing Hardware ...
System integrity status: 00000610
System Bootstrap, Version 15.4(2r)S, RELEASE SOFTWARE (fc1)
Copyright (c) 1994-2014 by cisco Systems, Inc.
Current image running: *Upgrade in progress* Boot ROM0
Last reset cause: BootRomUpgrade
ASR1001-X platform with 8388608 Kbytes of main memory

ここからは、ROMMONプロンプトから手動でリロードすることも、ルータを直接 Cisco IOS
に自動ブートさせることもできます。

（注）

show platformコマンドを実行すると、アップグレードされたバージョンの ROMMONが表示
されます。

Router# show platform
Chassis type: ASR1001-X
Slot Type State Insert time (ago)
--------- ------------------- --------------------- -----------------
0 ASR1001-X ok 17:51:08
0/0 BUILT-IN-2T+6X1GE ok 17:50:18
0/1 SPA-1X10GE-L-V2 ok 17:50:18
R0 ASR1001-X ok 17:51:08
R0/0 ok, active 17:51:08
R0/1 ok, standby 17:49:51
F0 ASR1001-X ok, active 17:51:08
P0 ASR1001X-PWR-AC ok 17:50:44
P1 ASR1001X-PWR-AC ok 17:50:42
P2 ASR1001-X-FANTRAY ok 17:50:45
Slot CPLD Version Firmware Version
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--------- ------------------- ---------------------------------------
0 14022717 15.4(2r)S << New ROMmon is confirmed
R0 14022717 15.4(2r)S
F0 14022717 15.4(2r)S

互換性のある ROMMONリリース
ROMMONリリースとCiscoASR1001-Xルータ間の互換性については、『CiscoASR1000Series
Aggregation Services Routers Release Notes』の「ROMMON Release Requirements」の項を参照し
てください。

解決済みの問題
各ROMMONリリースの解決済みの警告については、『CiscoASR1000SeriesAggregationServices
Routers Release Notes』の「Resolved Caveats」の項を参照してください。

CPLDのアップグレードが必要なハードウェア
Cisco ASR 1001-Xルータには、現場で Complex Programmable Logic Device（CPLD）アップグ
レードを実行するために使用できる機能が備わっています。

コンポーネントの CPLDフィールドプログラマブルアップグレードを必要とする Cisco ASR
1000シリーズアグリゲーションサービスルータハードウェア構成の組み合わせの詳細につい
ては、『Upgrading Field Programmable Hardware Devices for Cisco ASR 1000 Series Routers』を参
照してください。

CPLDのアップグレード
CPLDをアップグレードするには、次の手順に従ってください。

手順の概要

1. ブートフラッシュディレクトリに .pkgファイルをコピーします。

2. upgrade hw-programmable cpld filename bootflash:<cpld.pkg> RP activeコマンドを実行し
ます。

3. Enterを押します。

4. アップグレードが完了したかどうかを確認するには、show platformコマンドを実行しま
す。

手順の詳細

ステップ 1 ブートフラッシュディレクトリに .pkgファイルをコピーします。
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ステップ 2 upgrade hw-programmable cpld filename bootflash:<cpld.pkg> RP activeコマンドを実行します。

Router# upgrade hw-programmable cpld filename bootflash:nightster_cpld_14041015.pkg RP active

Upgrade CPLD on Route-Processor 0 from current version 13081317 to 14041015 [Press Enter to confirm]

This command could take up to 10 minutes, please wait and do not power-cycle the chassis or the card. Otherwise,
hardware may be unrecoverable. The system will be automatically power-cycled upon completion. [Press Enter to
confirm]

ステップ 2の後に CPLDをアップグレードしないことにした場合は、Ctrl-Cキーを押して中止し
ます。

（注）

ステップ 3 Enterを押します。

ルータが CPLDをアップグレードすると、情報が画面に表示されます。ルータは次に電源を再投入し、コ
ンフィギュレーションレジスタベースの設定（Cisco IOSブートまたは ROMMONプロンプト）に戻りま
す。

ステップ 4 アップグレードが完了したかどうかを確認するには、show platformコマンドを実行します。

Router# show platform

Chassis type: ASR1001-X

Slot Type State Insert time (ago)

--------- ------------------- --------------------- -----------------

0 ASR1001-X ok 2d22h

0/0 BUILT-IN-2T+6X1GE ok 2d20h

R0 ASR1001-X ok, active 2d22h

F0 ASR1001-X ok, active 2d22h

P0 ASR1001X-PWR-AC ok 2d22h

P1 ASR1001X-PWR-AC ps, fail 2d22h

P2 ASR1001-X-FANTRAY f1, fail 2d22h

Slot CPLD Version Firmware Version

--------- ------------------- ---------------------------------------

0 14041015 15.4(2r)S

R0 14041015 15.4(2r)S

F0 14041015 15.4(2r)S

ハードウェアとソフトウェアの互換性の確認
シスコのソフトウェアには、特定のプラットフォームに対応したソフトウェアイメージで構成

されるフィーチャセットが含まれています。特定のプラットフォームで使用できるフィーチャ
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セットは、リリースに含まれるシスコソフトウェアイメージによって異なります。特定のリ

リースで使用できるソフトウェアイメージのセットを確認する場合、またはある機能が特定の

Cisco IOSXEソフトウェアイメージで使用可能かどうかを確認するには、CiscoFeatureNavigator
を使用するか、対応するソフトウェアのリリースノートを参照してください。

Cisco Feature Navigatorの使用
プラットフォームのサポートおよびソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索する

には、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorを使用すると、特定のソフ
トウェアリリース、フィーチャセット、またはプラットフォームをサポートする Cisco IOS
XEのソフトウェアイメージを判別できます。Cisco Feature Navigatorには、
http://www.cisco.com/go/cfnからアクセスします。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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第 6 章

Cisco ASR 1001-Xルータライセンスの確認

この章では、Cisco IOSライセンスレベルの確認、Cisco ASR 1001-Xルータライセンスの表
示、およびスループットレベルの設定に関する情報を提供します。

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco IOSライセンスレベルの表示（79ページ）
•スループットレベルの設定（80ページ）
•ライセンス情報の表示（81ページ）
•ポート単位カウントライセンス（10 GEインターフェイス）（88ページ）

Cisco IOSライセンスレベルの表示
show version コマンドを使用して、ルータ内の Cisco IOSライセンスレベルを特定します。次
に例を示します。

Router# show version

.

.

.

License Level: adventerprise

License Type: RightToUse

Next reload license Level: adventerprise

.

表 18 : show versionコマンド出力の説明

説明フィールド名

現在の Cisco IOSライセンスコードレベルを示します。License Level: adventerprise
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説明フィールド名

永久（購入済み）ライセンス、60日間評価ライセンス、ま
たはライセンスの購入が必要なことを示す機能使用ライセ

ンスのどれが使用されているかを示します。

License Type: RightToUse

次回のリロードインスタンスに使用されるスタートアップ

コンフィギュレーション定義を示します。

Next reload license Level:
adventerprise

show running-config コマンドまたは show startup-configコマンドを使用して、ライセンスレ
ベル情報を表示します。次に、show running-configコマンドの出力例を示します。

Router# show running-config

.

.

.

license boot level adventerprise

.

.

表 19 : show running-configコマンド出力の説明

説明フィールド名

ブートに必要なCisco lOSライセンスレベルを示します。license boot level adventerprise

スループットレベルの設定
Cisco ASR 1001-Xルータの組み込みエンベデッドサービスプロセッサは、ソフトウェアライ
センスに応じて、2.5 Gbps（デフォルト）、5 Gbps、10 Gbps、および 20 Gbpsのスループット
をサポートします。

ソフトウェアアクティベーションによるパフォーマンスアップグレードライセンスを適用し

てから、ルータをリロードすることによって、ESPのスループットを 2.5 Gbps（デフォルト）
から 5 Gbpsにアップグレードできます。ESPのスループットは、任意のライセンスレベルか
ら別のライセンスレベルにアップグレードできます。

ESPの現在のスループットレベルを決定するには、show platform hardware throughput levelコ
マンドを実行します。次に、20Gbpsパフォーマンスアップグレードライセンスの適用とルー
タのリロード後のこのコマンドの出力例を示します。

Router# show platform hardware throughput level
The current throughput level is 2000000 kb/s

ルータをリロードすると、ルータスタートアップ時のログメッセージに、次のようなライセ

ンスレベル情報とスループットレベル情報が表示されます。
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%IOS_LICENSE_IMAGE_APPLICATION-6-LICENSE_LEVEL:Module name = asr1001xNext reboot
level = adventerprise and License = adventerprise

%IOSXE_THROUGHPUT-6-LEVEL: Throughput level has been set to 20000000 kbps

システムフォワーディングプレーンによって処理されたトラフィックが設定されたスループッ

トライセンスレベルに近づいている、または、そのレベルを超えている場合は、24時間ごと
に次のメッセージが表示されます。この例で設定されているスループットレベルは 20Gbpsで
す。

1. アプローチ済み

9月 9日 14時 54分 56秒：%BW_LICENSE-4-THROUGHPUT_MAX_LEVEL: SIP0: cpp_ha：
過去 24時間の 1回のサンプリング期間中に平均スループットレートがライセンス帯域幅
の 2000000000 bpsに近づきました。サンプリング期間は 300秒です。

これは警告メッセージであり、パケットドロップは発生しません。（注）

2. 95%のしきい値を超えました

*May 24 09:42:41.687 EDT: %BW_LICENSE-5-THROUGHPUT_THRESHOLD_LEVEL: F0:
cpp_ha: Average throughput rate exceeded 95 percent of licensed bandwidth 20000000000 bps 25
times, sample period 300 seconds, in last 24 hours

これは警告メッセージであり、パケットドロップは発生しません。（注）

3. Exceeded

*May 24 09:42:41.687 EDT: %BW_LICENSE-4-THROUGHPUT_MAX_LEVEL: F0: cpp_ha:
Average throughput rate exceeded the total licensed bandwidth 20000000000 bps and dropped 8
times, sample period 300 seconds, in last 24 hours

このメッセージが表示された場合は、ルータがパケットのドロップを開始したこと

を示しています。

警

告

ソフトウェアアクティベーションによるパフォーマンスアップグレードライセンスの詳細に

ついては、『Software Activation Configuration Guide, Cisco IOS XE Release 3S』を参照してくだ
さい。

ライセンス情報の表示
show license udiコマンドを使用して、シャーシのユニバーサルデバイス識別子（UDI）情報を
特定します。これは、新しいライセンスを購入する場合に必要になることがあります。次に、

show license udiコマンドの出力例を示します。
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router# show license udi

SlotID PID SN UDI

--------------------------------------------------------------------------------

*6 ASR1001-X JAE17450EUZ ASR1001-X:JAE17450EUZ

router#

次のように、show running-config コマンドを使用して UDI情報を特定することもできます。

Router# show running-config

.

.

.

license udi pid ASR1001-X sn myroutersn123

表 20 : show running-configコマンド出力の説明

説明フィールド名

ライセンス識別情報（show license udiコマンドで
も表示される）。

license udi pid ASR1001-X sn myroutersn123

show license allコマンドを使用して、プライマリライセンスストレージと組み込みライセン
スストレージの両方に適用可能なすべてのライセンスを表示します。

プライマリライセンスストレージには、購入してインストールされたライセンスが保存され

ます。

（注）

次に、show license allコマンドの出力例を示します。

router# show license all

License Store: Primary License Storage

StoreIndex: 0 Feature: interface_10g Version: 1.0

License Type: Permanent

License State: Active, In Use

Lock type: Node locked

Vendor info: <UDI><PID>ASR1001-X</PID><SN>JAE17450EUZ</SN></UDI>

License Addition: Exclusive

License Generation version: 0x8100000

License Count: 2/0/0 (Active/In-use/Violation)

License Priority: Medium

License Store: Built-In License Storage
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StoreIndex: 0 Feature: adventerprise Version: 1.0

License Type: RightToUse

License State: Active, In Use

Lock type: Non Node locked

Vendor info: <UDI><PID>NOTLOCKED</PID><SN>NOTLOCKED</SN></UDI><T>RTU</T>

License Addition: Additive

License Generation version: 0x8200000

License Count: Non-Counted

License Priority: Low

StoreIndex: 1 Feature: advipservices Version: 1.0

License Type: EvalRightToUse

License State: Active, Not in Use, EULA not accepted

Evaluation total period: 8 weeks 4 days

Evaluation period left: 8 weeks 4 days

Period used: 0 minute 0 second

Lock type: Non Node locked

Vendor info: <UDI><PID>NOTLOCKED</PID><SN>NOTLOCKED</SN></UDI><T>RTU</T>

License Addition: Additive

License Generation version: 0x8200000

License Count: Non-Counted

License Priority: None

StoreIndex: 2 Feature: avc Version: 1.0

License Type: EvalRightToUse

License State: Active, Not in Use, EULA not accepted

Evaluation total period: 8 weeks 4 days

Evaluation period left: 8 weeks 4 days

Period used: 0 minute 0 second

Lock type: Non Node locked

Vendor info: <UDI><PID>NOTLOCKED</PID><SN>NOTLOCKED</SN></UDI><T>RTU</T>

License Addition: Additive

License Generation version: 0x8200000

License Count: Non-Counted

License Priority: None

StoreIndex: 3 Feature: fwnat_red Version: 1.0

Cisco ASR 1001-Xルータハードウェア設置ガイド
83

Cisco ASR 1001-Xルータライセンスの確認

ライセンス情報の表示



License Type: EvalRightToUse

License State: Active, Not in Use, EULA not accepted

Evaluation total period: 8 weeks 4 days

Evaluation period left: 8 weeks 4 days

Period used: 0 minute 0 second

Lock type: Non Node locked

Vendor info: <UDI><PID>NOTLOCKED</PID><SN>NOTLOCKED</SN></UDI><T>RTU</T>

License Addition: Additive

License Generation version: 0x8200000

License Count: Non-Counted

License Priority: None

StoreIndex: 4 Feature: ipsec Version: 1.0

License Type: EvalRightToUse

License State: Active, Not in Use, EULA not accepted

Evaluation total period: 8 weeks 4 days

Evaluation period left: 8 weeks 4 days

Period used: 0 minute 0 second

Lock type: Non Node locked

Vendor info: <UDI><PID>NOTLOCKED</PID><SN>NOTLOCKED</SN></UDI><T>RTU</T>

License Addition: Additive

License Generation version: 0x8200000

License Count: Non-Counted

License Priority: None

StoreIndex: 5 Feature: lawful_intr Version: 1.0

License Type: EvalRightToUse

License State: Active, Not in Use, EULA not accepted

Evaluation total period: 8 weeks 4 days

Evaluation period left: 8 weeks 4 days

Period used: 0 minute 0 second

Lock type: Non Node locked

Vendor info: <UDI><PID>NOTLOCKED</PID><SN>NOTLOCKED</SN></UDI><T>RTU</T>

License Addition: Additive

License Generation version: 0x8200000

License Count: Non-Counted
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License Priority: None

StoreIndex: 6 Feature: lisp Version: 1.0

License Type: EvalRightToUse

License State: Active, Not in Use, EULA not accepted

Evaluation total period: 8 weeks 4 days

Evaluation period left: 8 weeks 4 days

Period used: 0 minute 0 second

Lock type: Non Node locked

Vendor info: <UDI><PID>NOTLOCKED</PID><SN>NOTLOCKED</SN></UDI><T>RTU</T>

License Addition: Additive

License Generation version: 0x8200000

License Count: Non-Counted

License Priority: None

StoreIndex: 7 Feature: otv Version: 1.0

License Type: EvalRightToUse

License State: Active, Not in Use, EULA not accepted

Evaluation total period: 8 weeks 4 days

Evaluation period left: 8 weeks 4 days

Period used: 0 minute 0 second

Lock type: Non Node locked

Vendor info: <UDI><PID>NOTLOCKED</PID><SN>NOTLOCKED</SN></UDI><T>RTU</T>

License Addition: Additive

License Generation version: 0x8200000

License Count: Non-Counted

License Priority: None

StoreIndex: 8 Feature: sw_redundancy Version: 1.0

License Type: EvalRightToUse

License State: Active, Not in Use, EULA accepted

Evaluation total period: 8 weeks 4 days

Evaluation period left: 7 weeks 5 days

Period used: 5 days 2 hours

Lock type: Non Node locked

Vendor info: <UDI><PID>NOTLOCKED</PID><SN>NOTLOCKED</SN></UDI><T>RTU</T>

License Addition: Additive
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License Generation version: 0x8200000

License Count: Non-Counted

License Priority: Low

StoreIndex: 9 Feature: throughput_5g Version: 1.0

License Type: RightToUse

License State: Active, In Use

Lock type: Non Node locked

Vendor info: <UDI><PID>NOTLOCKED</PID><SN>NOTLOCKED</SN></UDI><T>RTU</T>

License Addition: Additive

License Generation version: 0x8200000

License Count: Non-Counted

License Priority: Low

StoreIndex: 10 Feature: throughput_10g Version: 1.0

License Type: EvalRightToUse

License State: Active, Not in Use, EULA not accepted

Evaluation total period: 8 weeks 4 days

Evaluation period left: 8 weeks 4 days

Period used: 0 minute 0 second

Lock type: Non Node locked

Vendor info: <UDI><PID>NOTLOCKED</PID><SN>NOTLOCKED</SN></UDI><T>RTU</T>

License Addition: Additive

License Generation version: 0x8200000

License Count: Non-Counted

License Priority: None

StoreIndex: 11 Feature: throughput_20g Version: 1.0

License Type: EvalRightToUse

License State: Active, Not in Use, EULA not accepted

Evaluation total period: 8 weeks 4 days

Evaluation period left: 8 weeks 4 days

Period used: 0 minute 0 second

Lock type: Non Node locked

Vendor info: <UDI><PID>NOTLOCKED</PID><SN>NOTLOCKED</SN></UDI><T>RTU</T>

License Addition: Additive

License Generation version: 0x8200000
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License Count: Non-Counted

License Priority: None

StoreIndex: 12 Feature: vpls Version: 1.0

License Type: EvalRightToUse

License State: Active, Not in Use, EULA not accepted

Evaluation total period: 8 weeks 4 days

Evaluation period left: 8 weeks 4 days

Period used: 0 minute 0 second

Lock type: Non Node locked

Vendor info: <UDI><PID>NOTLOCKED</PID><SN>NOTLOCKED</SN></UDI><T>RTU</T>

License Addition: Additive

License Generation version: 0x8200000

License Count: Non-Counted

License Priority: None

StoreIndex: 13 Feature: interface_10g Version: 1.0

License Type: EvalRightToUse

License State: Inactive

Evaluation total period: 8 weeks 4 days

Evaluation period left: 8 weeks 1 day

Period used: 2 days 8 hours

Lock type: Non Node locked

Vendor info: <UDI><PID>NOTLOCKED</PID><SN>NOTLOCKED</SN></UDI><T>RTU</T>

License Addition: Additive

License Generation version: 0x8200000

License Count: 0/0 (In-use/Violation)

License Priority: Low

router#

表 21 : show license allコマンド出力の説明

説明フィールド名

プライマリライセンスストレージ。License Store: Primary License Storage

組み込みライセンスストレージ。License Store: Built-In License Storage
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ポート単位カウントライセンス（10 GEインターフェイ
ス）

Cisco ASR 1001-Xルータの 10 GEインターフェイスでは、次の特徴を持つポート単位カウント
ライセンスが使用されます。

•カウントベースのライセンスは 10 GEポートに対して使用され、1ポートあたり 1カウン
トされます。

•各ポートをサポートする永久ライセンスが存在しない場合は、ポートごとのエンドユーザ
ライセンス契約書（EULA）が表示されます。

•イメージには 2カウントの 10 GEポート EvalRTU（評価）ライセンスが付属しています。
EvalRTUライセンスの期限が切れると、使用（RTU）ライセンスになります。

• 10GEインターフェイスで no shutコマンドを実行すると、1カウント分のライセンスを要
求し、使用中カウントを 1つインクリメントします。

• 10 GEインターフェイスで shut コマンドを実行すると、1カウント分のライセンスをリ
リースし、使用中カウントを 1つデクリメントします。

次の EvalRTUライセンスの例は、10 GEポート上で使用されている EvalRTUライセンスを表
示しています。永久ライセンスの場合も同様に機能します。

StoreIndex: 13 Feature: interface_10g Version: 1.0

License Type: EvalRightToUse

License State: Inactive

Evaluation total period: 8 weeks 4 days

Evaluation period left: 8 weeks 1 day

Period used: 2 days 8 hours

Lock type: Non Node locked

Vendor info: <UDI><PID>NOTLOCKED</PID><SN>NOTLOCKED</SN></UDI><T>RTU</T>

License Addition: Additive

License Generation version: 0x8200000

License Count: 0/0 (In-use/Violation)

License Priority: Low

StoreIndex: 13 Feature: interface_10g Version: 1.0

License Type: EvalRightToUse

License State: Active, In Use

Evaluation total period: 8 weeks 4 days

Evaluation period left: 2 weeks 6 days

Period used: 5 weeks 4 days
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Transition date: Jun 09 2014 05:14:47

Lock type: Non Node locked

Vendor info: <UDI><PID>NOTLOCKED</PID><SN>NOTLOCKED</SN></UDI><T>RTU</T>

License Addition: Additive

License Generation version: 0x8200000

License Count: 2/0 (In-use/Violation)

License Priority: Low

表 22 : show license allコマンド出力の説明

説明フィールド名

評価ライセンス用に使用されている 10-GEポートが存在
しません。

License Count: 0/0 (In-use/Violation)

評価ライセンス用に 2つの 10 GEポートが使用されてい
ます（使用前にそれぞれのEULAが同意されています）。

License Count: 2/0 (In-use/Violation)

10 GEインターフェイス評価ライセンスの特徴
10 GEインターフェイス評価ライセンスの特徴を以下に示します。

• 2つの 10 GEポートに対して 60日評価期間カウントダウンタイマーは 1つしか存在しま
せん。タイマーは 2つのポートのどちらかがイネーブルになった直後に開始されます。

•要求したポートを利用するために2つのポートのどちらかを初めてイネーブルにしたとき
に、EULAが表示され、同意する必要があります。

• 60日の評価期間が過ぎると、ライセンスは自動的に RTUライセンスに変更されます。他
のすべての RTUライセンスと同様に、この移行後に機能の中断やアクセシビリティの問
題は発生しません。

•アクティブな interface_10gライセンスは 1つしか存在できません。永久ライセンスと
EvalRTUライセンスのどちらかをアクティブにすることはできますが、両方をアクティブ
にすることはできません。

•過去のライセンス実装と同様に、永久ライセンスの方が組み込み EvalRTUライセンスよ
りも優先されます。ただし、永久ライセンスに十分なポートカウントがない（つまり、

ユーザは両方の組み込み 10GEポートを要求したが、永久ライセンスが 1つのポートにし
か許可されない）場合は、永久ライセンスと評価ライセンスの間で優先順位が入れ替わり

ます。この場合は、両方のポートに適合可能な評価ライセンスがアクティブになります。

永久ライセンスは、そのポートカウントがユーザの設定を満たした段階で、自動的にアク

ティブになります。
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第 7 章

Cisco ASR 1001-Xルータからの FRUの取り
外しと取り付け

この章では、CiscoASR 1001-Xルータから現場交換可能ユニット（FRU）を取り外して再取り
付けする手順について説明します。

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco ASR 1001-Xルータの電源モジュールの取り外しと取り付け（91ページ）
• Cisco ASR 1001-XルータのUSBフラッシュメモリスティックまたはセキュアトークンの
取り外しと取り付け（100ページ）

• Cisco ASR 1001-Xルータの DIMMの取り外しと取り付け（102ページ）
• Cisco ASR 1001-Xルータの SPAの取り外しと取り付け （107ページ）
• Cisco ASR 1001-Xルータの NIMの取り外しと取り付け（111ページ）
• NIM-SSDモジュールからの SSDの取り外しおよび取り付け（114ページ）
•ルータの再梱包（118ページ）

Cisco ASR 1001-Xルータの電源モジュールの取り外しと取
り付け

以降のセクションでは、CiscoASR1001-Xルータの電源モジュールの取り外しと取り付けに関
する手順について説明します。

CiscoASR1001-Xルータにはホットスワップ可能な冗長電源モジュールが実装されています。（注）

カバーは製品の安全設計のために不可欠な部品です。カバーを装着しない状態でユニットを操

作しないでください。ステートメント 1077
危険
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装置を取り付けるときには、必ずアースを最初に接続し、最後に接続解除します。ステートメ

ント 1046
危険

次の手順を実行する前に、DC回路に電気が流れていないことを確認してください。ステート
メント 1003

危険

この機器の設置、交換、または保守は、訓練を受けた相応の資格のある人が行ってください。

ステートメント 1030
危険

Cisco ASR 1001-Xルータからの AC電源モジュールの取り外し
ここでは、Cisco ASR 1001-Xルータから AC電源モジュールを取り外す方法について説明しま
す。Cisco ASR 1001-Xルータには、スタンバイスイッチの横にある電源モジュールスロット 0
（PS0）と左側の電源モジュールスロット 1（PS1）の 2つの電源モジュールスロットがありま
す（次の図を参照）。

CiscoASR1001-Xルータにはホットスワップ可能な冗長電源モジュールが実装されています。（注）

Cisco ASR 1001-Xルータから AC電源モジュールを取り外すには、次の手順に従います。

手順の概要

1. ルータの背面で、電源スイッチがスタンバイの位置にあることを確認します。

2. 次の図に示すように、電源モジュールから電源コードを抜き取ります。

3. 次の図に示すように、固定ラッチをプルハンドルの方向に押して、片方の手でハンドルを

つかみ、もう片方の手で電源モジュールの重量を支えながら、電源モジュールをスロット

から引き出します。

4. 他の AC電源モジュールを取り外す必要がある場合は、これらの手順を繰り返します。

手順の詳細

ステップ 1 ルータの背面で、電源スイッチがスタンバイの位置にあることを確認します。

単一の電源モジュールをホットスワップする場合は、電源スイッチをスタンバイの位置にする必

要はありません。

（注）

ステップ 2 次の図に示すように、電源モジュールから電源コードを抜き取ります。
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ステップ 3 次の図に示すように、固定ラッチをプルハンドルの方向に押して、片方の手でハンドルをつかみ、もう片
方の手で電源モジュールの重量を支えながら、電源モジュールをスロットから引き出します。

図 9 :スロット PS1からの AC電源コードの取り外し

図 10 : AC電源モジュールの取り外し

固定ラッチ1

ステップ 4 他の AC電源モジュールを取り外す必要がある場合は、これらの手順を繰り返します。

次のタスク

これで、Cisco ASR 1001-Xルータから AC電源モジュールを取り外す手順は完了です。

Cisco ASR 1001-Xルータへの AC電源モジュールの取り付け

シャーシカバーを取った状態で電源を取り付けないでください。（注）

Cisco ASR 1001-Xルータに AC電源モジュールを取り付けるには、次の手順に従います。
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手順の概要

1. シャーシの背面で、シャーシの電源スイッチがスタンバイの位置にあることを確認しま

す。

2. 適切なスロットに電源モジュールを挿入して、固定ラッチが正しい位置にあることを確認

します。電源ハンドルを軽く引っ張ることによって、電源モジュールが固定されているこ

とを確認することができます。

3. 電源モジュールに電源コードをしっかり差し込みます。

4. AC電源コードが次の図に示すように配置されていることを確認します。
5. ステップ 1でスタンバイスイッチをスタンバイの位置に変更した場合は、スタンバイス
イッチをオンの位置にします。

手順の詳細

ステップ 1 シャーシの背面で、シャーシの電源スイッチがスタンバイの位置にあることを確認します。

次の図に、Cisco ASR 1001-Xルータの AC電源モジュールのスタンバイスイッチを示します。

1つの電源モジュールをホットスワップする場合は、電源スイッチをスタンバイの位置にする必
要はありません。

（注）
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図 11 : Cisco ASR 1001-Xルータの AC電源モジュールのスタンバイスイッチ

電源をオフにしない Cisco ASR 1001-Xルータのスタンバイスイッチ。1

ステップ 2 適切なスロットに電源モジュールを挿入して、固定ラッチが正しい位置にあることを確認します。電源ハ
ンドルを軽く引っ張ることによって、電源モジュールが固定されていることを確認することができます。

ステップ 3 電源モジュールに電源コードをしっかり差し込みます。

両方の電源モジュールが奥まで挿入され、電源コードが正しい位置にあることを確認します。（注）

ステップ 4 AC電源コードが次の図に示すように配置されていることを確認します。
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図 12 : Cisco ASR 1001-Xルータの AC電源コードの正しい位置

電源コードの位置2AC電源モジュール1

ステップ 5 ステップ 1でスタンバイスイッチをスタンバイの位置に変更した場合は、スタンバイスイッチをオンの位
置にします。

電源 LEDが点灯します（緑色）。

次のタスク

これで、AC入力電源の接続手順は完了です。

Cisco ASR 1001-Xルータからの DC入力電源の取り外し

CiscoASR1001-Xルータにはホットスワップ可能な冗長電源モジュールが実装されています。（注）

ここでは、Cisco ASR 1001-Xルータから DC電源モジュールを取り外す方法について説明しま
す。手順は次のとおりです。

手順の概要

1. 電源の回路ブレーカーをオフにします。

2. ルータの背面で、電源スイッチがスタンバイの位置にあることを確認します。

3. 電源装置の 2つの端子ブロック配線コネクタ（マイナスとプラス）を緩めます。以下の図
を参照してください。

4. 引き出しハンドルの方へ固定ラッチを押し、ハンドルを片手で握り、電源モジュールの重

さをもう一方の手で支えながら、電源モジュールをスロットから引き出します。以下の図

を参照してください。
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手順の詳細

ステップ 1 電源の回路ブレーカーをオフにします。

ステップ 2 ルータの背面で、電源スイッチがスタンバイの位置にあることを確認します。

単一の電源モジュールをホットスワップする場合は、電源スイッチをスタンバイの位置にする必

要はありません。

（注）

ステップ 3 電源装置の 2つの端子ブロック配線コネクタ（マイナスとプラス）を緩めます。以下の図を参照してくだ
さい。

ステップ 4 引き出しハンドルの方へ固定ラッチを押し、ハンドルを片手で握り、電源モジュールの重さをもう一方の
手で支えながら、電源モジュールをスロットから引き出します。以下の図を参照してください。

図 13 : DC電源の取り外し

固定ラッチ1

これで、Cisco ASR 1001-Xルータから DC電源モジュールを取り外す手順は完了です。

Cisco ASR 1001-Xルータへの DC入力電源の取り付け

次の手順を実行する前に、DC回路に電気が流れていないことを確認してください。ステート
メント 1003

危険

この機器の設置、交換、または保守は、訓練を受けた相応の資格のある人が行ってください。

ステートメント 1030
危険

ここでは、DC電源モジュールの入力電源の導線を Cisco ASR 1001-Xルータの DC入力電源モ
ジュールに取り付ける方法について説明します。作業を始める前に、次の重要事項に留意して

ください。
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• DC入力電源モジュールの導線のカラーコーディングは、設置場所の DC電源のカラー
コーディングによって異なります。DC入力電源モジュール用に選択した導線のカラー
コーディングが、DC電源で使用される導線のカラーコーディングに一致していること、
および電源が電源モジュールのマイナス（-）端子とプラス（+）端子に接続されているこ
とを確認してください。

• DC電源モジュールの取り付けを開始する前に、シャーシアースがシャーシに接続されて
いることを確認します。「シャーシのアース接続部」のセクションに記載されている手順

に従ってください。

DC入力電源の配線

Cisco ASR 1001-XルータのDC電源モジュールでは、その端子ブロックヘッダーに端子ブロッ
クが取り付けられています。

DC入力電源に配線するには、次の手順を使用します。

手順の概要

1. 電源の回路ブレーカーをオフにします。

2. ルータの背面で、電源スイッチがスタンバイの位置にあることを確認します。

3. ワイヤストリッパを使って、DC入力電源から伸びる 2本の導線の被覆を約 0.39インチ
（10 mm） + 0.02インチ（0.5 mm）だけ剥がします。端子ブロックから導線が露出され
たままになる可能性があるので、推奨されている長さ以上に被覆を剥がさないでくださ

い。次の図は、剥がされた DC入力電源線を示しています。
4. 端子ブロックを接続するプラスとマイナスの給電位置を特定します。配線順序は次のと

おりです。

5. 露出した導線を端子ブロックに挿入します。プラスティックカバーの外側に導線が伸び

ていないことを確認します。端子ブロックから伸びる導線部分は、絶縁体で覆われてい

る必要があります。

6. ドライバを使用して、次の図に示すように端子ブロックの非脱落型ネジを締めます。

7. 必要に応じて、残りの DC入力電源の導線についてこの手順を繰り返します。
8. タイラップを使用してラックに導線を固定し、少し導線に接触しても導線が端子ブロッ

クから引っ張られないようにします。

9. 電源で回路ブレーカーをオンにします。

10. 手順1でスタンバイスイッチをスタンバイ位置に変更した場合は、スタンバイスイッチ
をオンの位置にします。

手順の詳細

ステップ 1 電源の回路ブレーカーをオフにします。

ステップ 2 ルータの背面で、電源スイッチがスタンバイの位置にあることを確認します。

単一の電源モジュールをホットスワップする場合は、電源スイッチをスタンバイの位置にする

必要はありません。

（注）
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ステップ 3 ワイヤストリッパを使って、DC入力電源から伸びる 2本の導線の被覆を約 0.39インチ（10 mm） + 0.02
インチ（0.5 mm）だけ剥がします。端子ブロックから導線が露出されたままになる可能性があるので、
推奨されている長さ以上に被覆を剥がさないでください。次の図は、剥がされた DC入力電源線を示し
ています。

図 14 :被覆を剥がした状態の DC入力電源線

端末ブロックで導線の被覆を剥す長さとして、10 mm（0.39インチ）が推奨されます。1

DC入力電源に接続された導線が露出していると、感電の危険性があります。DC入力電源線の
露出部分が端子ブロックからはみ出ていないことを確認してください。ステートメント 122

危険

ステップ 4 端子ブロックを接続するプラスとマイナスの給電位置を特定します。配線順序は次のとおりです。

1. プラス（+）導線（右）
2. マイナス（-）導線（左）

ステップ 5 露出した導線を端子ブロックに挿入します。プラスティックカバーの外側に導線が伸びていないことを

確認します。端子ブロックから伸びる導線部分は、絶縁体で覆われている必要があります。

端子ブロックの非脱落型ネジをきつく締めすぎないようにしてください。ぴったりと接続して

いるが、導線が押しつぶされていないことを確認します。各導線を軽く引いて、導線が動かな

いことを確認します。

注意

ステップ 6 ドライバを使用して、次の図に示すように端子ブロックの非脱落型ネジを締めます。
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図 15 :導線を接続した DC電源

プラス（+）導線2マイナス（-）導線1

ステップ 7 必要に応じて、残りの DC入力電源の導線についてこの手順を繰り返します。

ステップ 8 タイラップを使用してラックに導線を固定し、少し導線に接触しても導線が端子ブロックから引っ張ら

れないようにします。

ステップ 9 電源で回路ブレーカーをオンにします。

ステップ 10 手順 1でスタンバイスイッチをスタンバイ位置に変更した場合は、スタンバイスイッチをオンの位置に
します。

電源モジュールの LEDがグリーンに点灯します。

次のタスク

これで、Cisco ASR 1001-Xルータに DC電源モジュールを接続する手順は完了です。

CiscoASR1001-XルータのUSBフラッシュメモリスティッ
クまたはセキュアトークンの取り外しと取り付け

Cisco ASR 1001-Xルータには、設定や Cisco IOS XE統合パッケージを保存するためのフラッ
シュメモリスティックまたはセキュアトークン用のポートがあります。

次の図に、CiscoASR1001-Xルータ上にあるフラッシュメモリスティックまたはセキュアトー
クン用の USBポート 0または 1コネクタを示します。
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図 16 : Cisco ASR 1001-Xルータのフラッシュトークンメモリスティックポート

フラッシュメモリスティックまたはセキュアトークンに対してファイルアクセスコマンドま

たは読み取り/書き込み操作を発行して処理が終わるまでは、USBフラッシュメモリスティッ
クまたはセキュアトークンを取り外さないでください。ルータがリロードしたり、USBフラッ
シュメモリスティックまたはセキュアトークンが破損したりする可能性があります。USBデ
バイスを取り外す前に、前面パネルの USB活動 LEDが点滅しているかどうかを確認してくだ
さい。

注意

Cisco ASR1001-Xルータから USBフラッシュトークンメモリスティックを取り外して再取り
付けするには、次の手順に従います。

手順の概要

1. フラッシュメモリスティックまたはセキュアトークンをUSBポートから抜き取ります。
2. シスコUSBフラッシュメモリスティックまたはセキュアトークンを取り付けるには、上
の図に示すように、そのモジュールをUSBポート 0または 1に差し込みます。フラッシュ
メモリモジュールまたはセキュアトークンは決まった方向にだけ差し込むことができま

す。また、ルータの電源が入っているかどうかに関係なく、いつでも取り付けや取り外し

が可能です。

手順の詳細

ステップ 1 フラッシュメモリスティックまたはセキュアトークンを USBポートから抜き取ります。

ステップ 2 シスコ USBフラッシュメモリスティックまたはセキュアトークンを取り付けるには、上の図に示すよう
に、そのモジュールをUSBポート 0または 1に差し込みます。フラッシュメモリモジュールまたはセキュ
アトークンは決まった方向にだけ差し込むことができます。また、ルータの電源が入っているかどうかに

関係なく、いつでも取り付けや取り外しが可能です。

これで、USBフラッシュメモリの取り付け手順は完了です。
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Cisco ASR 1001-Xルータの DIMMの取り外しと取り付け
ここでは、Cisco ASR 1001-Xルータの DIMMを取り付ける方法について説明します。

Cisco ASR 1001-Xルータは 8 GBと 16 GBの設定をサポートしています。（注）

次のような理由で、DIMMをアップグレードしなければならない場合があります。

•メモリの増設を必要とする新しい Cisco IOSフィーチャセットやリリースにアップグレー
ドした場合。

•非常に大きなルーティングテーブルまたは多数のプロトコルを使用する場合。

Cisco ASR 1001-Xルータ DIMMメモリモジュールの取り外しおよび取
り付け

DIMMメモリモジュールを取り外して再取り付けするプロセスを開始する前に、次の手順を
実行します。

•静電気防止用リストストラップを着用します。
•保存したいデータのバックアップを取ります。
•シャーシの上部カバーを取り外す前に電源モジュールを取り外します。

電源モジュールをシャーシから取り外すまで、上部カバーは取り外せません。電源モジュール

を取り外すまで上部カバーの取り外しが行えないように、シャーシには安全装置が組み込まれ

ています。

注意

• DIMMコンポーネントはキー付きで溝があり、接続が容易になっています。
• Cisco ASR 1001-Xルータには、2つの DIMMスロットがあります。

次の表に、CiscoASR1001-XルータへのメモリDIMMの挿入に対応したスロットを示します。

表 23 : DIMMの挿入に対応したスロット

スロット1（U103D）スロット0（U101D）メモリPIDオプション

4 GB4 GBU1D0

8 GB8 GBU1D1

ここでは、シャーシカバーを外して、Cisco ASR 1001-Xルータの DIMMを取り外して再取り
付けする方法について説明します。

次の図は、Cisco ASR 1001-Xルータの DIMMスロットの位置を示します。
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図 17 : Cisco ASR 1001-Xルータの内部コンポーネントの位置

Cisco ASR 1001-Xルータの DIMMの位置（2スロット）1

Cisco ASR 1001-Xルータの DIMMの取り外し

Cisco ASR 1001-Xルータの DIMMを取り外すには、次の手順に従います。

手順の概要

1. ESDリストストラップを装着して、電源モジュールをシャーシから取り外します。
2. 電源モジュールを取り外したら、次の手順に従ってシャーシの上部カバーを外します。

3. DIMMを取り外すために最も楽な姿勢でアクセスできるようにシャーシを移動します。
4. Cisco ASR 1001-Xルータの DIMMを探します。次の図を参照してください。
5. DIMMモジュールのスプリングラッチを下げて、対応する DIMMをソケットから解放し
ます。次の図を参照してください。

6. DIMMの両端がソケットから外れたら、親指と人差し指でDIMMの両端をつかみ、ソケッ
トからDIMMを完全に抜き取ります。DIMMは必ずその両端だけで持つようにします。メ
モリモジュール、メモリのピン、コネクタ部に並んでいる串状の金属製接続部には触れな

いようにしてください。

7. 静電気防止用袋に DIMMを入れ、静電破壊から保護します。
8. アップグレードの内容に応じて、他の DIMMについてもステップ 5～ 7を実行します。

手順の詳細

ステップ 1 ESDリストストラップを装着して、電源モジュールをシャーシから取り外します。

電源モジュールをシャーシから取り外すまで、シャーシカバーは取り外せません。（注）
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Cisco ASR 1001-Xルータから AC電源モジュールと DC電源モジュールを取り外す方法については、以下
を参照してください。

ステップ 2 電源モジュールを取り外したら、次の手順に従ってシャーシの上部カバーを外します。

a) シャーシカバーの上面ネジをすべて取り外します。
b) シャーシの左側面と右側面から 2つの側面ネジを取り外します。
c) 両手を使って、シャーシのカバーを後方に少しずらして外します。

図 18 : Cisco ASR 1001-Xルータのカバーの取り外し

電源モジュールがシャーシ内にある場合、カバーはシャーシから外せません。（注）

ステップ 3 DIMMを取り外すために最も楽な姿勢でアクセスできるようにシャーシを移動します。

ステップ 4 Cisco ASR 1001-Xルータの DIMMを探します。次の図を参照してください。

ステップ 5 DIMMモジュールのスプリングラッチを下げて、対応する DIMMをソケットから解放します。次の図を
参照してください。

図 19 : Cisco ASR 1001-Xルータから DIMMを取り外すための DIMMモジュールスプリングラッチ

ステップ 6 DIMMの両端がソケットから外れたら、親指と人差し指で DIMMの両端をつかみ、ソケットから DIMM
を完全に抜き取ります。DIMMは必ずその両端だけで持つようにします。メモリモジュール、メモリのピ
ン、コネクタ部に並んでいる串状の金属製接続部には触れないようにしてください。

ステップ 7 静電気防止用袋に DIMMを入れ、静電破壊から保護します。
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ステップ 8 アップグレードの内容に応じて、他の DIMMについてもステップ 5～ 7を実行します。

次のタスク

これで、シャーシから Cisco ASR 1001-Xルータの DIMMを取り外す手順は完了です。

Cisco ASR 1001-Xルータの DIMMの再取り付け

ここでは、Cisco ASR 1001-Xルータに DIMMを取り付ける手順を説明します。

手順の概要

1. リストストラップなどの静電気防止用器具をした状態で、静電気防止用マットまたはシー

トの上に DIMMを置きます。
2. 静電防止用袋から新しい DIMMを取り出します。
3. 方向ノッチを探して、DIMMをソケットに挿入する前に、DIMMとソケットの位置を合わ
せます。以下の図を参照してください。

4. DIMMの端にあるピンを傷つけないように注意しながら、新しいDIMMをゆっくり挿入し
ます。両手の人差し指と親指でDIMMの上端の両側を持ち、ゆっくり、DIMMをソケット
に沿ってスライドさせます。DIMMの面が平行になるように慎重に力を加えながら、DIMM
の上部をソケットの方向に押します。

5. DIMMがまっすぐ挿入されるようにゆっくり押し込みます。必要に応じ、DIMMをゆっく
りと前後に押して確実に固定された状態にします。次の図に、Cisco ASR 1001-Xルータの
ソケットに DIMMを取り付ける方法を示します。

6. DIMMを取り付けたら、リリースレバーが DIMMソケットの側面に接して閉じているこ
とを確認します。閉じていない場合は、DIMMがしっかり固定されていない可能性があり
ます。DIMMの取り付けが不完全と思われる場合は、DIMMの取り外し手順に従っていっ
たん DIMMを注意深く取り外した後に、ソケットに差し込み直します。リリースレバー
が DIMMソケットの側面に接して閉じるまで、DIMMをソケットにしっかり押し込みま
す。

7. 他の DIMMについてもステップ 4～ 6を実行します。
8. Cisco ASR 1001-Xルータの上部カバーを取り付けるには、次の手順に従います。
9. 電源モジュールをシャーシに取り付けます。次を参照してください。

手順の詳細

ステップ 1 リストストラップなどの静電気防止用器具をした状態で、静電気防止用マットまたはシートの上にDIMM
を置きます。

DIMMは静電気放電の影響を受けやすい部品なので、誤った取り扱いをすると内部短絡が発生す
ることがあります。DIMMを取り扱うときは必ず端だけを持つようにして、ピンに触れないよう
にしてください。

注意

ステップ 2 静電防止用袋から新しい DIMMを取り出します。
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ステップ 3 方向ノッチを探して、DIMMをソケットに挿入する前に、DIMMとソケットの位置を合わせます。以下の
図を参照してください。

図 20 : Cisco ASR 1001-Xルータの DIMM方向ノッチ

ステップ 4 DIMMの端にあるピンを傷つけないように注意しながら、新しいDIMMをゆっくり挿入します。両手の人
差し指と親指で DIMMの上端の両側を持ち、ゆっくり、DIMMをソケットに沿ってスライドさせます。
DIMMの面が平行になるように慎重に力を加えながら、DIMMの上部をソケットの方向に押します。

DIMMを確実に差し込めるだけの力をかけ、過剰な力はかけないようにします。ソケットを破損
した場合は、ルータを工場に戻して修理する必要があります。

注意

ステップ 5 DIMMがまっすぐ挿入されるようにゆっくり押し込みます。必要に応じ、DIMMをゆっくりと前後に押し
て確実に固定された状態にします。次の図に、Cisco ASR 1001-XルータのソケットにDIMMを取り付ける
方法を示します。

図 21 : Cisco ASR 1001-Xルータのソケットへの DIMMの取り付け

ステップ 6 DIMMを取り付けたら、リリースレバーがDIMMソケットの側面に接して閉じていることを確認します。
閉じていない場合は、DIMMがしっかり固定されていない可能性があります。DIMMの取り付けが不完全
と思われる場合は、DIMMの取り外し手順に従っていったんDIMMを注意深く取り外した後に、ソケット
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に差し込み直します。リリースレバーが DIMMソケットの側面に接して閉じるまで、DIMMをソケット
にしっかり押し込みます。

ステップ 7 他の DIMMについてもステップ 4～ 6を実行します。

ステップ 8 Cisco ASR 1001-Xルータの上部カバーを取り付けるには、次の手順に従います。

a) 連結フック機構がシャーシカバーとベースに接触していることを確認しながら、カバーをシャーシに
スライドさせます。

b) 上面ネジと側面ネジを取り付け、軽く締め付けます。

ステップ 9 電源モジュールをシャーシに取り付けます。次を参照してください。

次のタスク

これで、Cisco ASR 1001-Xの DIMMを取り付ける手順は完了です。

Cisco ASR 1001-Xルータの DIMMが正しく取り付けられていれば、システムが正常に再起動
するはずです。

新しい DIMMを取り付けた後、システムが正しく再起動しない場合や、チェックサムエラー
やメモリエラーがコンソール端末に表示される場合は、次の点を確認してください。

両方の DIMMが正しく取り付けられていることを確認します。必要な場合は、システムを
シャットダウンし、シャーシカバーを取り外します。DIMMの取り付け状態を真正面から目
の高さで観察します。DIMMの取り付けが適切であれば、すべてのDIMMの角度と高さが揃っ
ているはずです。他の DIMMと高さや角度が揃っていない DIMMがある場合は、その DIMM
をいったん取り外し、取り付け直します。上部シャーシカバーを再取り付けし、システムを再

起動して、もう一度取り付け後の確認を行います。

何回試してもシステムが正常に再起動しない場合は、シスコのサービス担当者にお問い合わせ

ください。お問い合わせの前に、エラーメッセージや LEDの異常表示などの現象を記録して
おくと、問題の解決に役立つことがあります。

（注）

Cisco ASR 1001-Xルータの SPAの取り外しと取り付け
活性挿抜（OIR）機能を使用すれば、ルータの動作中に、共有ポートアダプタ（SPA）の取り
付けまたは交換を行うことができます。システムの電源をシャットダウンする必要はありませ

んが、共有ポートアダプタの取り外し中にそこを通過するトラフィックを実行しないでくださ

い。OIRは、ネットワーク上のエンドユーザにシームレスにサービスを提供し、すべてのルー
ティング情報を維持し、セッションを保護する手段を提供します。

ルータからSPAを取り外すと、OIRがSPA内のすべてのアクティブインターフェイスをシャッ
トダウンします。

（注）
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SPAの OIRの準備やアクティブ化と非アクティブ化の設定例など、SPAソフトウェアコマン
ドの詳細については、『Cisco ASR 1000 Series Aggregation Services Routers SIP and SPA Hardware
Installation Guide』を参照してください。

（注）

SPAを取り付けるために、次の工具と部品をいつでも使えるようにしておくことをお勧めしま
す。

• No.2のプラスドライバまたは 3/16インチのマイナスドライバ
• SPA
•ケーブル
•静電気防止用器具または使い捨ての静電気防止用リストストラップ、すべてのアップグ
レードキット、現場交換可能ユニット（FRU）、スペア

•静電気防止用マットまたはシート、あるいは静電気防止用袋

その他の機器が必要な場合は、発注情報についてサービス担当者にお問い合わせください。

静電破壊の防止

静電放電（ESD）により、装置や電子回路が損傷を受けることがあります（静電破壊）。静電
気はプリント基板の取り扱いが不適切な場合に発生し、故障または間欠的な障害をもたらしま

す。

SPA回路基板は金属製フレームに取り付けられていますが、静電破壊の影響を受けやすい基板
です。SPAは、金属製フレームに固定されたプリント基板で構成されます。電磁干渉（EMI）
シールド、コネクタ、およびハンドルはフレームを構成する部品です。

未使用のサブスロットがある場合は、必ず SPAブランクフィラープレートを取り付けて空の
サブスロットを塞いでください。これにより、ルータが EMI防止基準を満たすことができ、
取り付けたモジュール間に適度な通気が保たれます。未使用のサブスロットに SPAを取り付
ける場合は、まず SPAブランクフィラープレートを取り外す必要があります。
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図 22 : Cisco ASR 1001-Xルータの SPAの取り扱い

金属製フレーム2プリント基板1

金属製フレームは ESDから SPAを保護しますが、SPAを扱うときには必ず、静電気防止用ス
トラップを着用してください。ストラップは肌に密着させて着用し、ストラップのクリップを

シャーシの塗装されていない面に接続して、不要な静電気が安全に放電されるようにします。

リストストラップがない場合は、シャーシの金属部分に触れて、身体を接地してください。

静電破壊を防ぐために、次の注意事項に従ってください。

• Cisco ASR 1001-X SPAの取り付けまたは交換を行うときは、必ず静電気防止用リストス
トラップまたはアンクルストラップを着用してください。ストラップが肌に密着している

ことを確認してください。

•金属製フレームの端とハンドルで Cisco ASR 1001-Xの SPAを取り扱います。プリント基
板にもコネクタピンにも触れないようにしてください。

• Cisco ASR 1001-Xの SPAを取り外す場合は、プリント基板コンポーネント側を上にして
静電気防止用シートの上に置くか、静電気防止用袋の中に入れます。

共有ポートアダプタの取り外し

SPAを取り外すには、次の手順に従います。

手順の概要

1. 静電気防止用リストストラップを着用し、ストラップの反対側をルータの塗装されていな

い面に接続します。

2. 取り外している間に SPAをトラフィックが通過しないように SPAを停止します。
3. SPAからすべてのケーブルを外します。
4. SPAの両側にある非脱落型ネジをゆるめます。
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5. 両手でハンドルを握って、SPAを引き出します。

手順の詳細

ステップ 1 静電気防止用リストストラップを着用し、ストラップの反対側をルータの塗装されていない面に接続しま
す。

ステップ 2 取り外している間に SPAをトラフィックが通過しないように SPAを停止します。

トラフィックがポートを通過している最中に SPAを取り外すと、システムが停止する可能性があ
ります。

注意

SPAベイ 0/1で SPAを停止する次の例を参照してください。

a) router#プロンプトで、「hw-module subslot 0/1 stop」と入力し、Enterを押します。

b) router#プロンプトで、「end」と入力し、Enterを押します。

ステップ 3 SPAからすべてのケーブルを外します。

ステップ 4 SPAの両側にある非脱落型ネジをゆるめます。

ステップ 5 両手でハンドルを握って、SPAを引き出します。

次のタスク

これで、Cisco ASR 1001-Xルータの SPAを取り外す手順は完了です。

共有ポートアダプタの取り付け

SPAを交換するには、次の手順に従います。

手順の概要

1. SPAを挿入するために、SPAを固定するガイドレールの位置を確認します。ガイドレー
ルは、SPAスロットの上部左右の、1インチ（2.54 cm）ほど奥にあります。

2. 両手を使って、SPAが SPAインターフェイスコネクタにしっかり装着されるまで、慎重
にSPAをスライドさせます。完全に装着されると、SPAは前面プレートのやや後方に位置
します。

3. SPAを正しく装着したら、非脱落型ネジで SPAを SPAのどちらかの位置に固定します。
4. 次の手順を使用して SPAを再起動します。
5. show platformコマンドを使用して、サブスロット 0/1のステータスに問題がないかどうか
を確認します。
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手順の詳細

ステップ 1 SPAを挿入するために、SPAを固定するガイドレールの位置を確認します。ガイドレールは、SPAスロッ
トの上部左右の、1インチ（2.54 cm）ほど奥にあります。

ステップ 2 両手を使って、SPAが SPAインターフェイスコネクタにしっかり装着されるまで、慎重に SPAをスライ
ドさせます。完全に装着されると、SPAは前面プレートのやや後方に位置します。

ステップ 3 SPAを正しく装着したら、非脱落型ネジで SPAを SPAのどちらかの位置に固定します。

非脱落型ネジを締めて適切に固定されていることを確認します。（注）

ステップ 4 次の手順を使用して SPAを再起動します。

a) router#プロンプトで、「hw-module subslot 0/1 start」と入力し、 Enter.を押します

b) router#プロンプトで、「end」と入力し、Enterを押します。

ステップ 5 show platformコマンドを使用して、サブスロット 0/1のステータスに問題がないかどうかを確認します。

show platformコマンド

例：

Router# show platform
Chassis type: ASR1001-X
Slot Type State Insert time (ago)
--------- ------------------- --------------------- -----------------
0 ASR1001-X ok 00:34:05
0/0 BUILT-IN-2T+6X1GE ok 00:33:14
0/1 SPA-4XT-SERIAL ok 00:33:14
0/2 NIM-SSD ok 00:33:11
R0 ASR1001-X ok 00:34:05
R0/0 ok, active 00:34:05
R0/1 ok, standby 00:32:47
F0 ASR1001-X ok, active 00:34:05
P0 ASR1001X-PWR-AC ps, fail 00:33:44
P1 ASR1001X-PWR-AC ok 00:33:42
P2 ASR1001-X-FANTRAY ok 00:33:47
Slot CPLD Version Firmware Version
--------- ------------------- ---------------------------------------
0 14041015 15.4(2r)S
R0 14041015 15.4(2r)S
F0 14041015 15.4(2r)S

これで、Cisco ASR 1001-Xルータの SPAを取り付ける手順は完了です。

Cisco ASR 1001-Xルータの NIMの取り外しと取り付け
OIR機能を使用すれば、ルータの動作中に NIMの取り付けや交換を行うことができます。シ
ステムの電源をシャットダウンする必要はありませんが、NIMの取り外し中にそれを通過す
るトラフィックを実行しないでください。OIRは、ネットワーク上のエンドユーザにシームレ
スにサービスを提供し、すべてのルーティング情報を維持し、セッションを保護する手段を提

供します。
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ルータからNIMを取り外すと、OIRがNIM内のすべてのアクティブインターフェイスをシャッ
トダウンします。

（注）

NIMを取り付けるために、次の工具と部品をいつでも使えるようにしておくことをお勧めしま
す。

• No.2のプラスドライバまたは 3/16インチのマイナスドライバ
• NIM
•ケーブル
•静電気防止用器具または使い捨ての静電気防止用リストストラップ、すべてのアップグ
レードキット、FRU、スペア

•静電気防止用マットまたはシート、あるいは静電気防止用袋

その他の機器が必要な場合は、シスコのサービス担当者に発注情報をお問い合わせください。

静電気防止については、「静電破壊の防止（108ページ）」を参照してください。（注）

NIMの取り外し
NIMを取り外すには、次の手順に従います。

手順の概要

1. 静電気防止用リストストラップを着用し、ストラップの反対側をルータの塗装されていな

い面に接続します。

2. 次の手順を使用して、取り外している間に NIMをトラフィックが通過しないように NIM
を停止します。

3. NIMからすべてのケーブルを外します。
4. NIMの両側にある非脱落型ネジをゆるめます。
5. 両手でハンドルを握って、NIMを引き出します。

手順の詳細

ステップ 1 静電気防止用リストストラップを着用し、ストラップの反対側をルータの塗装されていない面に接続しま
す。

ステップ 2 次の手順を使用して、取り外している間に NIMをトラフィックが通過しないように NIMを停止します。

トラフィックがポートを通過している最中にNIMを取り外すと、システムが停止する可能性があ
ります。

注意

a) router#プロンプトで、「hw-module subslot 0/2 stop」と入力し、Enterを押します。
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b) router#プロンプトで、「end」と入力し、Enterを押します。

ステップ 3 NIMからすべてのケーブルを外します。

ステップ 4 NIMの両側にある非脱落型ネジをゆるめます。

ステップ 5 両手でハンドルを握って、NIMを引き出します。

これで、NIMを取り外す手順は完了です。

NIMの交換
NIMを交換するには、次の手順に従います。

手順の概要

1. NIMを挿入するために、NIMを固定するガイドレールの位置を確認します。ガイドレー
ルは、NIMスロットの上部左右の、1インチ（2.54 cm）ほど奥にあります。

2. 両手を使って、NIMが NIMインターフェイスコネクタにしっかり装着されるまで、慎重
に NIMをスライドさせます。完全に装着されると、NIMは前面プレートのやや後方に位
置します。

3. NIMを正しく装着したら、非脱落型ネジで NIMを NIMのどちらかの位置に固定します。
4. show platformコマンドを使用して、サブスロット 0/2のステータスに問題がないかどうか
を確認します。

手順の詳細

ステップ 1 NIMを挿入するために、NIMを固定するガイドレールの位置を確認します。ガイドレールは、NIMスロッ
トの上部左右の、1インチ（2.54 cm）ほど奥にあります。

ステップ 2 両手を使って、NIMが NIMインターフェイスコネクタにしっかり装着されるまで、慎重に NIMをスライ
ドさせます。完全に装着されると、NIMは前面プレートのやや後方に位置します。

ステップ 3 NIMを正しく装着したら、非脱落型ネジで NIMを NIMのどちらかの位置に固定します。

非脱落型ネジを締めて適切に固定されていることを確認します。（注）

取り付け後に NIMが起動するはずです。

ステップ 4 show platformコマンドを使用して、サブスロット 0/2のステータスに問題がないかどうかを確認します。

これで、NIMを取り付ける手順は完了です。
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NIM-SSDモジュールからのSSDの取り外しおよび取り付
け

ここでは、NIM-SSDモジュールからソリッドステートドライブ（SSD）を取り外す方法につ
いて説明します。

NIM-SSDをサポートする Cisco 4400シリーズサービス統合型ルータ（ISR）と、NIM-SSDを
サポートする Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータは、別々の形式で
NMIを利用します。

注意

Cisco ASR 1001-Xルータの NIM-SSDモジュールは、両方のハードドライブを 1つのパーティ
ションとして認識します。たとえば、2台の 200 GBハードドライブは 1台の 400 GBハード
ドライブとして扱われます。NIM-SSDモジュールにはデータバックアップ機能がないため、
SSDを交換するとデータが完全に失われます。SSDを交換する前に、重要なすべてのデータを
クリーンアップしてバックアップしてください。

注意

[Restrictions（機能制限）]

• Cisco ASR 1001-Xルータは、NIM-SSDモジュールが起動中の SSDドライブの動的な取り
外しとシャットダウンをサポートしていません。このような誤った操作はディスクの破損

を引き起こす可能性があり、モジュールが正常にシャットダウンされなかったことを示す

カーネルメッセージが表示されます。NIM-SSDモジュールの電源をオフにし、電源 LED
が消灯するのを待ってから、SSDの取り外しと取り付けを行ってください。

• SSDドライブが搭載されていないシスコ SSDキャリアカードNIMはサポートされていま
せん。

NIM-SSDモジュールからの SSDの取り外し
NIM-SSDモジュールから SSDを取り外すには、次の手順に従います。

手順の概要

1. NIM-SSDスロットにアクセスします。
2. 次の手順を使用して SSDモジュールを停止します。
3. 下図に示すように、NIM-SSDの両側の非脱落型ネジを外して、NIMの前面プレートを取
り外します。

4. 下図に示すように、NIM-SSDカードスロットカバーを下ろして、SSDスロットを露出さ
せます。
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5. 次の図に示すように、両手を使って、マザーボード上のコネクタから NIM-SSDを引き出
します。スロットと絶縁体ポストの破損を防ぐために、NIM-SSDとマザーボードを平行に
保ったまま引き出します。

6. 静電気防止用袋に NIM-SSDを入れ、静電破壊から保護します。

手順の詳細

ステップ 1 NIM-SSDスロットにアクセスします。

ステップ 2 次の手順を使用して SSDモジュールを停止します。

a) router#プロンプトで、「hw-module subslot 0/2 stop」と入力し、Enterを押します。

b) router#プロンプトで、「end」と入力し、Enterを押します。

ステップ 3 下図に示すように、NIM-SSDの両側の非脱落型ネジを外して、NIMの前面プレートを取り外します。

図 23 :非脱落型ネジの位置

1. SSDドライブを NIMキャリアカードに取り付けている SSDスロットカバーの非脱落型ネジ

ステップ 4 下図に示すように、NIM-SSDカードスロットカバーを下ろして、SSDスロットを露出させます。
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1.キャリアカードスロットカバー

ステップ 5 次の図に示すように、両手を使って、マザーボード上のコネクタからNIM-SSDを引き出します。スロット
と絶縁体ポストの破損を防ぐために、NIM-SSDとマザーボードを平行に保ったまま引き出します。

図 24 : SSDの取り外し

1. SSDドライブを引き出すためのつまみ

ステップ 6 静電気防止用袋に NIM-SSDを入れ、静電破壊から保護します。

これで、NIM-SSDの取り外しは完了です。

NIM-SSDモジュールへの SSDの取り付け
NIM-SSDモジュールに SSDを取り付けるには、次の手順に従います。

手順の概要

1. NIM-SSDで、SSDカードスロットカバーを固定している非脱落型ネジを緩めます。
2. NIM-SSDカードスロットカバーを下ろして、SSDスロットを露出させます。
3. SSDを適切なスロットに挿入します。
4. コネクタ面を下に、シリアル番号を上にして、SSDのコネクタ端から先に挿入する必要が
あります。

5. SSDの上の所定の位置まで NIM-SSDカードスロットカバーを持ち上げます。
6. NIM-SSDが正しく取り付けられていることを確認します。
7. 次の手順を使用して NIM-SSDモジュールを開始します。
8. show platformコマンドとshow inventory コマンドを使用して、サブスロット 0/2のステー
タスに問題がないかどうかを確認します。
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9. dir hardisk:コマンドを使用して、ハードディスクパーティションの合計ファイルサイズ
が正しいかどうかを確認します。次に例を示します。

手順の詳細

ステップ 1 NIM-SSDで、SSDカードスロットカバーを固定している非脱落型ネジを緩めます。

ステップ 2 NIM-SSDカードスロットカバーを下ろして、SSDスロットを露出させます。

ステップ 3 SSDを適切なスロットに挿入します。

ステップ 4 コネクタ面を下に、シリアル番号を上にして、SSDのコネクタ端から先に挿入する必要があります。

ステップ 5 SSDの上の所定の位置まで NIM-SSDカードスロットカバーを持ち上げます。

ステップ 6 NIM-SSDが正しく取り付けられていることを確認します。

ステップ 7 次の手順を使用して NIM-SSDモジュールを開始します。

a) router#プロンプトで、「hw-module subslot 0/2 start」と入力し、Enterを押します。

b) router#プロンプトで、「end」と入力し、Enterを押します。

ステップ 8 show platformコマンドとshow inventory コマンドを使用して、サブスロット 0/2のステータスに問題がな
いかどうかを確認します。

show inventoryコマンド

例：

Router# show inventory
NAME: "Chassis", DESCR: "Cisco ASR1001-X Chassis"
PID: ASR1001-X , VID: V00, SN: P3A-9
NAME: "Power Supply Module 0", DESCR: "Cisco ASR1001-X AC Power Supply"
PID: ASR1001X-PWR-AC , VID: V00, SN: LIT171616HJ
NAME: "Power Supply Module 1", DESCR: "Cisco ASR1001-X AC Power Supply"
PID: ASR1001X-PWR-AC , VID: V00, SN: LIT171616GG
NAME: "Fan Tray 0", DESCR: "Cisco ASR1001-X Fan Tray"
PID: ASR1001-X-FANTRAY , VID: , SN:
NAME: "module 0", DESCR: "Cisco ASR1001-X SPA Interface Processor"
PID: ASR1001-X , VID: , SN:
NAME: "SPA subslot 0/1", DESCR: "4-port Serial Shared Port Adapter"
PID: SPA-4XT-SERIAL , VID: V01, SN: JAB111105M4
NAME: "NIM subslot 0/2", DESCR: "NIM SSD Module"
PID: NIM-SSD , VID: V01, SN: FOC18071SNN
NAME: "subslot 0/2 disk0", DESCR: "harddisk"
PID: Micron P400m-MTFDDAK400MAN , VID: 0225 , SN: MSA1802019A
NAME: "subslot 0/2 disk1", DESCR: "harddisk"
PID: UB88RTB400HE6-NTH-EID , VID: 5.2.4 , SN: 11000302418
NAME: "SPA subslot 0/0", DESCR: "8-port Built-in GE SPA"
PID: BUILT-IN-2T+6X1GE , VID: , SN:
NAME: "module R0", DESCR: "Cisco ASR1001-X Route Processor"
PID: ASR1001-X , VID: V00, SN: JAE1719030S
NAME: "module F0", DESCR: "Cisco ASR1001-X Embedded Services Processor"
PID: ASR1001-X , VID: , SN:
Router#

ステップ 9 dir hardisk:コマンドを使用して、ハードディスクパーティションの合計ファイルサイズが正しいかどう
かを確認します。次に例を示します。

例：
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Router# dir harddisk:
Directory of harddisk:
11 drwx 16384 Jul 16 2014 11:30:24 -03:00 lost+found
787616940032 bytes total (747608293376 bytes free)
Router#

これで、NIM-SSDの交換手順は完了です。

ルータの再梱包
システムが損傷している場合は、返品するために再梱包する必要があります。

ルータを返却したり、別の場所に移動したりする場合は、元の梱包材を使ってシステムを梱包

してください。
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第 8 章

Cisco ASR 1001-Xルータの仕様

この付録に、Cisco ASR 1001-Xルータの仕様を記載します。

• Cisco ASR 1001-Xルータの仕様（119ページ）

Cisco ASR 1001-Xルータの仕様
表 24 : Cisco ASR 1001-Xルータの仕様 （119ページ）に Cisco ASR 1001-Xルータの物理仕様
を示します。

CiscoASR1001-Xルータのシャーシには、ルートプロセッサ、エンベデッドサービスプロセッ
サ、および SIPが搭載されています。

（注）

表 24 : Cisco ASR 1001-Xルータの仕様

仕様説明

高さ：43.43 mm（1.71インチ）

幅：17.3インチ（439.42 mm）

奥行：571.5mm（22.50インチ）（カードハンドル、ケーブル管理
ブラケット、電源モジュールハンドルを含む）

サイズ（高さ x幅 x奥
行）

フル搭載時 25ポンド重量

0°～ 40° C公称動作温度

0°～ 50° C動作温度（短期間）

10～ 90 %（相対湿度）公称動作湿度

5～ 90%動作湿度（短期間）

– 20°～ +70° Cストレージの温度
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仕様説明

•最大（DC）：242 W
•最大（AC）：250 W
•最大（出力）：250 W

消費電力

Cisco ASR 1001-Xルータのメモリおよびストレージのオプション
表 25 : Cisco ASR 1001-Xルータのメモリおよびストレージのオプション （120ページ）に、
Cisco ASR 1001-Xルータでサポートされているハードウェアメモリおよびストレージのオプ
ションを示します。

表 25 : Cisco ASR 1001-Xルータのメモリおよびストレージのオプション

システムでサポートす

る最大値

デフォルトメモリのタイプ

4 GB DRAM4 GB DRAMESP

16 GB DRAM（最大）Cisco ASR 1001-Xルータには 8 GBの
DRAM（デフォルト）が搭載されていま
す。

ルートプロセッサ

—CiscoASR1001-Xルータは、2つのUSBフ
ラッシュメモリセキュアトークンをサ

ポートします。

外部の USBフラッシュ
メモリ

—400 GBの SATA SSD x 2SSD 2

2
ソリッドステートドライブ
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第 9 章

Cisco ASR 1001-Xルータの信号とピン割り
当て

ここでは、Cisco ASR 1001-Xルータの信号およびピン割り当ての仕様を示します。

•管理イーサネットポートの信号とピン割り当て（121ページ）
•コンソールポートの信号とピン割り当て（122ページ）
•補助ポートの信号とピン割り当て（122ページ）

管理イーサネットポートの信号とピン割り当て
表 26 : RJ-45管理イーサネットポートのピン割り当て （121ページ）に、管理イーサネット
10/100 RJ-45ポートのピン割り当てを示します。

表 26 : RJ-45管理イーサネットポートのピン割り当て

説明方

向

信号ピ

ン

T/Rデータ +I/OTX/RX AData
+

1

T/Rデータ -I/OtTX/RXAData -2

T/Rデータ +I/OTX/RX BData
+

3

T/Rデータ+（10/100では未使用）I/OTX/RX CData
+

4

T/Rデータ -（10/100では未使用）I/OTX/RX CData -5

T/Rデータ -I/OTX/RX BData -6

T/Rデータ+（10/100では未使用）I/OTX/RX DData
+

7
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説明方

向

信号ピ

ン

T/Rデータ -（10/100では未使用）I/OTX/RXDData -8

コンソールポートの信号とピン割り当て
表 27 : CiscoASR 1001-Xルータのコンソールポートのピン割り当て （122ページ）に、前面パ
ネルにあるコンソールポート用デュアル RJ-45ポートのピン割り当てを示します。

表 27 : Cisco ASR 1001-Xルータのコンソールポートのピン割り当て

説明方

向

信

号

ピ

ン

送信要求（ピン 8に接続、CTS）出

力

RTS1

データ端末動作可能（常にオン）出

力

DTR2

送信データ出

力

TXD3

リングインジケータ—GND4

——GND5

受信データ入

力

RXD6

未使用入

力

DSR7

送信可（ピン 1に接続、RTS）入

力

CTS8

補助ポートの信号とピン割り当て
表 28 : CiscoASR 1001-Xルータの補助ポートのピン割り当て （123ページ）に、補助ポート用
デュアル RJ-45ポートのピン割り当てを示します。
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表 28 : Cisco ASR 1001-Xルータの補助ポートのピン割り当て

説明方

向

信号ピ

ン

送信要求出

力

RTS1

データ端末動作可能（常にオン）出

力

DTR2

送信データ出

力

TXD3

リングインジケータ入

力

RI4

——GND5

受信データ入

力

RXD6

データセットレディ/データキャリア検知入

力

DSR/DCD7

送信可入

力

CTS8
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